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　神さまがいる意味を、俺おれはちょっとだけ知っている。







　一月二十日──二十四節せつ気きの大だい寒かん。







「っ寒いっぃいい────っ!!」

　冬の川べりを、切せつ羽ぱ詰つまった叫びが駆かけ抜ける。

　一人の少年が豪ごう速そくで自転車をこいでいた。

　首に巻いたマフラーを長く長くなびかせて、必死の形ぎよう相そうで立ちこぎしていた。

　彼の名前は鰹かつお屋や広ひろ人と。

　西にし東京市の公立有あ里り間ま高校一年生。猫ねこっ毛けの癖くせ毛げな、ちょっと可愛かわいい顔立ちの少年だ。




　広人は息を切らせて自転車の速度を上げる。

　寒かった、寒かった、とてつもなく寒かった。

　こんな寒い土ど手てっぺりを走るのなんて、一秒だって短たん縮しゆくしたい。

「今年ってやけに寒いよなあ。早く帰ってふかふかモサコさんとぬくぬくしたいよ」

　広人は愛あい猫びようモサコさんの、ふかふかもっさもさの毛並みを思い浮かべた。

　昨さく年ねん祖そ母ぼが亡くなってから、広人は飼い猫モサコさんと、築ちく三十年のボロアパート『グランパレス有里間』の六畳じよう一ひと間まバストイレ付１Ｋで、ささやかに暮らしている。

　両親は、広人が幼い頃から現在に至るまで海外を放ほう浪ろう中ちゆう。

　育ててくれた祖母亡きいま、モサコさんだけが唯ゆい一いつの家族だった。




「よっ、今日きようも元気だね」

　道みち端ばたに立つくたびれた作業着ぎのおじさんが手を上げる。

「あ、ども」

　広人は軽く頭を下げると声をかけた。

「おじさん、早くあの世に行った方がいいですよ！」

「いやあ、まだまだ～……」

　のんびりした声が後方に遠ざかる。

　よく見るとおじさんの足元はうっすら透すけていた。

「あの自じ縛ばく霊れいのおじさん、俺おれが子どものときからいるよなあ……」

　吞のん気きに広人はつぶやいた。

　実は広人、自じ他たともに認める霊れい感かん少年。

　幽ゆう霊れいや妖あやかしの存在を小さい頃から感じてきたせいで、怪かい異いにはすっかり慣れっこ。生せい前ぜんの祖母は凄すご腕うでの拝おがみ屋やで、どうもその血を引いたらしい。

　とはいえ祖母と違って、広人は怪異についてなんの知識もわざも持っていない。

　霊れいが見えたり妖あやかしの気け配はいを感じたりできる以外は、ごくごく普通の高校生である。

「あ、そうだ。モサコさんのキャットフード買わないと」

　広ひろ人とはハンドルをくいと曲げて川べりを離れる。

　ゆるい下り坂をしゃーっと下ると、住宅街がいの先が大きく開けた。

　冬でも緑の鎮ちん守じゆの森に囲まれた広大な敷しき地ちが見えてくる。

　ここは早はや宮みや神じん社じや──通つう称しよう耀あき姫ひめ神社。

　美しい梅ばい園えんで名高い、由ゆい緒しよある大神社である。

　ここの境けい内だいを突っ切って裏うら門もんから出ると、ペットショップは目の前だ。

　広人は大おお鳥とり居いの前で自転車を降りて引き、敷地に入る。

　鎮守の森を貫つらぬく参さん道どうを歩く。途と中ちゆう、大きな石せき碑ひの前を通りがかった。

「あれ？」

　広人は足を止めた。ふわり、となにかの気配に触ふれた気がしたのだ。

　周囲を見回すが、誰だれも、なにも見えない。次いでそばの石碑を見上げる。




『早宮神社　　奥おく社しや祭さい神しん……天あめの手た力ぢから雄おの命みこと、天あめの鈿うず女めの命みこと、天あめの児こ屋やねの命みこと　　上かみ社しや祭神……菅すが原わら道みち真ざね公こう　　下しも社しや祭神……八や頭ず龍りゆうの大おお神かみ』




　神社の祭神の名が刻まれた石碑にも、変わったことはなにもない。

「んー、神しん域いきの神社に妖しなんかいないはずだし……ま、いっか」

　広人はまた歩き出す。やがて冬枯がれの梅の木々が並ぶ梅園に出た。

　しばし、広人は梅園を眺ながめる。

「全然、咲いてないなあ」

　ここの梅はほとんどが早咲き。いつもならそろそろ咲く時期なのにつぼみすらない。

　今年は特に寒いから、その影えい響きようなのだろうか……。

　そのとき、突き上げるように地面が揺れた。

「う、うわわっ!?」

　大地を震わす衝しよう撃げきと巻き起こる突とつ風ぷうに、自転車ごと倒れそうになる。

　広人はハンドルを握って足を踏ん張った。

　揺れと風はなおも続き、広人は身を縮めてこらえる。

「……にー」

　唐とう突とつに風と揺れが収まった──と思ったら、か細い鳴き声が聞こえてきた。

　広人は辺りを見回す。

　梅園の奥の大きな老ろう梅ばいの根元に、何か……見えた。

「子こ猫ねこ？」

　老ろう梅ばいの根元の草むらに、子こ猫ねこが震えながらうずくまっている。

　光の加か減げんか、白い毛並みが淡あわく銀色に輝いていた。

　広ひろ人とはスタンドをかけて自転車から離れ、梅ばい園えんに入る。

　子猫は気づいて顔を上げた。間ま近ぢかで見ると、身み悶もだえするほど可愛かわいらしい。

　捨て猫か、それとも季節外はずれに生まれた野の良ら猫の子か。早さつ速そく拾って……。

　ふっと愛あい猫びようモサコさんの姿すがたが頭をよぎり、広人はためらう。

「にみー……」

「ああもう、俺おれに無視なんか無む理りだムリ！」

　哀あわれな鳴き声に迷いは吹っ飛んだ。

　広人は手を差し伸べる。子猫は逃げもせず、その手にすっぽりと収まった。

「うわ、おまえちーっちゃいなあ、かっわいいなあ。よしよし、寒かっただろ」

　子猫はつぶらな瞳ひとみで、じっと広人を見上げた。

　あまりの可愛さに、にへら、と広人は顔がゆるむ。

　広人は大の動物好き。

　犬や羊やパンダにペンギン、ハムスターオコジョアルパカアンゴラウサギに白しろ熊くまと、地球上のありとあらゆるもふもふもさもさふっかふかのケモノが悶もん絶ぜつするほど大好き。

　中でも特に猫が好き。モサコさんも広人が拾って子猫から育てたぐらいだ。

　にまにましながら広人はあれこれ計画を練る。

　モサコさんも昔はこんなだったな。育つとこいつもでっかくなるかなあ。

　まずは獣じゆう医いさんで健康診しん断だん受けて、子猫用ようフードも買って……。




　浮かれる広人は気づかなかった。

　唐とう突とつに起こり、唐突に静まった、あの風と地じ震しん。

　老梅からかなり距離があったのに聞こえた、子猫の小さな鳴き声。

　そんな、怪あやしい事実に。





☆★☆






　広人の住むアパート『グランパレス有あ里り間ま』は、前庭の大きなクスノキと、古い住宅街がいの中でもひと際ぼろい外がい装そうで目立っていた。

　でかい宮きゆう殿でんという名は誇こ大だい広告もいいところ。

　錆さびた階段、塗と装そうの剝はげたドア、風雨に汚よごれた壁、薄うす暗ぐらくてもっさりした外がい観かん……。

　家や賃ちんはいまどき共きよう益えき費ひ込みで二万八千円。

　安さに納なつ得とくの、ナイスな外観と外装である。




　緑に茂るクスノキの下を通り、広ひろ人とは自転車を自転車置おき場に突っ込んだ。

「まいったな、獣じゆう医いさん休きゆう診しんだよ」

　愚ぐ痴ちりながら、広人は住まいである一〇一号室へ向かう。

　マフラーの中でうごうごする子こ猫ねこを抱いて、重たい玄げん関かんドアをよいしょと開けた。

　ドアを開けると、廊下を挟んで向かい合わせのキッチンとユニットバス。

　その向こうの、しんと静かな六畳じようの部屋に広人は入る。

「モサコさん、ただいまあ」

「ぐにゃー」

　薄うす暗ぐらい部屋にダミ声が響ひびいた。

　電気をつけるとこたつの中から、もさもさ毛並みで茶トラのデブ猫が顔を出した。

　これがモサコさん。四歳さい、♀。

「子猫拾っちゃってさ。仲良く……できるかな、モサコさん」

　広人はモサコさんの鼻はな先さきにマフラーを差し出した。

　モサコさんはふんふんと鼻を鳴らしてのぞき込む。

　子猫はきょとんとした顔で、でっかい先せん輩ぱい猫を見上げた。

「よしよし、とりあえず喧けん嘩かはしなさそうだ。雄おすかな雌めすかな、ちょっとお尻しり拝はい見けん」

　といって広人は子猫の尻尾しつぽを持ち上げた。

「ふぎゅー！」

　子猫はお怒り。小さな前まえ肢あしで広人の手をぺしぺし叩たたきまくる。

「わはは、ごめんごめん。ついてないから雌か……って、あれ？」

　持ちあげた尻尾の先が、なんか、割れていた、ような？

　しかしもう一度見る前に、子猫はさっさと腕から飛び降りた。

　広人は頭をかくと年代物もののエアコンのスイッチを入れて、手洗いうがいをする。

　それから天てん井じよう近くにある神かみ棚だなに手を合わせた。

　次いで、壁かべ際ぎわのタンスの上に置かれた、亡なき婆ばあちゃんの霊れい璽じが納められた白しら木き造りの小さな祖そ霊れい舎しや──神しん道とうバージョンの位い牌はいと仏ぶつ壇だん──も拝おがむ。

　この辺り、亡き婆ちゃんのしつけがきちんと行き届いています。

　そのあいだ、子猫は勝かつ手てに狭い１Ｋを探たん検けんしていた。

　こたつにもぐりこんで布ふ団とんを跳ね上げたり、部屋の隅すみから隅まで走り回ったり、モサコさんの尻尾に飛びかかってじゃれついたりと、とにかくさわがしい。

「元気だなあ。おまえ、来たばっかで馴な染じみ過ぎだろ」

　広人は呆あきれて笑った。

　普ふ段だんモサコさんとひっそり暮らしているから、急に部屋がにぎやかになった気がした。

　広ひろ人とは上着を脱ぬいで、押入れを漁あさる。

「子こ猫ねこ用ベッド捨てられちゃったかな。婆ばあちゃん片付け魔まだったからなあ……あれ」

　押入れの奥に古い柳やなぎ行ごう李りを見つけた。

　拝おがみ屋だった祖そ母ぼの、呪じゆ術じゆつ道具や衣い裳しよう一いつ式しきだ。

　神かみ降おろしの神楽かぐらや古こ神しん道とうの呪じゆ言ごんに通じていたという祖そ母ぼ。

　そんな祖母の呪術道具からは、なんとなーく「何か」ありそうな気け配はいがして、悪い感じではないものの、やっぱりあんまりさわりたくない。

　広人はそうっと、柳行李を押しのける。

「みにゃぅ！」

　足元で子猫の甲かん高だかい鳴き声がした。

　見下ろすと、どこから引きずり出したか、おかかのパックをくわえている。

「鼻はなが利くなあ……だめだめ、鰹かつお節ぶしは塩分が多いから猫の体には良くないんだ」

　広人はひょいと子猫をすくいあげた。

　子猫はぱちくりまばたきして小こ首くびをかしげる。

　可愛かわいい。とても可愛い。じたばたしたくなるほど愛くるしい。

「うう、かーわいいな！　そんな可愛い顔するなよこいつぅー！」

　広人は理り性せいを吹っ飛ばして子猫に頰ほおずりした。

　いまにも子猫を抱いてくるくる回りそうな浮かれっぷりだ。

　こんなデレデレしたところ、とても他人には見せられない。

「おぅわ!?」

　広人は前のめりになる。

　モサコさんがデブさに似に合あわず身軽に肩に飛び乗ったのだ。

　どうやらお腹なかが空すいたらしい。耳元で「ぐにぃ」と不ふ機き嫌げんな声で鳴いている。

「わ、わかったわかったご飯にするか。ってか重！　重いよモサコさん！」

　広人はモサコさんを乗せたまま、よろよろと食事の用意に取りかかった。




　そうして夜もふけて、広人は二匹ひきと一いつ緒しよに布ふ団とんに入った。

　今日きようはひときわ寒くて、モサコさんも子猫もぴったりくっついている。

　天てん然ねん暖だん房ぼうでとっても幸せ。

「……おまえ全然ご飯食べなかったなあ。明日あした、ちゃんと獣じゆう医いさん行こうな」

　布団の上から胸に乗っかる子猫に向かって、広人はいった。

　子猫は首を伸ばし、広人の鼻をぺろりとなめる。

　ざらついた舌した先がくすぐったい。

「おまえさ、うちの家族になるか」

　つぶらな瞳ひとみで見つめる子こ猫ねこに、広ひろ人とは優しくいった。

「このアパートはペット可かだから、もう一匹ぴきぐらいならいいだろうし、婆ばあちゃん死んでからモサコさんと一人と一匹暮ぐらしだしさ。にぎやかなのは大だい歓迎だよ」

　広人の言葉が、しんと静まる六畳じようの部屋に響ひびき渡る。

　二匹の猫と一いつ緒しよとはいえ、一人の声はひどく大きく聞こえた。

「……そうだな、婆ちゃんの田舎いなかみたいだったら良かったなあ」

　ため息のように広人はささやいた。

「俺、昔さ。婆ちゃんが病気で入院したとき、婆ちゃんの実じつ家かに預けられたんだよ。静しず岡おかのど田舎でさ、山と森と田んぼと茶ちや畑ばたけがいっぱいでさ、家がむっちゃくちゃ広くてさ……子どもが四人もいて、ひい爺じいちゃんとひい婆ちゃんもいて、猫も犬も鳥も鶏にわとりも山羊やぎまでいて……いつも誰だれかの声がして、にぎやかで……あんな風ふうな家に……俺、ずっとあこがれてるんだ」

　ささやく広人の声が、だんだん小さくなっていく。

「おまえの名前……どうしようかな……んー……」

　ぐー。

　言葉の最後は寝ね息いきになった。

　暗くら闇やみの中、胸の上から光る二つの瞳が、眠る広人をじっと見つめている……。





☆★☆






　重さで目が覚めた。




「…………んっ……!?　んぐぁ!?」

　広人は寝ぼけながら切せつ羽ぱ詰つまった声を上げた。

　乗っている。何か乗っている。自分の上に乗っている。

　モサコさんじゃない。もっと重い。

　恐る恐る広人は薄うす眼めを開けた。

　カーテンから射しこむ朝の光に、何かの影が浮かびあがる。

　何かいる。自分の胸の上に、布ふ団とんの上に、何か…………。




　全ぜん裸らの少女が。




「はうゎあああぁあぁああっ!?」

　どつかれたように広人は覚かく醒せいした。

　真まっ先さきに目に入ったのは白い肌はだの胸。

　銀色に光る長い髪かみに半分隠かくれた、ささやかながらもれっきとしたふくらみ。少女の胸、乳ち房ぶさ、おっぱい。もういいよ！

　きらきら輝く猫ねこみたいな瞳ひとみが印いん象しよう的てきな、あどけなくも綺き麗れいな顔立ちの少女。

　こんな異い様ような状況でなければとびきり可愛かわいいといってもいい。

　そんな少女が正せい座ざしている。

　膝ひざに手を置き背せ筋すじを伸ばし、きっちりぴしりと正座している。

　超ちよう真ま面じ目めな顔で。

　怖こわい。とっても怖い。

　こんな可愛い女の子がそんな真面目に正座していて、だけど全ぜん裸らで自分の上で。

　つまりは霊れいか。重さのある自じ縛ばく霊れいか！

　みっともなく震える声で広ひろ人とは叫んだ。

「ああ、あんた誰だれ!?」




「われは、ねこがみ。そなたの氏うじ神がみです」




　重々しく偉そうに少女が答えた。

　氏神？　神さま？

　自縛霊といわれた方がまだ納なつ得とくできるよ！

「呼ぶときは様づけ必ひつ須す、敬けい語ごもきちんと使うのですぞ。それと、とてつもなくお腹なかが空すきました。早はようおかか山やま盛もりのご飯を持って……ふぇ……ふぇ……」

　ふぇくち。

　と、少女がちっちゃなくしゃみをしたとたん。




　ぴょこん、と頭から二つの猫ねこ耳みみが。

　お尻しりから先っぽが二つに割れた尻尾しつぽが飛び出た。




　一いつ瞬しゆんの思し考こうの空白のあと、広人は悟さとった。

「……………………………………猫」

　猫だ。

　目の前にいるのは、昨日きのう拾ったあの銀色の毛並みの子猫なのだ。

　先さき割われ尻尾がぱったんぱったん布ふ団とんを叩たたく。

　その音を聞きながら、広人はどうにかしてもう一回夢ゆめの世界へ戻れないか、あるいはもう一度目が覚めないかとそればっかりを考えていた。







[image: 第一話　アンタの神様]




「耀あき姫ひめ神じん社じやの巫女みこ神楽かぐらが、中止になるかもしれないの」

　春日かすが美み薫かがため息交まじりにそういったのは、放課後ごの部活中ちゆうだった。




　そのとき広ひろ人とは苦く悩のうしていた。

　学校の調理室しつで開いたノートに突つっ伏ぷして、とてつもなく苦悩していた。

　なぜ調理室かといえば、彼が所しよ属ぞくする生活科学部ぶの拠きよ点てんだからだ。

　生活科学部とはなにかというと、生活を科学する部活である。

　といってしまうと身も蓋ふたもないが、要するに生活環かん境きようについて研究する部活だ。

　公こう共きよう施し設せつの利り便べん性せいを調べたり、食品栄えい養よう学がくにもとづいた献こん立だてを考えたり、環境調ちよう査さも兼ねて幼稚園へボランティアに行ったりと、有ゆう益えきで真ま面じ目めな活動「も」している。

　だが、とある理由でちょっと暴ぼう走そう気味な活動のほうが多い。




　広人が苦悩していたのは、もちろん「ねこがみ」と名乗る謎なぞの少女のせいだ。

　今日きようは一いち日にち彼女のことが気になって何ひとつ手につかない。

　ねこがみ？　氏うじ神がみ？　猫で少女で正せい座ざで全ぜん裸ら？

　ああもうさっぱりわかりませんよ！

「ちょっと馬ば鹿か広人、魂たましい飛ばしてないでよ！」

「はぅあっ！」

　いきなりぱぁん！　とノートで頭をはたかれて、広人は顔を上げた。

　赤いリボンの超ちよう気の強そうな美少女が、細い眉まゆを逆さか立だてにらんでいる。

　これが春日美薫。

　広人とは小学校からの長い付き合い。

　美薫の父親は市し会かい議員で建設会がい社しや社長で大おお地主の大金持ちで人呼んで『春日のお大だい尽じん』。母親の御ご先せん祖ぞは有あ里り間ま城の城じよう主しゆ。つまり美薫は生きつ粋すいのお嬢じようさまでお姫ひめさま。

　育ちにくわえてえっらい勝かち気きな性格。のほほんとして押しの弱い広人は、昔っからイヤ！　ってほどやられてきましたよ、彼女に。

　そんなわけで長い付き合いのわりに、広人は美薫に対していまいち腰が引けている。

　しかも春日家けは広人の住むアパートの大おお家や。ますます頭が上がりません。

「ねえ、ちゃんとわたしの話聞きいてたの？」

「う、うん。聞いてるよ。巫女神楽が中止になったとかなんとか」
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「やっぱり聞いてない！　中止になる、かもしれない、なの！　クラスでも朝からずっとぼーっとしてて、いったい今日きようはどうしたのよ」

　美み薫かにびしびしいわれて、広ひろ人とはますます身を縮めた。

　どうもこうも、と家を出る前のやり取りを思い返す────




「手っ取り早くいうと、われを祀まつっていた神じん社じやが廃はいされてしまった……ようなのです」

　ご飯はん粒つぶを顔かお中じゆうにつけて、謎なぞの少女はいった。

　それは衝しよう撃げきの出現より約やく一時間後ご。

　広人は『氏うじ神がみ』と名乗る謎の少女とこたつで向かい合っていた。

　素すっ裸ぱだかだった少女は広人のジャージの上着を着て、猫ねこ耳みみぴこぴこさせつつ、一いつ心しん不ふ乱らんに山やま盛もりおかかご飯丼どんぶりをかきこんでいる。

　すごい食べっぷりだった。

　底なしだった。

　ご飯がシャワーのように飛び散って、髪かみも顔もジャージもご飯粒だらけだ。

　澄すました口く調ちようと綺き麗れいな顔立ちに合わぬ猛もう烈れつなかっ食らいぶりに広人はドン引きだ。

　モサコさんは自分のご飯を終えて、少女の膝ひざでくつろいでいる。

　その懐なつきようを見れば、危ない相手ではなさそうだけれど。

「拠より所となる祭さい祀し所じよを失い、神じん通つう力を失ってさ迷っておりましたが、幸いこの鰹かつお屋や家けでわれを信しん心じんしてくれていたゆえ、それを頼って近くに顕けん現げんした、らしいのです」

「信心……なんかしてましたっけ」

「あれです、あれ」

　丼どんぶりから顔を上げ、少女は壁の上を指し示す。婆ばあちゃんがずっと拝おがんでいた神かみ棚だなだ。

　ってことは、婆ちゃんが信しん仰こうしていた神さまってわけ？

「はぁ、納なつ得とくはしがたいですけど……それで、ね、ねこがみさま、でしたっけ」

　広ひろ人とは慎しん重ちようかつ丁てい寧ねいに話しかけた。

　いくら人じん外がいでも初しよ対面の女の子にタメ口はできない。というか食べっぷりが怖こわすぎる。

「〝ようだ〟とか〝らしい〟とかって、はっきりわからないんですか」

「己おのれを失ってさ迷うあいだ、記き憶おくが失われてしまったのでしょう。お代り！」

　少女ことねこがみさまは丼を突き出す。

「十杯ぱい目めですが」

　といいつつ心優やさしい広人は丼を受け取り山やま盛もりご飯をよそった。

　すっから。

　貰もらい物で一人ひとり暮ぐらしにはでかすぎる八合ごう炊だき炊すい飯はんジャーはあっさり空からになった。

　広人は空っぽのジャーをしゃもじ握って見つめて青ざめる。

　もしかしたら。

　もしかしたらここにいるのは神さまなんかじゃなくて。

　後ろ髪がみをかき分けたらでっかい口があったりするなにか妖よう怪かい、的てきなそれじゃないのか。

　ていうかなんで俺おれは当然のように給きゆう仕じ役なの！

「もうひとつ訊ききたいんですけど」

「遠えん慮りよなく申すがよろしいのです」

　及および腰ごしで丼を差し出す広人。偉そうに受け取るねこがみさま。

「記き憶おくも神じん通つう力りきもないんですよね」

「んむ」

「だったらいま現在、神さまって証しよう拠こかそれらしい能力は」

「猫ねこに変身」

「妖怪変へん化げですか」

「ご飯無む限げんお代り」

「ただの大食らいです」

「この理り不ふ尽じんさが神さまらしいでしょう」

「話の通じないとこは人じん外がいっぽいですね」

「頑がん固こな氏うじ子こですねっ！」

「いきなり人の上で正せい座ざする相手にわしゃ神さまだといわれても信用できますかっ！」

　二人はこたつを挟んで鼻はな息いき荒くにらみ合った。

「そうです、思い出しましたぞ！」

　ねこがみさまはすっくと立ち上がる。

「われは舞が得意なのです。いくらでも踊って見せましょうぞ」

　ねこがみさまは丼どんぶり片手にくるりと華か麗れいに一回りした。くるんと尻尾しつぽも一回り。

　そういや静しず岡おかに猫ねこ踊おどりの民みん話わがあったなあ、と広ひろ人とは思い出す。

　ますますもって神さまというより妖よう怪かいっぽい。

「で、それはどんな効こう能のうがあるんです」

「見ると可愛かわいい」




　可愛いが　いつも正義と　思うなよ




　広人は黒い気持ちになりました。

「ああ、いくら話しても通じない……ん？　んわぁっ！」

　何気なく壁の時計を見上げた広人は飛び上がった。

「学校！　学校行かないと！」

「行くがよろしい。われが留る守す番ばんしております」

「え、だってここ俺おれん家ち……」

「氏うじ子この家はわれの家、氏子の飯めしはわれの飯！」

　出たなジャイアン。

「で、でも、モサコさんと一人と一匹ぴきだけで置いておくなんて」

　はたと広人の言葉が止まった。かといって家から追い出すのも可か哀わいそう。

　それにもし、こんな怪あやしい少女が外に出たらどんな騒ぎになるか。

　広人の脳のう内ないでシミュレーターが高速作さ動どうする。

　パターン一。外に追い出す[image: →]「なぜ外に出すわれの氏子！」とアパートの前でおたけび[image: →]不ふ審しん者しやとして通つう報ほう[image: →]警察で「われは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみです」発言[image: →]広人に連れん絡らく[image: →]逆ぎやく戻もどり。

　パターン二。梅ばい園えんに戻す[image: →]猫ねこ耳みみ少女発見大だいニュース[image: →]テレビで「われは鰹屋」以下略りやく。

　パターン三以い降こうすべて以下同どう文ぶん省しよう略りやく無限ループ。

　広人は絶望した。

　どのルートを選んでもたどりつくのはバッドな結果なのが目に見えた。

「……行ってきます……」

　よろよろと広人は立ち上がる。

　大人おとなしく家に置いておく方がまだましに思えた。

「んむ、早はよう帰ってくるのですぞ」「ぐにゃー」

　こうしてねこがみさまとモサコさんに見送られ、家を出てきたのだが────




　思い返して広ひろ人とはますますぐったりする。

　家にリアルに神降こう臨りん！　特とく技ぎは猫変へん化げに底なし胃い袋ぶくろそして猫ダンス！

　……実にアホです。

「いや、うん。なんでも、ないよ」

　どう見てもなんでもなさそうな青い顔で広人は答える。

「そうよね、ぼーっとしてるなんて馬ば鹿か広人にはいつものことね」

　美み薫かがにらむ。

「昔っからそうなんだから。すぐにぼけっと変な方向を眺ながめて、おかしなことばっかり口走って。高校生にもなったのよ、いいかげんしっかりしたらどうなの！」

　情なさけも容よう赦しやもかけらもありません。

　とはいえ思い当たる節ふしが多すぎて、広人は一ひと言ことも反論できない。

　そうだよなあ。

　遠足に行けば「あの吊つり橋の幽ゆう霊れいが怖こわいから渡らない」とか。

　校庭の掃除をすれば「昔のひとのお墓はかが地面の下にいっぱいある」とか。

　修しゆう学がく旅行に行けば「この旅館、どの部屋からも悲鳴がしますね」とか。

　そんなこといって先生や同級生を怖こわがらせていました。

　嫌いやな子どもだな！　というかただの痛い子です。

　その度たびに婆ばあちゃんが学校に呼び出されてました。ほんとごめん婆ちゃん。

「で、でも、春日かすが。なんで中止なんて話になったのかな」

「それが、梅ばい園えんの梅の花が全然咲さいてないからって。巫女みこ神楽かぐらは梅の花が名めい物ぶつだもの」

　広人の脳のう裏りに、つぼみもついていない梅園の光景がよぎった。

「中止なんて嫌いやよ。せっかく神楽の舞の練習、がんばってきたのに」

「そうだなあ。今年の神楽の巫女役やく、春日だもんなあ……」

　広人はぼーっと考える。

　耀あき姫ひめ神じん社じやの祭さい神しんである耀姫は、鎌かま倉くら時代の武ぶ家けの姫ひめ君ぎみだ。

　心優やさしく見み目め麗うるわしい姫と評ひよう判ばんだったが、戦せん死しした許嫁いいなずけを慕したって入じゆ水すいしてしまい、死後その魂たましいは龍りゆう神じんとなって、湖から空へ昇のぼったという。

　この耀姫の魂を慰なぐさめ、春を告げるために、巫女神楽は毎まい年とし梅の咲く二月に行われる。

　巫女役やくに選ばれた少女が、梅園に作られた舞台で舞を舞うのだ。

　そういえば、婆ちゃんも神楽の舞い手だったらしい。

　危険な妖あやかしを調ちよう伏ぶくしたり、天てん変ぺん地ち異いを鎮しずめるための、神降おろしの神楽だったんだけど。

　あのねこがみさまと名乗る少女。

　神楽かぐらの舞い手の婆ばあちゃんが信じてきた氏うじ神がみなら、舞が得意でも納なつ得とくいくかも……。

「ほら、またぼけっとしてる！」

　美み薫かの叱しつ責せきが飛ぶ。

「ところで来年の部活の活かつ動どう計画は？　広ひろ人とが担当なのよ。わかってる？」

「うーん、わかってるけど、なかなか思いつかなくて」

「活動計画が白はく紙しって、そんなの部長に知られたらどうするのよ」

　どんより。

　一気に広人は暗くなる。

「はぁい、おっ邪じや魔ましまーす」

　高い声がして二人は振り返る。

　いましもセーラー服にカーディガンの少女が、靴くつを手に窓まど枠わくを乗り越えるところだった。

　ショートボブの、元気はつらつぴっかぴか！　の可愛かわいい子である。

「早はや宮みやさん、また窓から入るなんて」

　美薫が窓から侵しん入にゆうの少女に注意した。

　この侵入者は早宮耀あき奈な。

　有あり里ま間第一中学に通う中学生三年生で、耀あき姫ひめ神社の娘むすめである。

　生活科学部ぶの部長の従妹いとこで、新しん年ねん明けてから顔を出すようになった。

　元気で可愛かわいい子だが、いまのところ顔かお見み知しり程度で広人とは何の接点もない。

　ないはず──なのだけれど。

「早宮さん、いくら推すい薦せん入学が決まったといっても、まだこの高校の生徒じゃないでしょう。ちゃんと許可をとって入口から入って来なさい」

　美薫がきつく咎とがめるが、耀奈はかーるい調子でかわした。

「だぁって、わざわざ昇しよう降こう口ぐちに回るなんてめんどいもん」

「いっつもそう！　それと、部長はいないわよ。生徒会の部長会かい議ぎに出てるから」

「あ、今日きようの目当てはちがうんだ」

　といって耀奈はずずいと広人に超ちよう接近。

　かと思ったら、突とつ如じよ広人の制服の襟えりをつかんでぐわばと顔をうずめた。

「ちょ、あ、あの、なな、なんですかっ!?」

「ふんふん、くんくん……くんかくんか……やっぱり！　やっぱりこの気け配はい！」

　耀奈は広人の胸に鼻をこすりつけ、激しくしつこく匂においをかいだ。

　広人は狼ろう狽ばいするが、がっちり襟をつかまれて動けない。

「なにしているの、離れなさいよ！」

　美薫が割って入り、強ごう引いんに二人を引き剝はがす。

「どういうつもり、そんなに広ひろ人とにべったりして！」

　険しい声で美み薫かが問い詰つめるが、耀あき奈なは広人をにらんだまま答えない。

「うん、変、やっぱ変、変過すぎる！」

　変なのは君です。

　と広人はいいたい。とてもいいたい。

　耀奈は難しい顔で一歩後あとずさる。

　そして広人をにらみつつ、すささささささと後ずさりして、あっという間に逆ぎやく再生のようにして窓から出ていった。

　広人も美薫も、冷たい冬風が吹きこむ開けっ放しの窓をぽかんと見つめる。

「なんだったの、あれ……」

「なんだったんだろう、あれ……」

　二人はぼう然とつぶやいた。

　ふと広人は視線を落とす。

　開いたままの真まっ白しろいノートが目に入った。

「……やっぱり、今日は全然思おもいつかないなあ」

　美薫には悪いけど家に帰ることにしよう。計画案あんはまた明日あした。

〝ねこがみさま〟がいまどうしているか、ものすっごく、不安だった。





☆★☆






　その頃の広人の部屋。

「ねこがみ」と名乗った少女は、




「こたつぅ～極ごく～楽らくです～」




　馴な染じんでいた。

　すっかり馴染んでいた。

　モサコさんと一いつ緒しよにこたつにすっぽりもぐりこみ、並んで首だけ出してぬくぬくほにゃほにゃ、おこたライフを満まん喫きつしていた。

　出っぱなしの猫ねこ耳みみがご機き嫌げんにぴこぴこ動いている。

「素晴らしい、冬のこたつはまっこと素晴らしいのです……はあぅ、至し福ふく……」

　少女ことねこがみさまは、とろんとした目で広人の部屋を見まわす。

　見れば見るほど貧ひん相そうな部屋だった。家具といえばこたつとタンスしかない。

　畳たたみは擦すり切れて日に焼けて、押おし入いれの襖ふすまは黄ばんで毛け羽ば立だっている。

　壁も柱も天てん井じようもうっすらと黒ずんでいた。さすが築ちく三十年のボロアパート。

　広ひろ人との性格か、きちんと片付いているのだけが救い。

　祖そ霊れい舎しやや神かみ棚だなにも埃ほこりひとつなく、新しいお水とご飯はんがちゃんとお供そなえしてある。

「なんと良い子なのでしょう、わが氏うじ子こは……」

　すん、とねこがみさまは鼻をすする。

「よし、決めました！　かならずやわれの力で鰹かつお屋や家けを盛り立ててみせましょう！」

　ねこがみさまの高らかな宣せん言げんに、モサコさんが同意するようにぐにゃーと鳴いた。

　そのときだ。

　こんこん、とかすかな音がした。誰だれかが窓を叩たたいているようだ。

　ねこがみさまは耳をぴょこりと動かす。しかし、すぐに面めん倒どうくさそうに顔を伏せた。

　だが音は、こんこん、から、ごんごん、へと次し第だいに大きくなる。と思ったら、

　がっつん！　がっつん！　がったんがったんがしゃがしゃごごごん！

「ちょっとぉ──っ！　開けなさいよ出なさいよいるのわかってるんだからっ！」

　激しく窓が揺れて叫び声まで響ひびいてきた。

「なんなのです、さわがしいにも程ほどがありますぞ」

　ねこがみさまはしぶしぶこたつから出る。

　背が小さいので広人に借りたジャージの上着は袖そでも丈たけも余りまくり。

　裾すそから二ふた又また尻尾しつぽの先がのぞいて揺れている。

　南の前庭を向く窓に近寄り、ねこがみさまは長い袖そで口ぐちをぶらぶらさせて手を伸ばす。

「何者です。客なら玄げん関かんから来るがよろしい！」

　ねこがみさまは窓を思い切り開けた。そこに立っていたのは、

「そっちこそ居い留る守す使わないでよね！」

　セーラー服でショートボブの、元気で可愛かわいい女子中学生──早はや宮みや耀あき奈な。

「やぁっと見つけた！　なーんか昨日きのうから変な気け配はいがうちの敷しき地ちに現れたって散さん々ざん探して嗅かぎまわったのよねあのねあいさつもなしにあんたみたいな人じん外がいにあたしの縄なわ張ばりに居い座すわられちゃ困るってばそれでその耳に尻尾ってなんなの猫ねこなの化け猫なのねえねえねえ！」

　人ひと差さし指ゆびをぶんぶん振ってまくし立てる耀奈に、ねこがみさまは目をぱちくり。

「誰だれです、そなた」

「あたしは耀あき姫ひめ。この地の産土うぶすな神がみで耀姫神じん社じやの祭さい神しん。ちょっとワケありで人間の姿すがただけど」

　とんでもない事実を彼女は告げた。
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　ねこがみさまは驚いて、しげしげと相手を眺ながめまわす。

　オレンジリボンのセーラー服にカーディガンとマフラー、下は思いっきりのミニ丈スカート。すらりと伸びた足には黒ニーソ、ショートボブはちょっぴり茶ちや髪ぱつ。

「産土神ですと……!?　ふぅむ、これまた」

　ねこがみさまは呆あきれていった。

「ずいぶん俗ぞくっぽい格かつ好こうの神さまですね」

「ジャージ着の人じん外がいにいわれたくないよっ！」

　耀あき奈なこと耀あき姫ひめは、窓まど枠わくにがしっ！　と手をかけて身を乗り出した。

「とにかくここ寒いから入らせて。そんでくわしい話聞きかせてよね」

「待つのです、誰だれが勝かつ手てに上がって良いと……」

　ねこがみさまが制止しようとしたそのとき、




　しぱ─────んっ!!




　とんでもない音で押おし入いれの襖ふすまが開いた。

　びくうっ！　とねこがみさまと耀姫は凍りつく。

　二人が見つめる前で、押入れの奥から身をかがめて誰かが出てきた。

　男。

　渋い着物を着た総そう髪はつの、涼すずやかな顔立ちの若い男だ。

　着物男は膝ひざでにじり出ると、すっと背を向け、正せい座ざしたまま襖を丁てい寧ねいに閉めた。

　そして二人に向き直り、手をついて一いち礼れいする。

　流れるような美しい所しよ作さだ。見み惚とれるほど見事な礼れい儀ぎ作さ法ほうだ。完かん璧ぺきだ。

　押おし入いれから出てきたのでなければ！

「そそ、そなた誰だれですっ！」「ああ、あんた誰よっ！」

　ねこがみさまと耀あき姫ひめは同時に訊きいた。

「失礼いたします。私の名は守もり宮みや。広ひろ人とさまの亡きお祖母ばあさま、おりん様に仕えておりました大ヤモリの妖あやかしであり、鰹かつお屋や家けの屋や守もりであります」

　静かな声で着物男おとこは答える。

「申もうし訳わけありませんが、主あるじの招きなくしてお上がりいただくわけにはまいりません」

「…………なによ」

　耀姫の可愛かわいい顔が、きゅっと引き締まる。

「いい度ど胸きようじゃない。たかが妖しのくせして神に楯たて突つこうってわけ」

「その通りでございます」

　まったく動じず、守宮は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにいい返す。

　二人は険けん悪あくににらみ合う。不ふ穏おんな空気が流れ、ぴりぴりと緊きん張ちようが張り詰める。

　ねこがみさまはモサコさんを抱だっこして小こ首くびをかしげた。

　が、ふわあと大あくび。もそもそこたつへ逆戻りした。

「ちょっとぉ！　この局面で吞のん気きにこたつに入らないでよいくら猫ねこでも！」

「あ、あの……すいません」

　怒ど鳴なる耀姫の後ろから声がした。

「ええっと、俺おれん家ちにその、何の用……ですか？」

　びびった顔で、自転車を引いた広人が立っていた。





☆★☆






　狭い六畳じようの部屋で、一同は向き合った。

　耀あき奈なこと耀姫と、守宮の自己紹しよう介かいが、いましがた終わったところだ。

　広人はこたつで身を縮めて苦く悩のうする。

　ねこがみさまだけでも厄やつ介かいなのに部長の従妹いとこが産土うぶすな神がみで神じん社じやの祭さい神しんで着物男は婆ばあちゃんの使い魔まの大おおヤモリってもう理解不ふ能のうを通り越して現実受うけ入れ不可能です！

「……というわけで、梅ばい園えんにて広人に拾われ、ここに顕けん現げんしたのです」

　ぐるぐる混乱する広人の耳に、ねこがみさまの説明が聞こえた。

　聞こえた、というのは顔が見えないからだ。なぜ見えないかというと、

「あ、あの、ね、ねね、ねこがみ、さま？」

　広人はいった。

「前が見えません」

　なぜか膝ひざの上に、ねこがみさまがモサコさんを抱だいてちょこんと座っていた。

「んむ、居い心地ごこちよろしい」

「俺おれは居心地悪わるいです！」

　ねこがみさまは下着もズボンも穿はいていない。ということは、尻尾しつぽ付きの生なま尻じりが直じかに接せつ触しよくします。動くとむにょむにょするしこっちの危険な部ぶ位いに当たるしで大だい緊きん張ちようです！

「どうぞ」

　そこへ守もり宮みやが熱いお茶を出した。

　しかしこの怪あやしい男の人も当たり前のようにお茶淹いれてるなあ。

「ほんとにぃ～？　ほんっとぉ～に氏うじ神がみなのぉ？」

　うっさんくさそうに耀あき姫ひめがいった。

「だってさ、でかい霊れい気きが現れて変だなって、あたしの正体バレるの覚かく悟ごで探しに来たら、ただのジャージ着の化け猫ねこじゃん。どう見ても神と呼べるほどの高い霊れい格かくってないよね」

　セーラー服の女め神がみさまにも高い霊格はあるのかと広ひろ人とは疑問に思った。

「まあ追及はおいといて、ひとまず良かったよね。氏うじ子こさんがいてさ。氏神だとしたら、きちんと祀まつってもらわないと、荒あら魂みたまが暴走して災さい害がいとか引き起こしかねないし」

「あ、ああ、あら、あらみたま？　ってなんすか」

「日本の神には和にぎ魂みたまと荒魂って二つの性格があるわけ」

　広人の問いに、よどみなく耀姫は説明した。

「いい性格と悪い性格、西洋風ふうにいうと天使と悪あく魔まな性格よね。全然性格が違うから別々の神として祀られることもあるよ。作さ法ほうを守ってお祀りすれば、和魂は恵みを与えてくれるけれど、無ぶ礼れいな真似まねをすると荒魂が怒って祟たたって天てん変ぺん地ち異いやら疫えき病びようやら引き起こしちゃうの。それと和魂には幸さき魂みたまと奇くし魂みたまって性格もあるけどめんどいから以下略りやく」

「なぁるほど。耀姫は物もの知しりですぞ」

「なに感心してんのよ！　やっぱあんたただの化け猫でしょ！」

　吞のん気きなねこがみさまに耀姫は怒る。

「ああ、あの……そそ、それで、氏神とか産土うぶすな神がみとか氏子ってなんです？」

　広人がびびりつつ訊きく。

「氏神は氏し族ぞくの守り神、産土神は土地の守り神。氏子は信しん者じやのことですぞ」

「氏神も産土神も同一視しされたりするけど、本来は違う神なのよね」

「つまり守り神たるわれが顕けん現げんしたからには、鰹かつお屋や家けの繁はん栄えいは叶かなったも同然なのです」

　ねこがみさまが自信満まん々まんに告げた。

「ついては失われた神じん通つう力を取り戻すために、信者である氏子を増やさねばなりませぬ。要するに一族が増える必要があるのです。ということで広人」

「なんです？」

「早さつ速そくいまから子こ作づくりしてまいれ」

　とんでもないことをいわれた。

「一週間励はげんだとして、一年後に百名は子が増えているはずですぞ」

　どこからどうつっこんでいいのかなー、と広ひろ人とは悩む。

「あのですね、猫ねこだって犬だってもっと分ふん別べつと節せつ操そうがありますよ。盛りとか発はつ情じよう期きとか」

「そうよそんなの無む理りよ！」

　耀あき姫ひめが叫んだ。

「こーんなのほほんとした人が百人も子作りできるほど女子を落とせるわけないじゃない。いかにも草そう食しよく系けいっていうか日本男だん子じが自分から子作り誘うなんて無理無理絶ぜつ対たい無理！」

　耀姫は熱く激しくまくし立てる。

「だいたい日本神しん話わの国くに産うみからしてよ？　男のイザナギからじゃなくて女のイザナミから先に『あんたイイ男ね』って声かけて結婚することになったのよ？　もうどんだけヘタレかわかるってもんじゃん。海の向こうの主しゆ神しんみたいに白はく鳥ちように化けたり牛に化けたり果ては監かん禁きん中の女子に雨になってまで夜よ這ばいしたりなんて図ずう々ずうしさのかけらもないんだから草食男子も肉にく食しよく女子も逆ぎやくプロポーズも神しん話わ時代からあったんだから珍めずらしくもないんだから要するにつまり！」

　こたつ布ぶ団とんを跳ね上げ、耀姫は勢いよく立ち上がった。




「日本男子は民みん族ぞく的にも文化的にもＤＮＡレベル的にもヘタレなの！」




　広人とねこがみさまは、そろってぼう然となる。

「耀姫……そなた、なにか日本男子に絶望するような経験でもあったのですか？」

「うっさいうっさい、あたしのことはどうでもいいの！」

　広人は頭が痛くなる。この強ごう引いんな論ろん説せつを展開する彼女が、心優やさしく見み目め麗うるわしいと伝説に謳うたわれる耀姫だなんて考えたくない。

「それに、たしか最初に子作りせぬかと声をかけたのはイザナギではありませぬか」

「えー、そうだっけ。でもあれってただのナンパじゃん？　おまえの凹ぼこと俺の凸でことでテトリスしようぜってまるでエロオヤジみたいな」

「君がエロオヤジですよ！」

　たまらず広人はつっこんだ。

「それにさ、無む駄だかもしれないよね」

「なんですと？」

「霊れい験けんも示せない自じ称しよう神さまじゃ、一いち族ぞく増やしたって無駄ってこと」

　むむ、とねこがみさまはほっぺたをふくらませる。

　耀あき姫ひめは平気で話をつづけた。

「神と妖あやかしの違いなんて、祀まつられて崇あがめられて信しん仰こうを集めてるかそうじゃないかってだけなのよね。自分がただの妖しじゃなくて、あくまで鰹かつお屋や家けで祀られてきた氏うじ神がみっていい張るなら、せめて信しん者じやにご利り益やくぐらいもたらさなきゃ納なつ得とくされないんじゃないの？」

「よろしい、われを救うてくれた可愛かわいい氏うじ子このため、尽じん力りよくいたしまする」

　力強くうなずくと、ねこがみさまは振り返った。

　決意に輝くその瞳ひとみに、広ひろ人とはなぜかとてつもなく不安になる。

　そこに、高らかな宣せん言げんが響ひびいた。

「子を成すための嫁よめを、われが広人に授さずけましょう。まずは千人です！」





☆★☆






　わけのわからない一日が暮れた。

　耀姫はすでに帰き宅たくして、広人はねこがみさまとこたつを囲んで夕ご飯はん。




「はむはむ、はむ……むはあ、広人の作るおかかご飯は天てん下か一いつ品ぴんです！」

　顔かお中じゆうにご飯粒つぶをつけて、ねこがみさまは満まん面めんの笑えみを浮かべた。

「あの、おかずも食べたほうがいいと思いますけど」

　広人は青あお菜なと油あぶら揚あげの煮びたしの入った器を差し出した。

「んむ、油揚げに出だし汁じるが染しみて小こ松まつ菜なの味が引き立って美び味みですぞ。お代り！」

　ねこがみさまはもりもり食べて、たちまち空からになった丼どんぶりを差し出した。

　またしても十杯ぱい目め。

「広人さま、お茶が入りました」

　守もり宮みやが平然とお茶を淹いれる。

　そういえばこの人、じゃないこの妖しの素す性じようもよくわからないなあ。

「ええと、守宮さん」

　広人は山やま盛もり丼をねこがみさまに渡しながら訊きいた。

「なんでございますか」

「婆ばあちゃんに仕えてた妖しなんですよね。どうして今いま頃ごろ現れたんです？」

　守宮は姿し勢せいを正し、広人に向き直った。

「おりん様が、以前拝おがみ屋やをなさっていたのはご存じですか」

「あ、はい。ちょっとだけ婆ちゃんから聞いたことあります」

「おりん様は、神楽かぐらや古こ神しん道とうの呪じゆ言ごんなどの技わざ以外にも、私や他の妖しを使し役えきなさって、人々に害をなす魔まを調ちよう伏ぶくされておられました」

　守もり宮みやは懐なつかしそうに目を細める。

「年とし経へた大おおヤモリである私は、屋や守もりのお役目をいただき、陰より鰹かつお屋や家けをお守りしてまいりました。しかし広ひろ人とさまがお生まれになってすぐ、広人さまのご両親さまが海外へ旅立たれ、そのときおりん様は拝おがみ屋やを退しりぞいて、妖あやかしどもを封ふう印いんされたのです」

　へえ、と広人は目をみはった。

　もしかして俺おれを育てるために、婆ばあちゃんは拝み屋を辞やめたのかなあ……。

「おりん様が亡くなられて妖よう力りよくを失い、危うく消しよう滅めつするところでしたが、ねこがみさまの霊れい気きを浴びて本ほん性しようを取り戻したのでございます」

　守宮は手をつき、深く頭を下げた。

「ねこがみさまは私の恩おん人じん。そのねこがみさまを招いてくださった広人さまにも、この上ない恩おん義ぎがございます。至らぬ屋守でございますが、誠せい心しん誠せい意い、お仕えいたします」

「いやいや、俺なんにもしてないし、仕えられるほど大たい層そうなやつじゃないし」

　広人が押しとどめたとき、

「そんなことはありませぬ。わが氏うじ子こはおかかご飯はんと同じく天てん下か一いつ品ぴん！」

　ねこがみさまが箸はしを振り上げた。

「心優やさしいだけでなく、掃除上じよう手ずで料理の腕も宇宙一いち！」

「それは壮そう大だいですね……」

「まっこと千人の嫁よめをもらうにふさわしい！」

「本当に壮大ですね……っていうか、どうやって千人も嫁を見つけるんですか」

「道行く女子に、片かたっ端ぱしから広人の嫁になれ！　と申し込むのです」

　生まれる一いつ瞬しゆんの空白。

「なんすかその単純かつ頭をひとっつも使わない方法はあっ!!」

　広人逆ぎやく上じよう。バン！　とこたつを叩たたいて身を乗り出した。

「そんな方法で嫁になるわけないじゃないですか無む理りに決まってるじゃないですか常識的にあり得ませんよ俺が直接お願いしたってきっと勝しよう率りつ変わりませんっ！」

「おお、直接申し込むのですね。よし、行ってまいれ！」

「誰だれもそんなこといってません！　いいですか千人てどれぐらいの数かわかりますか。うちの高校だって生徒数すうは市で一番多いですけど女子は五百人弱じやくしかいませんよ」

「五百人の女子！」

　ねこがみさまの目がきらんと光る。

「五百人も女子がいたら嫁は選び放ほう題だいです！　いぃやっほぉおおお！」

　耳をぱたぱた激しく動かし尻尾しつぽをぴーんと垂直におっ立てこたつの中で足をバタバタさせて、ねこがみさまは大喜び。

　しまったあ……と広人はがっくりする。

「いやあの、一いち応おう神さまって名乗るからには、神さまパワーでズバァッ！　とかビシャァッ！　とかドリュウウウゥウン!!　とかするんじゃないんですか？」

「そのズドラビガーン！　な神じん通つう力がないゆえ地じ道みちにがんばるのですが」

　広ひろ人とは激しい頭ず痛つうがしてきた。

「本当に神さまとしての力があったのか疑わしいですね……」

「いいえ、どうやらわずかですが、目に見える霊れい験けんが示せそうですぞ」

「へ？　どういうものです」

「守もり宮みやが出現した経けい緯いを聞いたでしょう。われは妖よう力りよくを秘めた物に対して隠かくされた本ほん性しようを暴あばくことができるようです。そう……」

　ねこがみさまは大きな瞳ひとみを細めた。

「ここには、守宮以い外がいの妖あやかしの気け配はいがありまする」

「え、ええっ!?」

　広人はびびって辺りを見回した。

　たしかに、押おし入いれの婆ばあちゃんの荷物から何かの気配がするのは察していた。

　だが悪い気ではないので放っておいたのだ。

「見ているのです、広人。出でよっ!!」

　ねこがみさまは、ぽん！　と大きく柏かしわ手でを打った。とたん、




　ずんごろどが────────────────んっ！！！！！！！！




　いきなり押入れのふすまが派は手でな音を立てて倒れた。

「はぅわああああっ!!」

　広人仰ぎよう天てん。

　なんと押入れから赤い袴はかま姿すがたの女の子が転がり出てきた。

「まだまだおりますぞ、それ！」

　ねこがみさまがまたもや、ぽん！　と柏手を打った次の瞬しゆん間かん、

「いっやああああああああんっ!!」

　またもや突然ばさあっ！　と巨きよ大だい桃もも色いろキノコが天てん井じようから降ってきた。

「ほぅわせこくぁああうぇいうあぁあっ！」

　広人は意味不ふ明めいなおたけびを上げて飛び退のいた。

　天井から生はえた巨大桃色キノコ。

　ではなくて、よく見ればそれは逆さかさになった女の子だった。大げさなフリルのスカートがめくれて垂れ下がってじたばたしている。

　と認にん識しきした瞬間、広人は凍りついた。

　レースのパンツ、そして白のガーターベルトとストッキングの太ももが、丸まる見みえ。

「はぅ、はぅ、ぷはああっ！　なにをするのですか、もうっ！」

　スカートがばさりと戻ると、怒った外がい人じん少女の顔が現れた。

「ねんねしてたのよ。びっくりなのよ」

　押おし入いれから飛び出した女の子が目をこすり、おかしな口く調ちようでつぶやいた。

　広ひろ人とはばくばくする心しん臓ぞうを押さえて観察する。

　天てん井じようから逆さかさに下がるのは、リボンとフリルいっぱいのピンクのロリ服を着た広人と同い年ぐらいの外人少女。金きん髪ぱつで、目め鼻はな立だちのくっきりした美び少女だ。

　押入れから出てきたのは、可愛かわいい房ふさ飾かざりつきの着物を着た、十歳さいにも満たない幼女。組み紐ひもリボンで結んだおかっぱの黒くろ髪かみが愛らしい。

「そなたら、名を名乗るがよろしい」

「夜や刀と。蛇へびなのよ。はぁふ、お腹なか空すいたのよ……」

　押入れ幼女が答えた。どうやら本ほん性しようは蛇で名が夜刀というらしい。

　無む表情でしゃべり方がゆっくりなのは、冷れい血けつ動物だからだろうか。

　逆さ甘ロリ金髪少女がスカートを押さえつつ答えた。

「まあ、わたくしも？　それでは……ん、ん、こほん。わたくしの名はミシュリーヌ・マルブランシュ。愛あい称しようはミミ。妖あやかしとしての種しゆ別べつは天井下さがりですわ」
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「お久しぶりです。夜や刀とどの、ミミどの」

　守もり宮みやは頭を下げる。どうやら顔かお見み知しりのようだ。婆ばあちゃんの使い魔まだったのだろうか。

「あのう……天てん井じよう下がりって、どんな妖よう怪かいです」

　広ひろ人とがおずおずと訊きくと、外がい人じん妖怪ミミがふふんと鼻で笑った。

「まあ、日本人のくせに鳥とり山やま石せき燕えんの絵に描かれる有名な妖怪もご存じないの？」

　外人のくせに日本の妖怪。意味不ふ明めい。

「そうですわね、言葉でいうより実演してさしあげますわ。ちょっと失礼」

　といってミミはスカートを押さえつつ背中を向けた。次の瞬しゆん間かん、

「ん、ん、ん、んべええええええ─────────っ！」

　天井から降ってきたのは長い長い赤い……紐ひも？　蛇へび？　何？

「うわあああああああ舌したあぁああああっ!?」

　広人は叫んだ。叫んで腰を抜かした。

　目の前にぶらありと垂れ下がるのは、舌。つまりこの長い舌は彼女の口から……。

　ミミはひゅんっと舌を引っ込めて、くるりと振り返った。

「ご理解いただけた？　天井を汚きたなくしていると、夜中に上から顔を舐なめ回して……って、なんですの、この真まっ黒くろな天井！」

　広人は天井を見上げる。さすが築ちく三十年、ところどころ黒ずんで薄うす汚よごれていた。

「いや、これは汚れじゃなくて年月の黒ずみで」

「どんな理由だろうとこんな黒さ我が慢まんできませんわ！　んべぇえええっ！」

「わ、ちょ、うわあああっ！」

　いきなりミミは嵐あらしのごとく舌を大だい回転、天井部屋中真まっ赤かな舌が大だい乱らん舞ぶ。

　べんべろりんべんべろりん。

「ねねね、ねこがみさま、ねこがみさまぁっ!!」

　広人は悲鳴を上げた。

「もういいです、素晴らしいお力はもう十二分ぶん以上にわかったので元に戻してください！」

「無む理り」

　なんですと。

「この姿すがたが元です」

　広人は血の気が下がった。

　ということはさらに変な住人が増えるってことですか!?

「はあ、ひと働きしたらお腹なかが空すきましたわ。こちらではちょうど夕食時どきでしたのね」

　異い様ようなまでに真まっ白しろくなった天井から、ミミの声が降ってきた。

「しっとりフィナンシエミエルかさっくりダッコワーズ生き地じのノワゼットかベルガモットの香り高いフリアンアールグレイかフレーズのクロタンなんてあれば嬉うれしいですけど」

　日本語でぜひ。

「この貧ひん相そうなお宅ではなさそうですわね。では、生なま野菜のお砂糖かけをお願いしますわ」

「夜や刀とも。お腹なかぺったんこなのよ」

　広ひろ人とはびくりと振り返る。幼よう女じよ夜刀が切れ長の瞳ひとみでじーっとこちらを見ている。

「生なま卵。三つでいいのよ」

　広人はよたよたと這はいずってキッチンに行くと、冷れい蔵ぞう庫こから生卵を取り出す。

　砂糖と大だい根こんの切きれ端はしも持ってきて、おそるおそる二人に差し出した。

「お砂糖少なすぎですわよ。まあ、最初ですから許してさしあげますわ」

　べろりん、と伸びた舌がお皿に巻きついて天てん井じように引き上げる。

　ミミは天井にぺったり正せい座ざして、逆さかさまで砂糖かけ生なま大根を食べ始めた。

　広人がぼう然と見上げていると、今度は夜刀がちっちゃな手を伸ばす。

　と同時に、彼女の顔の横から素早く何か長い二つのものが伸びた。

「………………え」

　広人の手のひらの生卵に、長いものはかぷ、と嚙かみついた。

　その瞬しゆん間かん、広人の魂たましいが抜けかけた。

　蛇へびです。

　角つのの生はえた蛇の頭です。夜刀の顔の両脇わきで結んだ髪かみが蛇に変わっているのです。

　でっかい二つの蛇へび頭あたまは、生卵をくわえてにょろりと鎌かま首くびを持ち上げます。

「いただきます、なのよ」

　夜刀と蛇へびは同時に卵に嚙みつくと。

　んちゅちゅちゅちゅちゅぅちゅうんちゅぅうんうちゅぅううううううう───っ。

　一いつ心しん不ふ乱らんに中身を吸い出した。

　蛇だ蛇だ、ホントに蛇だった！

　広人はがっくりへたりこむ。

　天井には金きん髪ぱつ妖よう怪かいがいて大根かっ食らっているし押おし入いれから出てきて頭が三つあって生卵をちゅうちゅう吸う蛇幼よう女じよはいるし当然のようにお茶を淹いれる大ヤモリはいるしあまつさえ猫ねこ耳みみと尻尾しつぽの生はえた自じ称しよう神さまはジャージを着てこたつに入っているしこの理解不ふ能のうで意味不ふ明めいな状況をどうしようどうしようどうすればいいんだろうわあああああああ！




「寝るか」




　考えるのをやめた。

　寝ることにした。

　目の前の現実を断だん固こ拒否するために、何もかもすっ飛ばして寝ることに決めた。

　開けっ放しの押入れから、広ひろ人とはずるずる布ふ団とんを引っ張り出す。

　部屋の端はしっこの壁かべ際ぎわに敷しくと、潜もぐり込んで布団をかぶって目を閉じた。

　このまま眠って翌よく朝あさになれば。

　もしかしたら全員消きえてなくなっているかもしれない。

　いやそうなって欲しいですお願いします神さまお願いします！

　神さまはそこにいるみたいだけどそこにいる以外の神さまどうかどうかお願いします!!

「もう寝るのですか？　そうですね、腹もくちくなったし、われも寝ましょう」

　ぱたぱたという軽い足音がして、ばさりと誰だれかが布団に入ってきた。

「!?」

　広人はびっくりして目を開いた。

　すぐ目の前にねこがみさまが入りこんでいる。

「んふぅ、広人は温ぬくいです。至し福ふく、至福」

　ねこがみさまは生なま足あしをよいしょと広人の腰に乗っけて身を寄せた。

　はい、ちょっと待ってください。

　ズボンも下着も穿はいてない女の子が足を絡めてくっついてきた場合。

　密みつ着ちやくする部ぶ位いは、いったい、どこでしょう……。

「ああああああのあの、あのねこがみさまあれが俺おれのあれに何かあの!?」

「…………むーん…………うるさいのです……寝るのです……」

　布団に入ったとたん、ねこがみさまは一いつ瞬しゆんで入にゆう眠みんモードに移行した。

　ふかふか先さき割われ尻尾しつぽがだらんとなり、ぴこぴこする猫ねこ耳みみも動かなくなる。

「それでは私は後あと片付けをいたしましょう」

　守もり宮みやが手て際ぎわよく食器を片づける。

「夜や刀とも。とっても寒いのよ」

　夜刀は布団に潜ると、背後から広人に抱きついた。

「食事の後にすぐ就しゆう寝しんなんて余よ裕ゆうのない方たち。でも、わたくしも……」

　ミミはふわあとあくびをすると、トン、と床に降り立った。

「わたくしの寝る場所がないではありませんの。さ、詰つめてくださらない」

　眠そうにねこがみさまが訊きいた。

「……そなた、天てん井じようで寝るのでは？」

「横になるのに上も下もありませんでしょ。それに天井は寒いですもの」

　予備の掛け布団を引っ張り出して、ミミは夜刀の隣となりにぎゅいぎゅい入り込んだ。

　いきおい、幼よう女じよの夜刀は押されて広人の上に乗っかるような形になる。

　三人娘むすめに挟まれる広人。

　普通ならば美味おいしい状況。

　しかし何ひとつ美味おいしいと思えないのはなぜ。

　モサコさんまで布ふ団とんに入ってきて、横よこ腹ばらの上に乗る。

　前ぜん後ご左右と上を押さえられて、広人は一ミクロンも動けなくなった。

「守もり宮みや、寝ないのよ？」

　片づけを終えてきちんと正せい座ざする守宮に、夜や刀とが訊きいた。

　まさか彼まで布団に入ってくるつもり!?

　と広ひろ人とが戦せん慄りつしていると、守宮の声が聞こえた。

「家を守るためにここで座しております。気になるようでしたら壁に張り付きますが」

　さすがヤモリ。

　しかし真ま面じ目めな顔で壁に張り付く守宮を想そう像ぞうして、広人は布団の中で寒くなった。

　どうしよう。真ま夜よ中なかに目覚めてふっと壁を見上げたら。

　着物姿すがたで四つん這ばいで壁に張り付く大の男と目が合ったら！

　広人はぶるると震えて布団を引っ被かぶり、ぎゅっと渾こん身しんの力で目を閉じた。

「それでは広人さま、お休みなさいませ」

　守宮が電気の紐ひもを引く。灯りが消えて真まっ暗くらになる。

　眠れない。眠れるわけがない。だが広人は必死に念じる。

　早く、早く朝になってくれ。お願いだから早く朝になって何もかも消えて────

「…………広人」

　ぎゅっと広人は抱きしめられた。

　ジャージ越しにささやかでも柔らかいふくらみを感じて、広人はどきりと強こわ張ばる。

「ありがとう……広人」

「え？」

　思いもかけない言葉に広人ははっとする。

「とても……心細ぼそかったのです」

　ねこがみさまのか細いささやきが、広人の耳じ朶だを震わせた。

「拠より所を失くし、己おのれの正体を見失ってさ迷うあいだ、われは本当に……怖こわかった」

　哀かなしげな声が布団の中に響ひびく。

「頼る場のない空からっぽの己が、あれほど恐ろしいとは思いませんでした。どこにいるのかも、どこに行っていいのかもわからず、世界のどことも切り離されて……不安で、孤こ独どくで、ただ、ただただ寒くて、怖くて、本当に心細かった……でも」

　光を当てたように、ねこがみさまの口く調ちようが明るくなった。

「でも、広人のおかげで、われはこの世に顕けん現げんできました」

　広人は目を開けた。

　布団の中で、ねこがみさまは目を閉じて、小さく笑っていた。

「おかかご飯はんが美味おいしい。部屋が暖かい。こたつは心地ここち良い。そして、失いかけた本ほん性しようがちゃんとここにある……もう、あんな恐ろしい想いでさ迷わなくてもいい……なんという幸せ。何よりも、鰹かつお屋や家けがわれを祀まつってきてくれたことが嬉うれしい……」

　自分の頰ほおに、小さな手が当てられる。

　暖かく、柔らかく、優しい感かん触しよくに、広ひろ人とは包まれた。

「われは果か報ほう者ものです。ありがとう、広人。ありがとう……ずっと、守ります……」

　言葉が消えていく。その後に、小さな可愛かわいい寝ね息いきが聞こえてきた。

　広人は無む言ごんで聞いていた。

　ねこがみさまの言葉は、広人の混乱をなだめる優しさと、心の隙すき間まを埋める労いたわりと、胸に響ひびく心からの想いに満ちあふれていた。




　……そうだな。

　心細い想いなら、俺おれにもわかるな。

　去年、婆ばあちゃんが突然亡くなって一人ぼっちになったときだ。




　モサコさんもいたし、大おお家やさんや先生がお葬そう式しきを手伝ってくれた。

　婆ちゃんの田舎いなかから親しん戚せきだって駈かけつけてくれた。

　一人で何でもできるようにと婆ちゃんが教えてくれたから、家のことも自分のことも、婆ちゃんがいなくたってきちんとこなせた。

　だけど。

　だけど学校から帰ってきてドアを開けて。

　玄げん関かんから見える六畳じようの部屋に、婆ちゃんの姿すがたがないこと。

『お帰り』

　という、たった一ひと言ことがないこと。

　それだけで、見み慣なれた部屋はがらんと空からっぽに思えたんだ……。




　広人は、お腹なかの上に乗っているモサコさんの体に手を触ふれた。

「あのとき、モサコさんも……寂しくて病気になっちゃったんだよな」

　広人が頭を撫なでると、心地よさそうにモサコさんは喉のどを鳴らす。

　すると横にいるねこがみさまが、ぐりぐりと頭を広人の胸にこすりつけてきた。

　どうやら自分も撫なでろといっているらしい。

　まあ、猫ねこだからな。

「はいはい、よしよし」

　広人はねこがみさまの頭も撫でる。

　くふふ、と嬉うれしそうな寝ね言ごとの笑い声がした。

　その笑い声が幸せそうで、広ひろ人とも笑えてきた。ぴこぴこするふわふわの猫ねこ耳みみが手のひらに当たってくすぐったくて、よけいに笑えみがこぼれてくる。

　神さまでも心細ぼそいと感じるのだ。

　そう思ったら、急に身近に感じた。

「……お休みなさい」

　広人はささやいた。

　今度は、自然に眠りに落ちた。
















　……闇やみの中で寝言が聞こえた。

「明日あしたからわれも学校にいきます……嫁よめを探しますぞぉ……」

「うはああ、それは勘かん弁べんしてくださいぃ……」

　寝言に寝言が返って闇に響ひびき渡る。
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「なぜ、なぜわれが留る守す番ばんなのです───っ！」

　おかかご飯はんの丼どんぶりを抱えたねこがみさまが、こたつで叫んだ。

「ほれは静かな学校生活を送りたひんですひょ」

　洗面所で歯を磨みがきつつ広人が答える。




　翌よく朝あさ。

　昨夜は混乱したものの、広人はさっさと自分を取り戻していた。

　朝食を済ませ、神かみ棚だなと祖そ霊れい舎しやにご飯とお水を上げて、いまは登校の支し度たく中。

　夜や刀とはねこがみさまと一いつ緒しよにこたつで朝食をとっている。ミミは天てん井じようだ。

　守もり宮みやはその横で、当たり前のように平へい然ぜんとお茶を淹いれている。

　今日きようもミミはぼりぼり砂糖かけ人にん参じんをかじり、夜刀は蛇へび頭あたまと一いつ緒しよに生なま卵を吸っている。

　……ごめん、やっぱりまだ怖こわい。

　しかし一気に増えたなあ、と広人は呆あきれた。

　狭い六畳じように住じゆう人にん五人とデブ猫ねこ一いつ匹ぴき。とてもぎっちりぎゅうぎゅうです。

　目が覚めたら消えてなくなるどころではありませんでした。

　広ひろ人とは自分の順じゆん応のう性の高さに感心する。

　いくら小さい頃から怪かい異いに慣れてきたとはいえ、こうもあっさり神さまや妖よう怪かいたちを受け入れて、当たり前のようにご飯はんを食べたり生活したりしていいものか。

　でもな、最初にねこがみさまを拾ったのは俺おれだもんな。

　拾って育てるって決めたのも俺。つまりきっかけを作ったのは他でもない、自分だ。

　同どう居きよ生活がどうなるかわからないけど、俺がちゃんとしないとな……。

　ブレザーの制服のネクタイを締め、身み支じ度たくを整えると、広人はみんなにいった。

「いいですか、みんな」

　ねこがみさまたちはご飯を食べる手を止める。

「俺が留る守すのあいだ、迷めい惑わくにならないようにしてください。当然ですがこのアパートには、他にも人が住んでますから。火の元にも注意です」

「わかりました、広人さま」

　守宮が手をついて頭を下げた。

「広人さまは主あるじであり家か長ちよう。家長の命令は肝きもに銘めいじて守ります」

「えええっ、か、家長？」

　家長……そうか、一いち応おう家長ってことになるのかな？

　なんとなく嬉うれしい響ひびきだ。なんか偉くなった気分だなあ、えへへ。

「んむ、そうですね、広人は鰹かつお屋や家けの家長です」

　うんうん、とねこがみさまは何度もうなずいた。

「というわけで家長、おかかご飯山やま盛もりお代りです！」

「かちょー、生なま卵六つなのよ。九つでもいいのよ」

「ちょっとカチョーサン、お砂糖全ぜん然ぜん足りないですわよ」

「ああっ！　なんか一気に上じよう司しと部下に抑圧される中間管かん理り職しよくみたいな響きに！」

　広人は仕方なくご飯をよそったり生卵を出したり砂糖を出したり。

　家長なのに。家長なのになんだか下げ僕ぼくみたいな気がする……。

「ええと、それじゃ俺、そろそろ行きますから」

　見たくない現実からそっと目をそむけ、広人はリュックを背負った。

「待つのです、われもわれも学校に行くのです。広人の嫁よめを探しまするっ！」

　ねこがみさまが、じったんばったんしながらまた叫んだ。

「寒いですよ外。すっごく」

　広人の一ひと言ことに、ねこがみさまの動きがぴたりと止まる。

　やはり猫ねこ、寒いのが苦にが手てらしい。

　広ひろ人とは見送りに来たモサコさんの頭を撫なでると、さっさと外へ出た。

「さぶっ！」

　一歩出でたとたん寒さが肌はだに突き刺ささった。今日きようは一段と寒い。

　寒さに震えつつ自転車を出し、クスノキの下を通る。

「あれ？」

　足元に散らばる落ち葉に、広ひろ人とは振り仰あおぐ。

　昨日きのうは緑に茂っていたクスノキの葉がほとんど落ちて、枝がむき出しになっていた。

　クスノキの落葉は新しん緑りよくと入れ替わる春先なのに……心なしか幹みきも枝も生せい気きがない。

　広人は首をかしげるが、気にしている時間はなかった。

　ペダルを踏んで走り出す。冷たい冬風が突き刺さるように吹きつけた。

「そういや結局、活かつ動どう計画案あんをまとめてないなあ」

　学校で部長になにをいわれるか。いや、されるのか。

　それを想そう像ぞうすると、冬ふゆ風かぜがよけいに自分をいたぶるように冷たくなった気がした。




「おかかご飯はん、食い足りませぬ」

　空からの丼どんぶりを前に不満げなねこがみさまに、卵の殻からをちゅうちゅう吸う夜や刀とがいった。

「九杯はいなんて食べ過ぎなのよ。お腹なか底なしなのよ」

「十二個こ入り卵一パック、全部吸すったのどなたかしら」

　ミミが砂糖まみれの口をハンカチで拭ふきつつ、涼すずしい顔でいった。

「まあ、九杯でよしとしましょう。こたつも温ぬくいし、んむん、至し福ふくです……」

　ねこがみさまは幸せそうにモサコさんと一いつ緒しよにこたつに潜もぐる。

　まったく同レベルな一人と一匹ぴき。

「そうなのよ。お腹、ぽんぽこりんなのよ」

　夜刀もぺったり寝ね転ころんだ。二匹の蛇へびも頭を出し、幸せそうに目を閉じる。

「まあ、お行ぎよう儀ぎの悪い方たち。でもわたくしも寒くなってきましたわ」

　ミミまで床に下りて、こたつで横になってしまった。

　すっかりくつろぎモードの三人娘むすめ。

　片づけを終えた守もり宮みやだけが、きっちり正せい座ざしている。

「そうかしこまられては落ち着きませぬぞ、守宮。そなたも入るのです」

　ねこがみさまが頭をもたげ、こたつ布ぶ団とんの端はしを持ち上げた。

「いえ、広人さまが留る守すのあいだ、屋や守もりたる私が家を守らねば」

「は、い、れ」

　ばむばむばむ、と布団を上げ下げして、ねこがみさまは断だん固こたる口く調ちようで命じた。

「わかりました。こたつに入るのは初めてですが」

　神しん妙みような顔で守もり宮みやはこたつに足を入れた。そのとたん、

「なっ……こ、これは……なんと……暖か……い……」

　守宮までこたつの魔ま力りよくにやられてぐったりとなった。

　こたつに足をつっこんで畳たたみに倒れる四人。

　まるで死体。

　六畳じよう間まの行き倒れ死体×四。

「あぁっ！　駄だ目めです駄目です！　広ひろ人との嫁よめを探すのでした！」

　ねこがみさまはがばと跳ね起きた。

「いまから広人の学校に行ってきまする！　おりゃ────────っ！」

　と勇ましく窓を全開にして、




　びゅごおおおおおおおおおおおお。




　ぴしゃりと閉めた。

　凍る冬ふゆ風かぜに一いつ瞬しゆんで気力が萎なえた。

　ねこがみさまは猫ねこ耳みみを伏せて尻尾しつぽを丸め、外の木こ枯がらしを怯おびえた目で見つめる。

「恐るべし冬風……神たるわれの気力すらくじかせるとは、もしや宇宙最さい恐きよう……」

「あの……下に何か穿はかれた方が、よろしいかと」

　倒れたまま守宮が忠ちゆう告こくした。ねこがみさまは二本の白い生なま足あしを見下ろす。

「そうですね。たしかにこれでは冬に対抗できませぬ」

　ねこがみさまは、広人のジャージのズボンをタンスから引っ張り出した。

　大きすぎるズボンをなんとか穿いて、ウエストの紐ひもをぎゅっと縛しばり、長すぎる裾すそを何なん重じゆうにも折り曲げると、パン！　と両手で頰ほおをはたいて気き合あいを入れる。

「よし、今度こそ！　目指すは広人の学校です！」

　ねこがみさま思い切って窓を開ける。荒れ狂う冬風がまたもや吹き込んだ。

「もはや恐れませぬ。われの氏うじ子こへの愛を見るがよい────っ!!」

　気き迫はくいっぱいの叫びとともに、ねこがみさまは極ごつ寒かんの外へ飛び出した。




　一分で迷った。





☆★☆






「やだな、すっごい寒そう」

　教室の中から、早はや宮みや耀あき奈なこと耀あき姫ひめは灰色の空を見上げてつぶやいた。

　ここは彼女が通う有あ里り間ま第一中学校だ。広ひろ人との住むアパートからほど近い。

　いまは休み時間で、生徒たちは暖房の効いた教室でたむろっている。

「あれって雪ゆき雲ぐもかなあ。きっと夕方に雪……」

　耀あき姫ひめがため息いきをついた瞬しゆん間かんだ。

　びたん！　といきなり何かが窓を震わせて張り付いた。

「わわっ!?」

　耀姫はびびって声を上げた。

　窓に張り付く何かは、激しくがっつんがっつんと窓まど枠わくを叩たたき始める。

「開けよ！　耀姫、開けるのですぅ───っ！　寒い、寒いぃいいいいっ」

　耀姫は絶ぜつ句くした。

　窓に張り付くのは、ジャージ上下で猫ねこ耳みみの生はえた……。

「ああああああ、あんた何やってんのぉ───っ!!」

　勢いよく窓を開けて、耀姫はねこがみさまに叫んだ。

「だだだ、だって広人の学校がわからぬのでででさむさむ寒いいいい」

「あったりまえじゃんその格かつ好こう！　信じらんない靴くつも履はいてない！」

　いい合う二人を見て、クラスメートたちがざわめいた。

「な、なにあのジャージの女の子」

「耀姫って、そりゃ早はや宮みやさんの家、耀姫神じん社じやだけど」

「ってかあの女の子の頭、猫ねこ耳みみ？　なんか動いてない？」

　耀姫はとっさにばしっ！　とねこがみさまの猫耳を両手で押さえる。

「いい、痛いです耀姫っ、なにをし」

「黙だまりなさいよこの馬ば鹿か猫！　とりあえず逃げる！」

　耀姫は窓の外に飛び出して、ねこがみさまを引っ張って逃げていく。

　走り去る二人を、クラスメートたちがぼう然ぜんと見送った。

「早宮さんって……ほんと、窓から出入りするのが好きだなあ」




　ねこがみさまは、耀姫に体育館に引っ張り込まれた。

「ああ、良かった……迷いこんだ先にそなたがいて助かりました」

「なにほっとしてんのよ、非ひ常識にも程ほどがあるじゃん！」

　耀姫は怒ど鳴なった。

「あたしはね、世せ間けんでは正体隠かくしてるの。迷めい惑わくだからさっさと出てってよ」

「広人の学校の場所を教えてくれれば、即そく座ざに立ち去りますぞ」

「有里間高校ならここから距離あるよ。その格かつ好こうで歩きなんて凍とう死しするからね」

「神さまが凍死？　そんなわけがありますか」

「ばっか。人間の姿すがたで顕けん現げんしてるのよ？　人間の体の働きに従うに決まってるじゃん」

「では、服を貸してくれませぬか」

　ずいとねこがみさまは両手を出した。

「学校という場所はみな同じ服を着ておるのですね。その服を頼みまする」

「っはあ？　なんであんたなんかに協力しなきゃいけないの」

「可愛かわいい氏うじ子この嫁よめ探さがしのためなのです。同じ神さまのよしみで、どうか」

「やだ。あんたみたいな正体不ふ明めいの人じん外がいによしみなんかないもん」

「そこをなんとか」

「い・や・でーす。さっさと帰れ。じゃ、あたし授業があるから」

「頼みます！」

　いきなりねこがみさまは土ど下げ座ざして、床に頭をがっつんと打ちつけた。

　驚いた耀あき姫ひめは一歩下さがる。

「このとおりです。どうかわれを助けてたもれ、耀姫！」

　耀姫は呆あきれ顔で見下ろした。

「な、なに土下座なんかしてんの。あんた神さまとしてのプライドってもんがないの？」

「裏うら井い戸どだか村むら井戸だかわからぬが、広ひろ人とのためなら土下座でもなんでもします！」

　ねこがみさまは半はんべそで耀姫の足にしがみついた。

「どうしても嫁を見つけねばならぬのです。お願いです、耀姫、耀姫、耀姫ぇーっ！」

「ちょ、離せっ。しかもそんな大声で名前連れん呼こするな、ああもう！」

　耀姫は両手を上げた。

「わかったよ、昼休みまで待って。あと人が沢たく山さんいるとこ行くなら耳はしまえ！」

「まことですか、耀姫。まことなのですね！　ああ、ありがとう！」

　ねこがみさまは涙ながらに耀姫に抱きついた。

「やめてよ、鼻はな水みずつくじゃん！　やめろってば、この馬ば鹿か猫ねこ！」

　満まん面めんの笑えみで頰ほおずりするねこがみさまを、耀姫は懸けん命めいに押し退のけた。





☆★☆






　広人は困こん惑わくしていた。

　放課後ごの調ちよう理り室しつで、調理台だいの上に並べられたとあるブツたちに苦悩していた。

「選べ。鰹かつお屋や」

　調理台に腰こし掛かけ、ふとももを見せつけて足を組む、迫はく力りよく美人の女じよ子し生徒がいった。

　並べられているのは次のようなブツ。

　ピンクミニスカ胸開あきナース服。

　ウサ耳つきボンテージバニー服。

　巨きよ大だい桃もも色いろペンギン着ぐるみ、頭にリボンつき。顔の部分が出るのが羞しゆう恥ちプレイ。

　まあここまでは予測の範はん囲い。だがしかし。

　キティちゃん絆ばん創そう膏こう二枚とガムテープ。

　そしてなぜか『ザンギエフ』という名な札ふだがついた、赤い紐ひもパンツ。

　これは何？　いったい何？　絆創膏とガムテと紐パンの意味は何？

　ぼう然自じ失しつの広ひろ人とに向かって迫はく力りよく美人こと旭あさひ丘がおか涼りよう子こがいい放った。

「さあ、好きなのを選んで着るがいい」

「無む理り！　全ぜん部ぶ無理！　全部嫌いや！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、私も一いつ緒しよの格かつ好こうをする」

「どう大丈夫なんです、絆創膏とガムテでもですか！」

「当然だ！」

　広人は調ちよう理り台だいの上にくずおれる。

　変へん態たいだった。

　生活科学部ぶの部長、有あ里り間ま高校二年生の旭丘涼子は紛れもない変態だった。

　フェロモン漂う美び貌ぼうとグラビアアイドルばりのスタイルで高校生にあるまじき存在感かん。

　なのに変なコスプレが大好き。

　自分でするのも他人にさせるのも大の大の大好き。

　彼女のせいで生活科学部の活動は奇き行こうばかりだ。

『環かん境きよう設計の指し標ひよう：混こん雑ざつ時じにおける流りゆう動どう変化の研究』と題して、朝のラッシュアワー時にパンダ着ぐるみや女じよ装そうメイド姿すがたで人ひと混ごみに立たせて避ける人の動きを記録させたり。

『公こう共きよう施し設せつに見られる社会的文化的性せい差さ』なんて研究で、男子は女装、女子は男装で巨大レジャープール施設の男性・女性更こう衣い室しつに潜せん入にゆうさせられたり。

『幼児期きのリビドー発はつ露ろの傾向を探る』という理由で、裸はだかボディスーツで幼よう稚ち園えん児じの集団に特とつ攻こうさせられてちびっ子どもに大喜びの大さわぎで群がられたり。

　つまりは大げさなタイトルを名めい目もくに変なコスプレをするわけですね。

　あまりの無む茶ちやな活かつ動どうぶりが校こう内ない外がいでは有名である。

　一いち応おう去年はそれなりに部員が入ってきたが、年末にはほぼ脱だつ落らくし、残るは広人みたいなお人ひと好よしか、美み薫かのような真ま面じ目めな女子ぐらい。

　特に広人はなぜか涼子に気に入られ、活動の中心として引っ張り回されている。

　そしていま。

　次じ年度の活動計画案あんがまったくの白はく紙しだったために罰ばつとして、広人はこんなアホなコスプレを強きよう要ようされているわけだった。




「……なにやってるんですか」

　というわけで、春日かすが美み薫かが調ちよう理り室しつにやってきたときには──────

　二体の巨きよ大だい桃もも色いろペンギンがいた。

　調理台だいの上に置いた真まっ白しろいノートを挟んで真剣な顔で座っていた。

「あ、いや、活かつ動どう計画を構こう想そう中で」

　桃ペンギン二号こと広ひろ人とが振り返る。

「わたしがいってるのはその格かつ好こう！　いい加か減げんにしてください、広人も部長も。そんなことばっかりしてるから生活科学部は生活おバカ部って噂うわさされるんです！」

「部長がいわれるのはわかるけど、なんで俺おれまで……」

「部長のいいなりだからよ。この間はミニスカメイドだったでしょう！」

　うう、怖こわいよ春日怖こわいよぅ。

　ペンギン広人はヒレで頭を抱える。

　桃ペンギン一号こと涼りよう子こ部長が、美薫に向かってヒレをぱたぱたする。

「春日は堅かた物ぶつすぎるぞ。一度こんな格好をしてみろ、人生が変わる」

「変わるじゃなくて歪ゆがむんです！　だいたいただの変へん態たいでしょう。女じよ装そうとか男だん装そうとか」

「それは違うぞ春日ぁ！」

　ペンギン涼子が勢いよく立ち上がった。

「女装男装は変態ではない！　いいか、たとえばギリシア神しん話わの英雄アキレウスは神しん託たくによって戦争を回かい避ひするために少女の格好をしたし北ほく欧おう神話の王の写しや本ほんにおけるスリュムの歌では雷らい神じんトールと悪あく神しんロキが花はな嫁よめとその侍じ女じよに扮ふんし日に本ほん神話でも天あま照てらすの大おお神みかみは男の姿すがたをして四し股こを踏ふんで須す佐さ之の男おの命みことを出迎え日本やまと武尊たけるは女装で熊くま襲そ建たけるを欺あざむき打ち取り神じん功ぐう皇こう后ごうも男装で戦いくさに赴おもむいた。男装の英雄少女ジャンヌ・ダルクはいわずもがな千せん夜や一いち夜ややシェイクスピアにも女性の男装物もの語がたりがある。平へい安あんから鎌かま倉くら時代にかけて興おこった白しら拍びよう子しは男性用ようの烏帽子えぼし直ひた垂たれと女性用の緋ひ袴ばかまという倒とう錯さく的スタイルで人気を博しインドのクーヴァガムの祭りは第三の性と呼ばれる女装者しやヒジュラの祭りであり静しず岡おか沼ぬま津づ市の大おお瀬せ祭りでは女装した漁りよう師したちが豊ほう漁りよう祈き願がんを行うのだつまり！　異い装そうは日常である褻ケからの逸いつ脱だつハレの場の演出神かみにささげる聖せい装そうである！」

　ヒレを振り上げ涼子は熱ねつ弁べんをふるう。

　ここだけ無む駄だな密みつ度どです。

「現代においても日曜朝あさの戦せん隊たいシリーズはかならず男性メンバーが女装するし女性メンバーは男装王おう子じさまだし仮か面めんライダーは女装で変へん身しんマッチョメイド漫まん画がも女装コスプレ最強キックボクサーも女装専せん門もん誌しもあるしいまや男の娘こも空気のごとく存在ということは女装男装仮か装そう異装は古こ今こん東とう西ざいまったく当たり前で公こう然ぜんの風ふう習しゆうなのだよ！　微び妙みようにずれるが春しゆん画がには女装男だん子しと坊ぼう主ずに男装女じよ子しと人ひと妻づまもあるついでに巨大蛸たこの触しよく手しゆと美女なんて絵もあるぞすっごい触手モノってそんな時代からあるんだ変態日本文化万ばん歳ざい！　私が変態なのも認めよう！」

「認めないでください、部長の馬ば鹿か馬鹿変へん態たいっ！　もう知りませんっ！」

　真まっ赤かになって叫ぶ美み薫かが、広ひろ人とは可か哀わいそうになった。

　春日かすがは真ま面じ目めだから、部長が調子に乗ってからかうんだろうなあ。

　そういや耀あき奈なこと耀あき姫ひめも熱ねつ弁べんするのが好きだなあ。さすが従姉妹いとこ同士。

「部長。それじゃセクハラですよ。いくら女同士でも……」

　広人が割って入ったそのときだ。

「………………ひぃいいいいろとおおおおおおおおおお───────────っ!!」

　突とつ如じよ、外の廊下を少女の叫びが走ってきた。

「なっ……あの声って、まさか!?」

　はっと広人は気づいた。

「す、すいません部長、俺おれちょっと！」

「どこに行く、鰹かつお屋や！」

　涼りよう子こ部長の声を置き去りに、広人が急いで調ちよう理り室しつの外に出たとたん、

「さぶさぶ寒い寒い死ぬ死ぬマジで黄泉よみ行き五秒前です──っ！」

　いきなり誰だれかが真ま正面から激げき突とつした。

「どうわああああ！」「ほぐわぁあああっ！」

　広人は押し倒されて思い切り廊下に倒れ、後頭部ぶを強打する。

　痛みにかすむ目を開いたとき、広人は自分の上に乗っかる誰かと目が合った。

「え……ななな、なんですかその格かつ好こうは！」

「なっ、なななんですかそなたの格好は！」

　それはセーラー服とカーディガンとマフラー姿すがたのねこがみさまだった。

　尻尾しつぽと猫ねこ耳みみはしまってあり、一いち応おう普通の中学生女じよ子しに見える。

「なんとなんと変わり果てた姿になってしまったのですかもしやそなたは因いな幡ばの白ウサギの毛をむしりたくったワニですかサメですかしかも桃もも色いろのうわぁああ！」

「ななななんですかワニってサメってこれはペンギンでっていうかそっちこそなんでここにいてなんでセーラー服着きてるんですかどどどどういうことですかうわぁああ！」

　混乱した二人は崩ほう壊かいした日本語で会話した。

「ああもう、そなたがワニでもなんでもよろしい！　良かった、会えて……」

　ねこがみさまは広人にぎゅっと抱きついた。

「寒かった、怖こわかった……迷ったまま、もう二度と広人に会えないかと思いました……」

　どうやら耀姫から服を借りたあと、またもや迷まい子ごになったようだ。

　呆あつ気けにとられていた広人は、ふっと一息ついた。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。俺おれはここにいます」

　広人はねこがみさまの頭を、ペンギンヒレでよしよしと撫なでた。

　頭を撫なでられて、ねこがみさまはますますしがみつき、ぐりぐりと頭をこする。

　よっぽど怖こわかったんだなあ、と広ひろ人とは苦く笑しようした。

　しかし学校の廊下の真まん中なかで、巨きよ大だい桃もも色いろペンギンがセーラー服ふく少女の頭を撫でている図は、ほのぼのに見えてかなり亜あ空間的光こう景けいだった。

　生徒たちが続々と集まり、遠とお巻まきにしておかしな二人を眺ながめている。

「広人、この子誰だれなの」

　ぎくりと広人が振り仰あおぐと、超ちよう絶ぜつ不ふ機き嫌げんな美み薫かの顔が見えた。

「部ぶ外がい者しやが勝かつ手てに学校に立ち入るなんて、駄だ目めでしょう」

　広人は言葉に詰つまる。

　こちらは鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみです、なーんてトンデモな話が通じるわけがない。

「あー、ええと、この子は……ええと……」

　広人は苦し紛まぎれに祖そ母ぼの名前を借りることにした。

「猫ねこ神がみりんっていう遠とお縁えんの子なんだ。事情があって同居することに……」

「なんと！　これまた非常に見み目め麗うるわしい女子ではありませぬか！」

　目を輝かせ、ねこがみさまがぴょこんと立ち上がる。

　美薫は言葉を失うが、すぐにいい返した。

「なによ、いきなり。わたしが見目いいのはいわれなくても知ってるわ」

「よろしい、そなたが広人の嫁よめ第一号です！」

　ねこがみさまがいい放った。

　美薫と広人が同時に絶ぜつ句くした。周囲の生徒たちも絶句した。

「じょ……冗じよう談だんでしょう！」

　美薫が頰ほおを染そめて怒った。

「どうしてわたしが馬ば鹿か広人の嫁なんかにならなきゃいけないの。しかも広人本ほん人にんにいわれたわけでもないのに！」

「広人本人から嫁になれと申し込めばいいのですか？」

　ねこがみさまが真剣な顔で訊きき返す。美薫はますます真まっ赤かになった。

「そんなこといってません！　話にならないわ。広人、同居ってどういうこと？　この子中学生ぐらいでしょう。なのに二人っきりで同居なんて」

「二人っきりではありませぬぞ。われより幼い女の子や……」

　ねこがみさまは答えかけて、

「ふぇ……ふぇ、ふぇくちっ！」

　くしゃみをした。そのとたん。




　ぴょこん、と猫耳みみと尻尾しつぽが飛び出す。




　世界が真まっ白しろくなった。

　白くなる世界の中心で、ねこがみさまは尻尾しつぽをぴろぴろ動かし鼻をこすった。

「う、う、うわああああすいませえええええ──────んっ!!」

　広ひろ人とはねこがみさまを横よこ抱だきにして無む我が夢む中ちゆうで走り出す。

　即そく座ざに調ちよう理り室しつに飛び込み着替えとリュックを抱え再び廊下に弾だん丸がん並みの速度で飛び出ると、そのまま光こう速そくワープの勢いで逃亡した。

　真っ白くなった美み薫かや生徒たちを置き去りにして。




　彼方かなたに遠ざかるペンギンを、背後からもう一体のペンギンが見つめる。

「………………ふ」

　ペンギン部長涼りよう子こだ。

「うふふふふふふふふふふふふふふふふむふふふふふふふふふふぐふふふふうふふふう」

　戸と口ぐちに隠かくれ、顔だけ半はん分ぶん出して不ぶ気き味みに笑うペンギンはまさにクリーチャー。

「いいぞぉ鰹かつお屋や……素晴らしい素材を連れてきたじゃないか。あの愛くるしさ、天てん真しん爛らん漫まんさ。素晴らしい、まったく素晴らしい！　ふふふ、どんな格かつ好こうをさせてくれよう……」

　クリーチャーならぬ涼子部長は、いつまでもぐふぐふ不気味に笑っていた。





☆★☆






「まだ、まだまだ全然、嫁よめ探さがしが終わっておりませぬ！」

　外の自転車置おき場で、ねこがみさまは地じ団だん太だしながら叫んだ。

「駄だ目めです。帰りますよ……って……雪？」

　広人は空を見上げた。

　鈍にび色いろの空から、粉こな雪ゆきが落ちてくる。どうりでますます寒くなったと思った。

　ねこがみさまも寒そうで、いやいやで地団太なのか単に寒くて足あし踏ぶみしているのかわからない。猫ねこ耳みみはぺったり伏せられ、尻尾しつぽも丸まっている。

　広人は苦く笑しようして、自分のジャンパーをふわりとねこがみさまに羽は織おらせた。

「え……？　あ、だ、駄目です、それでは広人が寒いのです！」

　あわてるねこがみさまを広人は押しとどめ、手て袋ぶくろもはめてやった。

「自転車をこげば暖かくなります。さあ、本ほん降ぶりになる前に帰りましょう」

　ねこがみさまはつぶらな瞳ひとみを大きく二、三度まばたかせる。

　それからうなずいて、おずおずと自転車の後ろにまたがった。

　ねこがみさまが乗ったのを確かく認にんし、広人はペダルを力強く踏みしめる。

　自転車は粉こな雪ゆき巻き上げる寒かん風ぷうの中を走り出した。

　寒かった。凍りつくほど寒かった。

　素す手ではかじかみハンドルと一体化かしそうで、むき出しの耳は凍こごえてちぎれそうだ。

　強がって格かつ好こうつけたものの、とんでもない寒さに少しだけ後こう悔かいした。

　……でもな。

　でもな、いくら神さまでも、寒がってる女の子を放っておけないよな……。

「え、うわっ」

　ふいに後ろから、ぎゅっとねこがみさまが抱きついた。

　あわててハンドルを握り直す広ひろ人との顔を、手て袋ぶくろをはめた両手がふわりと挟む。

　冷え切った耳が手て袋ぶくろに包まれて、ほんのわずか、寒さが和やわらいだ。

「少しは……暖かいですか。広人」

　耳元でねこがみさまの声がした。

　手袋越ごしに聞こえる声は、優しく、柔らかく、そして温かかった。

「広人は、なんと親切で……良い子なのでしょう。われは果か報ほう者です。いいえ、われだけではありませぬ。広人と知り合えた者は、きっとみんな幸せです……」

　広人は頰ほおが熱くなった。

　あまりに真まっ直すぐな褒ほめ言葉に、照れくさくてたまらなかった。

「お、大げさですよ。大したことじゃない、誰だれでもするような当たり前のことです」

「いいえ。当たり前ではありませぬ」

　ねこがみさまが優しく答える。

「簡単そうで当たり前のようですが、人に親切にするのも、優しくするのも、本当にできておるものがどれだけいることか。難しく考えることはありませぬ。優しさも親切も、ほんの少しでいいのです。それだけで、だれかを幸せにできるのです」

　ねこがみさまは、そっと広人の頭に頰をすり寄せた。

「われも嬉うれしくて……幸せです」




　言葉に詰つまった。胸がどきどきした。




　自分を包む手袋の温ぬくもり。耳に触ふれる温かい言葉と吐と息いき。

　それが嬉しくて、くすぐったくて、恥はずかしくて、顔も声も上げられなかった。

　むき出しの手に、マフラーからのぞく眉まゆとまつ毛に、粉雪が積もってしびれるほど冷たいけれど、胸の内だけはほわりと暖かかった。

「あ、あの、俺おれ、ほんと大だい丈じよう夫ぶですから」

　広人は赤い顔を隠かくすためにうつむいた。

「もう温めなくていいです。立ち乗りは危ないですから、腰をおろしてください」

「嫌いやです。荷台は冷たいのです」

「へ？　でも」

「荷台に腰を下ろしたら、肌はだがくっつきそうです」

　広ひろ人とは青ざめた。

「あああ、あの、まさかその、スカートの下って……」

「何も、穿はいておりませぬが」

　その言葉が広人の脳に達した次の瞬しゆん間かん。

　爆ばく発はつするような驚きよう愕がくと焦りと恥はずかしさが一気にこみ上げた。

「わわっ、ひ、広人！」

　自転車がよろけて倒れそうになり、ねこがみさまが悲鳴を上げる。

「あああ！　ははは穿いてないって穿いてないって穿いてないつまりつまりパン」

「あああ、危ない、危ない！　転こけるっ倒れますっ！　ぅにゃああああああっ！」

　あっちによろけこっちによろけして、二人の悲鳴を乗せた自転車は走る。

　いつしか雪は本ほん降ぶりになる。土ど手ての枯かれ草にも、葉の落ちた並木の枝にも、走る自転車の上にも、降りしきる粉こな雪ゆきは静かに白く積もっていった。




「べくしっ！」

　派は手でなくしゃみが、雪の静せい寂じやくをかき消した。

　アパートに帰りついたときには、広人はすっかり凍こごえ切っていた。

「ふえ、ふえ、ばくしゅっ！　ひ、ひぁ、ひぁあ、ひぁらぶわっしょい!!」

　なんとか自転車置き場ばに自転車をつっ込み、痙けい攣れんのようにくしゃみを繰り返す。

　カッコつけるにもほどがありました。

　ねこがみさまは一生懸けん命めい、小さな手で広人の体に積もった雪を払い落とす。

「広人、だいじょうぶですか。雪だるま寸前ですぞ」

「はは、ねこがみさまこそ髪かみに雪、積もってまふ」

　広人は強がって、ねこがみさまの雪を払ってやる。

　そのときだった。

「……大変。大変なのよ。変なの出たのよ。部屋に！」

　バタン！　とドアが開いて、蛇へび幼よう女じよの夜や刀とがぱたぱた走ってきた。

　広人とねこがみさまは顔を見合わせる。それから急いで部屋に走った。

「なに、どうひたんれすか!?」「なんです、なにが起こったのです！」

　広人とねこがみさまは部屋に飛び込む。とたん、その場で固まった。

　開けっぱなしになった窓から雪が入り込み、床に薄く積もっている。

　その雪の上に────




　青い髪かみと瞳ひとみ、赤い帯おびと白い着物の美び少女がしどけなく倒れていた。




　はだけた着物の襟えりからは、こぼれ落ちんばかりにたわわな胸が、乱れて割れた裾すそからは、白いむっちりした太ももがのぞいている。

　エロい。とってもエロい。エロい以外の言葉がない。

　鼻はな水みずが垂れたのも気づかずに、広ひろ人とはぼう然と見み惚とれていた。特に胸とか足とか胸とか腰とか胸とか乳ちちとか乳以い下かエンドレス。やはり草そう食しよく男だん子しといえども年とし頃ごろ男子。

　謎なぞの美少女が顔を上げ、色っぽい声でいった。

「はぁん……あの、体がぁ……熱いのぅ……」




　あんた誰だれ。




　広人とねこがみさまは、昨日きのうから何度目かの問いを脳のう裏りでつぶやいた。

　その問いが聞こえたように、美少女が弱々しくいった。

「わたし、雪ゆき女じよ郎ろうの、ユキメですぅ～」
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　いきなり部屋に出現したエロい娘むすめさん。

　正体は雪女郎で名はユキメというらしい。

　垂れ目でおっとりした可愛かわいい顔立ちの上、雪みたいに白い餅もち肌はだで、はだけた胸元や裾すそからのぞく太もも、見事な曲線を描く腰の辺りがむやみやたらとエロっぽい。

　妖あやかしだろうけれど、あまり危険な存在には見えなかった。

　もっとも別の意味で危険です、あのエロさ。




　広人はぼう然となるばかりだった。

　というより彼女の艶なまめかしい姿し態たいに視線も思し考こうも釘くぎづけで停てい止し状態。

　ねこがみさまも硬こう直ちよくし、蛇へび幼よう女じよ夜や刀とは広人にしがみついている。

「この部屋……暑いですぅ……はぁん、とろけちゃいますぅ……」

　といってユキメはまた力なく伏せた。

　伏せた拍ひよう子しにたわわな胸がたゆんと揺れて、床に当たってぼよんと体が弾はずむ。

　なんと見事な天てん然ねんクッション。

　いやいや、と広ひろ人とは首を振ると、壁を見上げる。

　点つけっぱなしの年ねん代だい物もののエアコンが、ごうんごうんと必ひつ死しに温風を送り出していた。

　たしかに雪ゆき女じよ郎ろうなら暑いかも。しかし……なんでこんな妖あやかしが部屋の中に？

　と思ったそのとき。

　しぱ────んっ！

　いきなり押おし入いれのふすまが開いた。

　広人とねこがみさまが同時にびくぅっ！　と飛び上がる。

「お帰り、お待ちしておりました。広人さま」

　押入れの中から守もり宮みやが現れて、頭を下げた。

「もう、寒くてかないませんわよ！」

　今度は押入れの天てん袋ぶくろが開き、モサコさんを抱いて窮きゆう屈くつそうに入ったミミが顔を出す。

「守宮！」

　ねこがみさまが身を乗り出す。

「なぜです。われが部屋を出たときは、この娘むすめの気け配はいはありませんでしたぞ」

「おそらく……ねこがみさまが窓を開けっ放して出ていかれました際、冷気として侵しん入にゆうしたのでしょう。そしてここに残るねこがみさまの霊れい気きを浴びて、この姿すがたを取ったのでは」

　広人はねこがみさまを横よこ目めで見下ろした。

　ねこがみさまは身をすくめて広人を見上げた。

「わ、われのせい、ですと？」

「そう、みたい、ですね」

　えへへ、とねこがみさまは笑う。

　えへへ、と広人は力なく笑う。

「元には……その、戻せない、ですよね？」

「無む理りです！」

　満まん面めんの笑えみで答えるねこがみさま。

　ますます笑みが乾いていく広人。

　二人が味のある笑みを交わし合っていると、ユキメの苦しげな声が高まった。

「ああぁん……も、もう、だめぇ……溶けちゃうぅ……」

「ええっ!?」

　広人はあわててリモコンでエアコンの電源を切ると、ユキメを助け起こそうとした。

　だが伸ばした手が止まった。

　なんと暑さで悶もだえ苦しんだせいか、ユキメの着物が半なかば脱げていたのだ。

　かろうじて帯おびで引っ掛かっているだけのあられもない姿すがた。

　両肩かたは露あらわになり、二本の足は付け根までめくれ、胸も深い谷間がくっきり露ろ出しゆつ。

　着ている意味がないほどぎりぎりまで脱ぬげ、隠かくれているのは見えたらまずい部分のみ。

　広ひろ人と硬こう直ちよく。顔面蒼そう白はく。金かな縛しばり。

　あれです。旅館で着き慣なれない浴衣ゆかたを適当に着て寝た翌よく朝あさみたいな感じです。

　なまじ着ているからよけいに危険、いっそ全ぜん裸らの方が健康的です。

　脳のう裏りに『着エロ』という、知らなくてもまったく人生に困らない単たん語ごがよぎります。

「す、すいません！」

　自棄やけになった広人は目を閉じてユキメを抱き起こした。

　むっちりむにゅ、という心地ここちよくも危険な感かん触しよくを腕と手のひらに感じた次の瞬しゆん間かん、

　冷てぇ──────────────っ！！！！

　広人は縮み上がった。

　ユキメの体は張りも弾だん力りよくもあり、なおかつ最高に柔らかかったけれど、とんでもなく冷たかった。まるで人ひと型がたアイスノン。さすが雪ゆき女じよ郎ろう。

　冷たさに気が遠くなりながら、広人は声をかけた。

「あ、あの、立てますか。部屋が暑いなら外に……」

　といいかけて、はたと気づいた。

　このまま外へ出た場合、うっかり誰だれかに見られたら。

　あられもない格かつ好こうで苦しむ美び少女を抱きかかえる男だん子し高校生。

　なんて、どう見ても考えても変へん質しつ者というかまさに現行犯はん。

　しかしこんな状態の彼女一人ひとりを外に置いた場合もまた危険。

　がちがちがち、と震える広人の歯の根が音を立てる。

　冷たい冷たい冷たい冷たい死ぬ死ぬ死ぬでもどうしようどうしようどうしよう……。

「あ、そうだ」

　はっと広人は思いついた。

　ユキメを抱きかかえ、ユニットバスにダッシュする。

　バスタブにユキメを下ろすと、ぐいと蛇じや口ぐちをひねってシャワーの水を全ぜん開かいにした。

　心しん臓ぞうが止まりそうなほど冷たい水が、ぐったりしたユキメの上に降り注そそぐ。

「…………まあ……」

　ユキメが顔を上げた。見る見るうちに瞳ひとみに光が戻っていく。

「ああん……冷たくて気持ちいい……生き返りますぅ……」

　嬉うれしそうに手を伸ばし、ユキメはシャワーの水を受けとめる。

　広人はほっと息をついた。どうやら溶けずに済んだようだ。

「助けてくださって……ありがとうございます。えっと……広人さん」

　ユキメはにっこりほほ笑えむと、バスタブの縁ふちに手をついて身を起こした。

「あ、いやいや、あの、元気になったなら良かっ……」

　広ひろ人との言葉が凍った。

　目の前に、びしょ濡ぬれのユキメの体がある。

　濡れた着物がぴったり貼はり付き、隠かくれていた部分までくっきりはっきり透すけている。

　重たげな胸の形とか太もものあいだの三さん角かく地帯とかその他もろもろ。

　やばい。さっきの半はん脱ぬぎ状態よりさらにやばい。

　たとえ妖あやかしとはいえ、間ま近ぢかに見るリアルな女体にまともな思し考こうが吹っ飛んだ。

　そんな彼の手をユキメは取ると……。

　あろうことか、胸の谷間に挟むようにぎゅっと抱きしめた。

　うっわ。

　うっわあ。

　冷たいのに柔らかくてむっちむちの感かん触しよくにますます広人は気が遠くなる。

　ユキメは熱を帯びた声で、気き絶ぜつ寸すん前ぜんの広人にいった。

「このご恩おん、ぜひお返しさせてくださいませ……あ、そうだ」

　雪ゆき女じよ郎ろうは、はにかみながら告げた。

「ユキメでよければ、広人さんのお嫁よめさんになりますぅ」

　とんでもないことをいわれた。
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「よっ、よよよ、嫁よめ？　嫁って、なにっ!?」

　広ひろ人とは声が裏うら返がえる。

　妖あやかしを嫁？　どうやって嫁？　戸こ籍せきとか住民票ひようとか婚こん姻いん届とどけとか嫁？

　パニック状態のわりにはやけに現実的なことを広人は脳のう内ないで突っ込んだ。

　ユキメは雪の肌はだをほんのり上気させ、恥はずかしそうに甘い声でささやいた。

「なんなら、いますぐここで嫁にしてくださっても……せっかく二人きりですしぃ」

「っは!?　はああっ!?」

　ますますとんでもないことをいわれた気がした。

「いいいいいやいやいやあの！　そそそれはそれはよよよ嫁って意味とたぶん違……」

　だが抗こう議ぎする広人の口をふさぐように、ユキメの紅あかい唇くちびるが寄せられる。

　凍る広人。高鳴る胸。割れるように熱くて痛い頭。

　ユキメが青い瞳ひとみを閉じる。唇が、ゆっくり、近づいて……。

「嫁ですと──っ!?」

　いきなりユニットバスの扉とびらが開いた。

　驚いた広人とユキメが弾はじかれたように体を離す。

「聞こえました聞こえたましたぞ。そなた！」

　ねこがみさまは入ってくると、瞳を爛らん々らんと輝かせてユキメにいった。

「そなた、子は産めますか!?　人間との子です！」

　広人はぐらりと目まいがした。とんでもなさはこっちの方がレベルが上だった。

「わが氏うじ子こである広人の子が産めるなら、喜んで嫁に迎えましょう！」

「え……子ども？　広人……さんの？」

　ユキメは広人に目を向けると、ぽうっと頰ほおを赤らめた。

「えっと、たぶん産めると思いますぅ。雪ゆき女じよ郎ろうの一いち族ぞくには、人間の殿との方がたに嫁いで子を生なしたものもいますし、命の恩おん人じんである広人さんの子どもなら……喜んで」

　いや勝かつ手てに決めないで。

　広人はそういいたかったが、目まいが激しくて立っていられない。

「駄だ目めですわよ、そんなの！」「駄目なの。絶ぜつ対たい駄目なのよ」

　別の声が割って入った。

　開きっぱなしの扉から逆さかさまになったミミの顔がのぞく。夜や刀とも顔を出した。

「冗じよう談だんじゃありませんわ。こんな北ほつ極きよく系けい妖よう怪かいに家や主ぬしの嫁になられたら、この部屋氷こおり漬づけになりますわよ。せっかくの心地ここち良よい住みかですのに！」

「そうなのよ。寒いの、嫌きらいなのよ」

「で、でもでも、広人さんの子どもが産めれば嫁にしてもらえるのでしょう？」

「でしたら、わたくしだって嫁になりますわ！」

　ミミが叫んだ。

「子どもぐらい山ほど産んでさしあげますわよ！」

　広ひろ人とは天てん井じようから逆さかさになって泣きわめく赤あかん坊ぼうたちを想そう像ぞうした。

　……寒さむ気けが増した。

「夜や刀とも嫁よめになるのよ。子ども産むのよ」

　夜刀が怒る。広人はあわてていった。

「い、いや君は無む理りでしょ！　年ねん齢れい的にも体格的にも」

「夜刀、千せん歳さいなのよ。本ほん性しよう、大だい蛇じやなのよ」

　広人は噴いた。

「広人の卵、たっくさん産むのよ」

　広人は部屋中にみっしり詰つまった蛇へびの卵を想像した。

　……もっともっと寒くなった。

　そして広人を永久凍とう土どに永久追つい放ほうする言葉が聞こえた。

「よろしい、ならば全員嫁にしましょう！」

　勘かん弁べんしてください。

　ぐらりと視し界かいが揺れた。もう立っていられない。

　広人は狭いユニットバスの壁に背を預け、ずるずると滑すべり落ちるようにへたり込む。

「広人さま！」

　守もり宮みやの声が飛び込んできた。

「だいじょうぶですか、広人さま……」

「どうしました、広人！　しっかりするのです……」

　遠のく意識の中で、心配そうな守宮の声とあわてふためくねこがみさまの声とが、ぐるぐる渦うずを巻くように回りながらこだまして、やがてそれも暗くら闇やみの彼方かなたへ消えていった。





☆★☆






「……こんなに高い熱が……」

　最初に聞こえたのは、守宮の不安げな声だった。

　いつの間にか広人は布ふ団とんに寝かされていた。

　ぼんやりと霞かすむ視界に、逆さになったミミの怒ったような顔と、無む表情ながら目だけは真剣な夜刀の顔が見える。モサコさんも心配そうにぐるぐる周りを歩いている。

　泣きべそをかいたユキメの顔も見えた。

　妖よう力りよくを取り戻したからか、彼女はきちんと身づくろいをしている。

　濡ぬれていた着物もちゃんと乾いていて、広人は少し安心した。

「いったい、広ひろ人とは何の病気なのです」

「おそらく、風邪かぜではないかと」

　ねこがみさまと守もり宮みやの会話が切れ切れに聞こえた。

　風邪だったのかあ、と広人はぼんやりと思う。

　ここ最近すごく寒かったし、今日きようは今日で格かつ好こうつけて雪まみれになるし、無む理りもない。

　頭ず痛つうも寒さむ気けも目まいも、いきなり増えた妖あやかしのせいではなかったようだ。

「ユ、ユキメのせいかも……ごめんなさい、ごめんなさぁい、広人さん……」

　枕まくら元もとで、ユキメが氷の粒つぶの涙をぽろぽろ流した。

「ううん。昨日きのうの夜、夜や刀とが布ふ団とん蹴けっ飛ばしたのよ」

　夜刀がしょんぼりうつむいた。

「わたくしは知りませんわよ。軟なん弱じやくな家や主ぬしがいけないんですわ。でも……でも」

　ミミはそっぽを向いた。

「わ、わたくしが、あなたのお布団を奪うばったせいかしら」

　みなは沈ちん黙もくする。それぞれ思い思いに深く反省しているらしい。

「いや、あの……みんなのせいじゃ……」

　広人はぜいぜい喉のどを鳴らしていった。

　しかしますますその場の空気は重く苦しくなっていくばかり。

「みなのせいではありませぬ。責任ならわれが……」

　ねこがみさまはきゅっと唇くちびるを嚙かむ。

「いえ、己おのれを責めてばかりでは何の解決にもなりませぬ。よろしい、ここはひとつ！」

　ねこがみさまは立ち上がって宣せん言げんした。

「われら鰹かつお屋や家けの住民、一いつ致ち団だん結けつして広人の風邪を治しましょうぞ！」

　ユキメや夜刀、ミミは、はっと息を吞んでねこがみさまを見つめる。

「はい！　ユキメ、命の恩おん人じんの広人さんのために、一生懸けん命めい看かん病びようしますぅ」

「うん、夜刀もがんばるのよ」

「仕方ありませんわね。心地ここち良よい住みかのために尽じん力りよくしてさしあげますわよ」

　やったあ看病イベントだあ。

　などと浮かれる気にはまったくなれなかった。

　逆に悪い予よ感かんでますます広人は寒気が止まらなくなる。

「しかしです」

　ねこがみさまが思し案あん気げにいう。

「人間の風邪の治し方というても、われはよく知りませぬ。守もり宮みや、そなたは？」

「あいにくですが、本ほん性しようを失っていたあいだに、だいぶ人間界かいでの知識も失われてしまいまして……そうですね、たしか熱なら額ひたいを冷やせばよいはずです」

「冷やす？　冷やすならユキメにお任せください！」

　ユキメが広ひろ人との顔に手を当てる。

「ああっ、こ、こんなに額ひたいが熱い……わかりました、ここを冷やせばいいんですね」

　といって何を考えたかおもむろにユキメは着物の前をはだけ、




　むにゅん。




　いきなりむっちりした乳ちち谷たにを広人の顔に押し付けた。

　むっちりだがやはりそこは雪ゆき女じよ郎ろう。

　ひんやりというよりとても冷たい。凍りそうなほど冷たい。ちょっと冷やし過ぎである。

　しかも巨きよ乳にゆうに鼻はなと口を覆おおわれて息ができない。

　胸だ乳だうひょー。

　などと喜ぶ気力もまったくないというか胸とか認にん識しきできない。尻しりかもしれない。

「……あ、ああっ、す、すっごく熱い……で、でも命の恩おん人じんの広人さんのためなら……」

　苦しそうにユキメは身み悶もだえた。

「ユキメ……が、我が慢まんし……あ、あんっ、いや、いやんっ、熱すぎるぅ……っ」

　ユキメは切なげに喘あえいでむっちむちの腰をくねらせた。

　身をくねらせる度たびに広人の顔の上でたっぷり巨乳がむっちりむにょむにょたゆんたゆん動いてそれはそれはもう壮そう観かん。

　とはいえむっちり巨乳に鼻も口もふさがれて、広人は窒ちつ息そく寸すん前ぜんです。

「思い出しました！　一番良い冷やす方法は」

　そこに守もり宮みやが中ちゆう途と半はん端ぱな知識でよけいなことをいった。

「裸はだかで抱き合うことです」

　それは温め合う場合だ！

　というつっ込みも気き絶ぜつしかけた広人にはできない。

「わ、わかりました……ユキメ、あの、がんばります」

　震える声でそういうと、ユキメは広人の布ふ団とんをめくった。

　さっむい。

　がたがた震えて声もない広人の側にユキメは身を横たえる。

「こ、これで、いいでしょうか」

　雪の肌はだをほんのり赤く染そめ、ユキメはしゅるりと赤い帯おびを解いた。

　白い着物の前が割れて、真まっ白しろな裸ら体たいが現れる。

「あの、広人さんの服も、お脱ぬがせしますね」

　ユキメは広人の許可も得ず、ジャージを脱がせてしまった。

　下した着ぎ一枚になる広ひろ人と。そんな彼を抱きしめる、帯おびを解といた肌はだも露あらわな美び少女。

　危険。とても危険。この上なく危険。

　何が危険って──────広人の命が。

「そ、そそ、そんなに、その、べったりくっつかねばなりませぬか？」

　ねこがみさまが、不ふ機き嫌げんに落ち着かない顔になる。

「もそっと、もそっと離れても……」

「夜や刀とも冷やすのよ。恩おん返がえしするのよ」

　ねこがみさまの言葉をさえぎり、夜刀が立ち上がる。

　かと思いきや、なんといきなりばさりと着物の上を脱ぬぎ捨てた。

　上じよう半はん身しん裸はだかの夜刀は広人の隣となりに横たわり、ぴったりと肌をくっつける。

「蛇へび、冷たいのよ」

　たしかに冷れい血けつ動物、超ひんやりだよ！

　裸の美少女二人に冷やされる下着一枚の広人。

　右腕うでにはむちむちたゆん。左腕にはすべすべぽよん。

　甘かん美びなまでに素晴らしい、極ごく上じように心地ここち良い感かん触しよく。まさに天にも昇のぼる心地。

　えっなにこれ美味おいしい状況なのそうなのでもそのわりになんかすごく寒いし冷たいし凍りそうだし頭だけとっても熱いしだんだん気が遠く……なって……あっ婆ばあちゃん……。

　いまにも霊れい界かいからの呼び声に応えそう。まさに天にも昇る状態。

「し、信じられませんわ、こんな恥はじ知らずな看かん病びよう！」

　天てん井じようでミミが憤ふん然ぜんと背を向ける。

「でも、わたくしだけ何もしないのも……んん、んもう！　んべぇ─────っ！」

　いきなりミミは長い舌したを吐き出した。

　ちょうど広人の額ひたいに舌は落ちてとぐろを巻いた。

　濡ぬれて冷たい舌に額が冷やされる。

　いやもう、冷やすのは十分なんですけど。しかも舌って。

　こんなときこそデブ猫ねこモサコさんが乗ってくれればいいのに、こんなときに限って怪あやしい雰ふん囲い気きに恐れをなしたかこたつにもぐって出てこない。

「も、もうよいのです！　もう広人から離れるのです！」

　ねこがみさまが広人の上にがばと乗ると、独どく占せんするようにぎゅっと抱きしめた。

「ユキメも夜刀も、もう充分です。あとはわれが抱いて冷やしまする！」

「どうやって？」

　見ていたみんなが同時にいった。

「いけません、ねこがみさま。ユキメどのや夜刀どのに冷やすのはお任せなさい」

「うにゃぁー！　離せ、離すのです、守もり宮みや！」

　守もり宮みやに首くび根ねっこをつかまれて、ねこがみさまはじたばた暴あばれた。

「それに、ねこがみさまには他にやっていただきたいことがございます」

「や、やること？」

「風邪かぜ薬ぐすりの調ちよう達たつでございます」

　ぱっとねこがみさまは顔を明るくした。

「うむ、それは名めい案あんです！　それで、どんな薬を調達すればよいのです？」

「いまから申し上げるのを覚おぼえ書がきしていただけますか。まず」

　といってまたもや守宮は怪あやしい知識を披ひ露ろうし始めた。

「んむ、酒に巻いたネギを入れる。味み噌そを首に塗る、梅うめ干ぼしを鼻に入れる……だ、大だい根こんを尻しりにつっこむ？　そ、そそ、そうですか、わかりました」

　真ま面じ目めにメモを取るねこがみさま。

「そして、精せいをつけ万まん病びように効くといわれるのが、イモリの黒くろ焼やき……」

　はっと守宮は息を吞んだ。はっとねこがみさまは頭を上げた。

「イモリ？」

「ヤモリ？」

　二人はじっと見つめ合う。

「わかりました」

　いきなり守宮は決意の顔で立ち上がった。

「他ならぬ主あるじの御おんため、この身など何の惜おしいことはございません。早さつ速そくガスコンロで」

　待って！　ちょっと待ってー！

　がたがた震えながら聞いていた広ひろ人とは声にならない悲鳴を上げた。

　ちなみにヤモリは肺はい呼吸の爬は虫ちゆう類るい、イモリは皮ひ膚ふ呼吸の両りよう生せい類るいです。

「待つのです、守宮！」

　ねこがみさまが制止した。

「ここで身を焼いてしまったら、この先さき広人がもっとひどい風邪をひいたときなんとします。どうせ焼くなら、命にかかわりそうな場合にするのです」

　いま死にそうです。

　というか黒焼き自体は止めないんですか！

「ふむ、そうでございますね」

　守宮が不ふ承しよう不ぶ承しよう腰を下ろした。

「案じますな。われがかならずや薬を調達してきましょうぞ」

　メモを握りしめ、ねこがみさまは雄お々おしく立ち上がった。

「い、いやいや……そ、それこそ待ってくださ……！」

　広人は声を絞しぼり出した。

　もう外は夕暮れだし雪は降っているし、なおかつすぐ迷まい子ごになるねこがみさまが一人で外に出たらもっと大事になる予よ感かんが……。

「待っているのです、広ひろ人と──っ！」

　誰だれの話も聞かないねこがみさまは、ジャージ姿すがたで窓から外に飛び出していった。

　広人、絶ぜつ望ぼう。

　そのとき壁かべ際ぎわのリュックから携けい帯たい電話の着ちやくメロが流れた。




「……なによ、とっくに帰ってるはずなのに」

　美み薫かは自分の部屋で、携帯電話から流れるコール音に耳を澄すませていた。

　かけている相手は広人だ。しかしなかなか出ない。

　しびれを切らし、ぶちっと電話を切る。

　ふてくされて、青いペンギンぬいぐるみを抱きしめて大きなベッドに転がった。

　体がベッドのスプリングでぼよんと弾はずむ。

「なによ、馬ば鹿か広人！」

　美薫はペンギンをぎゅっと抱きしめる。

　昼間、学校で見た光景が頭によぎった。

　ペンギン姿の広人に抱きついて、頭を撫なでてもらっていた女の子。

　ずいぶん広人と仲がよさそうだった。

　親しん戚せきなら納なつ得とくがいくけれど────けれど。

「本当に遠とお縁えんなのかな……」

　美薫はぬいぐるみに顔を埋める。

　あの女の子、広人のお婆ばあちゃんの葬そう式しきでは見かけなかった。

　あんな可愛かわいい女の子がお葬式で広人の側にいたら、絶対に覚えている。

　じゃあ、遠縁じゃないってこと？　まさか広人とつき合ってでもいるの？

　まさかまさか一いつ緒しよに暮らしてるって…………。

　同どう棲せいって、こと？

「まさか！」

　あり得ない。そんなこと。

　広人はお人ひと好よしだけれど、恋れん愛あい方面に積極的なタイプじゃないし、霊れいが見えるのなんだのって噂うわさされて、小学校から女の子にはなんとなく敬けい遠えんされてきた。

　そんな広人が女の子と付き合うなんて考えられない。絶ぜつ対たい考えられない。

　いや……でも、それは中学までだ。高校になってからはわからない。

　あの女の子は世せ間けん知しらずな感じのわりに積極的だったから、馬鹿みたいにお人好しで面めん倒どう見みがいい広人にうっかり勘かん違ちがいして、ちゃっかり強ごう引いんにせまったのかも。

　広ひろ人とも広人で部長にコスプレ強きよう制せいされたときみたいに断り切れなくってそれで……。

　でもでも、わたしに嫁よめになれって、どういうこと？

　同どう棲せいしてる女の子が他の子に嫁になれなんて、どういうつもりなの？

　広人は──広人は、わたしのことも、あの子のことも、どう思ってるの!?

「あああっ、もう、さっぱりわかんないっ！」

　急に頭に来た。

　美み薫かは起き上ると、思いっきり壁にペンギンを投げつける。

　ぼんと弾はずんでぬいぐるみは床に落ちた。ちょっと可か哀わいそうです。

「どうしてわたしが馬ば鹿か広人のことで悩まなきゃいけないの。それもこれも全ぜん部ぶ全部ぜーんぶ！　広人が馬鹿で間ま抜ぬけでヘタレでどんくさいのがいけないんだからっ！」

　机の上の携けい帯たいをつかむと、美薫はリダイヤルを選んでぐいとボタンを押した。

　再び鳴り出すコール音を、身を乗り出すようにして聞く。

　今度こそ出るまでかけるんだから。

　それでしっかり注意するんだから。

　あの子と本当はどんな関係なのか、きちんと訊きくんだから。

　うちのアパートで女の子と同どう棲せいなんていかがわしいこと、絶ぜつ対たい絶対許ゆるさないんだから！

「もしもし、広人!?」

　五コール目に呼び出し音が切れたとたん、美薫は嚙かみつくように名を呼んだ。

　しかし返ってきたのは、ぜえぜえという嵐あらしのように荒い息だった。

『……か、春日かすが？』

　かろうじて声が聞き取れたが、その後は苦しそうな息が続いた。

　美薫は急に不安にかられる。

「ねえ、どうしたの？　まさか具合でも悪いの？　返事してよ、広人！」

『た、たぶ、風邪かぜ……も、死にそ……』

　ブツ。

　いきなり切れた。

　美薫はぼう然と携帯を握りしめる。

　ぱたん、と携帯を握った手が膝ひざの上に落ちた。

「広人……」

　震える唇くちびるから広人の名前が生まれた次の瞬しゆん間かん、

「やだっ！　広人、広人……！　死んじゃやだっ！」

　美薫は泣きそうな顔で部屋を飛び出した。

「お母かあさん、お母さんっ！　平ひら田たを呼んで車出だしてっ！　あと薬と電気毛もう布ふと……」

　必ひつ死しに叫びながら、美薫は長い廊下を走っていった。





☆★☆






　お金がない。

「うかつでした……」

　吹きつける横よこ殴なぐりの雪の中、ねこがみさまは途と方ほうに暮れていた。

　お金を持って出てくるのを忘れたのだ。

「むむむ、これでは広ひろ人との薬が手に入りませぬ……どうすればよろしいのか……」

　風がひときわ強く吹いた。

　ぶるるっと震えてねこがみさまは肩を抱く。

　辺りはどんどん暗くなるし、雪はますます激しくなってくるし、お金はないし。

　いかにも「遭そう難なんしてください」といわんばかりの状況だった。

「……いしーやーきイモー、イモいも～、おっいしいよ～」

　そのとき、風に乗って石いし焼やき芋いものアナウンスが聞こえてきた。

「焼き……イモ？　イモ、焼き、イモ……」

　ねこがみさまは、はっと目を輝かせた。

「イモ焼き！　守もり宮みやのいっていた風邪かぜの特とつ効こう薬やくではありませぬか！」

　違います。

　という突っ込みができる広人は当然この場にはいない。

「そこなイモ売り！　待つのです！」

　ねこがみさまは雪の中をのろのろやってくるトラックに大きく手を振った。

　まぶしいライトがローになり、石焼き芋のトラックがゆっくり止まる。

　髭ひげのおっちゃんが運転席せきから顔を出した。

「この寒いのによく外に出たねえ。お嬢じようちゃん、そんなに焼きイモ好きかい」

「われではありませぬ。家で待っておるものがいるのです」

「そうかそうか、もう帰り道だからサービスするよ。何本欲ほしい？」

「全部！」

　ねこがみさまはそっくり返って胸を張った。

「ただし金はありませぬ！」

「お嬢ちゃん……」

　おっちゃんの髭面づらから笑えみが消えた。

「おいちゃん寒いから帰るわ。冗じよう談だんは春になったら聞かせてくれな」

「ま、待つのです！　春になる前に広人が昇しよう天てんしてしまいます！」

　ねこがみさまがあわてて引き留めようとしたときだ。

　雪を蹴け散ちらして大きな車が走ってきた。

　黒くてごつくてぴっかぴかの、見るからに高級車しや。「ＭＭ」のエンブレムもまぶしい、大おお金持ち御ご用よう達たしのショーファードリブン、マイバッハである。

　その高級車がトラックのそばに静かに止まった。

　運転席せきから中年の運転手が降り立ち、後部座ざ席せきのドアをうやうやしく開ける。

　しかし完全に開く前に、中からバン！　とドアが開いた。

「あなた、ここで何をしているのよ。広ひろ人とは!?」

　血けつ相そうを変えて出てきたのは美み薫かだった。

「あ───っ！　広人の嫁よめ！」

「誰だれが嫁よっ！」

　嬉うれしそうなねこがみさまをさえぎって美薫が嚙かみつく。

「それより広人は？　病気なんでしょう!?」

「そう、風邪かぜです。だからイモ焼きを買おうと思ったのですが、この芋いも売うりが頑がん固こで」

「いやさ。このお嬢じようちゃん、金がないのに芋寄よ越こせっていうのよ。わけわかんないでしょ」

「風邪と芋とどう関係あるのよ。それこそさっぱりわかんない、ああもう！」

　美薫は運転手を振り返る。

「平ひら田た、代だい金きんを払いなさい。なんならトラックごと買い占めてもいいわ。あなた！」

　美薫はねこがみさまをにらみつけた。

「そのトラックに乗せてもらって後をついてきなさい」

　焼き芋屋やのおっちゃんが目を剝むいた。

「えっ、なんで？　知り合いならそのでっかい車に乗せてやったらどうよ」

「わたしの車は色々いっぱいなの！　早くしてよ、広人が大変なの！」

「よろしい、わかりました！」

　ねこがみさまはいきなりトラックの運転席の窓に飛び付いた。

「うわあ、どこから乗ってくるんだい！」

　ねこがみさまは窓から身を乗り出して足をばたばたさせつつハンドルにしがみつき、ぐいと雄お々おしくフロントガラスを指さした。

「よし、行くのです。広人の家に！」

「それじゃ運転できないよ、お嬢ちゃん！」




　数分後ご。

　雪を蹴け立たてて雪ゆき道みち仕し様ようの超ちよう高級車マイバッハが豪ごう速そくで走る。

　そのあとを、世界の実用車ハイエーストラックがやはり豪速で走る。

　超高級車と超実用車は、夕ゆう闇やみの雪の中、ともにハイスピードでかっ飛んでいった。




　広ひろ人とはバッテリーの切れた携けい帯たいを握りしめ、布ふ団とんの上でぐったりしていた。

　熱にうなされて、起きているのか夢を見ているのかわからない。

　美み薫かから電話がかかってきたような気がするが、あれは夢かもしれない。

　両側に添そい寝ねする二人の美び少女も熱が見せる幻まぼろしかもしれない。

　夢であって欲しいようなそうでないような。

「ああっ、ますます広人さんの息が苦しそうになっていきますぅ」

　ユキメが泣きそうな声でいった。

「ちょ、ちょっと熱くなりすぎですわ……これ、危険ではなくて？」

　天てん井じようからミミが舌したを引っ込めてはぁはぁと息をつく。

　夜や刀とが身を起こし、心配そうに見守る守もり宮みやを振り向いた。

「守宮もくるのよ」

「私が？」

「ヤモリも、冷れい血けつなのよ」

「たしかにヤモリは冷血動物ですが」

　守宮は、はっと目を見開いた。

「そ、それは……倫りん理り的にも心理的にも黒くろ焼やきよりもっと問題と葛かつ藤とうが……」

　ぐぐぐ、と守宮は苦く渋じゆうの声を絞しぼり出す。しかし、

「わかりました。他ならぬ主あるじのため。私も一ひと肌はだ以上脱ぬがせていただきましょう！」

　といって重々しい決意をみなぎらせて立ち上がった。

　まさにそのとき。

「広人、死なないで！」

　ありとあらゆる市し販はんの風邪かぜ薬ぐすりに胃い薬ぐすり下げ痢り止どめ鎮ちん静せい剤ざいに正せい露ろ丸がんレトルトお粥かゆに卵に日本酒ネギ味み噌そ養よう命めい酒しゆ栄養ドリンクスポーツドリンク冷えピタアイスノンそしてカイロと電気毛もう布ふと湯たんぽ等など、とにかく山と抱えた美薫が半はん泣なきで部屋に飛び込んできた。

「広人！　もう大だい丈じよう夫ぶです、イモ焼きですぞ！」

　両手いっぱいの焼き芋いもの袋ふくろでよろよろしながらねこがみさまが入ってきた。

　しかし二人が見たものは、




　肌はだもあらわな美少女二人ふたりに抱きしめられ、着物を半はん脱ぬぎした美び青年にいましも圧のし掛かられようとしている広人の姿すがた。




　………………だった。
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「生きてる……」

　まぶしい朝の光の中、広ひろ人とは布ふ団とんの上で命の素晴らしさを嚙かみしめる。




　倒れてから三日後、広人は全ぜん快かいした。

　熱が下がって頭もすっきり。窓から差し込む朝日が清すが々すがしくて気分は爽そう快かい。

「……それにしても、この部屋……」

　寝ているあいだに、部屋はすごいことになっていた。

　ただでさえ狭いのに、薬の箱や空からのペットボトル、レトルトの袋ふくろや酒の瓶びん、大だい根こんの切れっぱしや尻尾しつぽだけ残った焼き芋いも等などなど、足の踏み場もないほど散さん乱らんしている。

　ねこがみさまや他のみんなは、思い思いの格かつ好こうで爆ばく睡すい中。

　必ひつ死しになって看かん病びようしたために、誰だれもが力尽つきたらしい。

　広人の上に腕を乗せたり、布団の足元で丸くなっていたり、枕まくら元もとにくっついていたりと、散らかっているせいもあって、いつにも増してぎゅうぎゅうぎっちり。

　しかし、美み薫かが部屋にやってきたのは気のせいだろうか。

　寝ている自分を見るなり凍りついたかと思ったら、何か悲鳴を上げて色いろ々いろ投げつけ走り出ていったのも熱が見せた幻まぼろしだろうか。

　そう思いたい。とてもそう思いたい。ぜひぜひ夢であって欲しい。

「ぐにゃー」

　モサコさんがやってきた。自分が寝ているあいだ、みんなが餌えさやりや猫ねこ砂すなの掃除をしてくれたらしく、元気でご機き嫌げんだ。広人はよしよしとあごをかいてやる。

「……んみゅ……」

　ねこがみさまが目をこすりながら身を起こした。

　出っぱなしの耳と尻尾をへにょへにょ眠そうに動かして、ほわりとあくびをする。

　だが起きている広人を見たとたん、瞳ひとみがぱっと開いた。

「広人……もしや、治ったのですか!?」

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　それを聞いたねこがみさまは、口を開けて感動の顔になると、

「ふにゃあああっ！　広人ぉおっ！」

　両手を広げて広人に飛びついて、ぎゅぅっとしがみついた。

「良かった、良かった……心配したのです、本当に心配したのですぞ……」

「ごめんなさい。心配かけましたね、ねこがみさま」

　ぐりぐり頰ほおずりするねこがみさまの頭を、広ひろ人とは優しく撫なでた。

「広人さん、治ったのですねぇ。ユキメ感かん激げきですぅ」

「広人、広人、夜や刀ともすっごくすっごく嬉うれしいのよ」

　目覚めたユキメが広人にぴったり寄り添い、夜刀もぺっとり抱きついてくる。

　二人とも、さすがにちゃんと服を着ていた。

　心なしか広人はがっかり……いやいや、そんなことはないですよ？

「広人さま、ご快かい癒ゆおめでとうございます」

　守もり宮みやが正せい座ざして頭を下げた。彼もちゃんと身なりを正している。

　心なしか広人はがっかり……するわけないじゃないですか！

「まったく、軟なん弱じやくな家や主ぬしですこと。外に出てランニングでもなさってきたらいかが」

　天てん井じようからミミの声が降ってきた。広人は見上げて苦く笑しようする。

「はい。ミミさんにも、ご心配おかけしました」

　広人はみなに向き直る。

「治ったのはみんなのおかげですよ。本当にお世せ話わになり……」

「ちょっとちょっとちょっとぉ！　礼をいう相手、間違ってるんだけど！」

　がらりと窓が開き、いきなり耀あき姫ひめが顔を見せる。

「耀姫さん!?　なんでここに……」

「氏うじ子こさんが治ったのはあたしのおかげ。だってここの妖あやかしたち無む茶ちやばっかりだもん」

「へ？　どういうことですか」

「やーっぱり覚えてない。あのね、一昨日おとといあたしがここん家ちの様よう子すを見にきて、正しい看かん病びようの仕方とか薬の使い方とか教えてあげなかったら、絶ぜつ対たい氏子さん死んでたし」

　広人はみなの顔を見回す。みんなは申もうし訳わけなさそうにうつむいた。

　あまりにもしょんぼりした様よう子すに、笑いがこみ上げた。

「そうですね、そりゃ、ちょっと無む茶ちや苦く茶ちやだったかもしれないけど……」

　笑いを嚙かみ殺し、広人は丁てい寧ねいに頭を下げた。

「でも、みんななりに心配してくれたんです。モサコさんのことだって、ちゃんと面めん倒どう見てくれたし。耀姫さんも、みんなも、ありがとうございます」

「広人……」「広人さま……」

　ねこがみさまと守宮が、感かん極きわまったようにつぶやく。

「広人さん……そんな優しい言葉、ユキメは感激ですぅ」「広人、次はちゃんと看病するの。夜刀、がんばるのよ」「もう、家主ったら人が良過すぎですわよ！」

　ユキメや夜刀、ミミが思い思いに答える。

　耀姫が窓まど枠わくにひじをついて、呆あきれたようにいった。

「ほーんと、とことんお人ひと好よしよね。だからこんな妖あやかしたちに家を占せん拠きよされちゃうんだってば。でさ、外そと寒いから上がらせて。あと朝早く来たからお腹なか空すいたし」

「それじゃ、部屋を片付けてご飯はんにしましょうか」

　広ひろ人との言葉に、わぁっと明るい声が上がった。




　片づけ上じよう手ずな守もり宮みやの指し揮きのもと、みなは掃除に取り掛かる。

　守宮は六畳じよう間ま全ぜん般ぱんの片づけ。ユキメはお風ふ呂ろ。ミミは天てん井じよう。夜や刀とは拭ふき掃除。

「あの、俺おれも掃除を……」

「だめなのです」

　ねこがみさまは、広人を部屋の隅すみに寄せたこたつに座らせる。

「広人は病み上がりですぞ。掃除はわれらに任せて休んでいるのです！」

　張り切ってねこがみさまは雑ぞう巾きんを振り上げた。

　とはいうものの、ねこがみさまはモサコさんと一いつ緒しよに、てきぱき働く守宮たちの周りでうろうろするだけだった。とても役に立っていない。さすが猫ねこ。

　まあ役に立ちそうにないから『猫の手も借りたい』とかいわれちゃうんだろうしな。

「そーそー、きりきり働いてよね」

　広人の隣となりでこたつに入った耀あき姫ひめが吞のん気きにいった。

　よっぽどお腹が空いたのか、持じ参さんのミルク煎せん餅べいをばりばり食べている。

　ねこがみさまが呆あきれていった。

「そなた、手伝わぬなら外に出てもらえませぬか。とてつもなく邪じや魔まですぞ」

「えーやだ。めんどいし寒い」

　ねこがみさまはちらと守もり宮みやに目をやった。

「守宮」

「心こころ得えてございます」

　いきなり守宮は耀姫の首くび根ねっこをぐいとつかんだ。

「きゃあああっ！　ちょっ、何すんのこのヤモリっ！」

　暴あばれる耀姫を軽々と引きずって、守宮は玄げん関かんから外へ放り出すと扉とびらを閉めた。

　扉をがんがん叩たたく音がしたが、みんな無視して掃除を続ぞつ行こう。

　広人は呆あつ気けにとられ、戻ってきた守宮にいった。

「あの、守宮さん……優やさ男おとこなのに、実は力持ちですね」

「いえ、それほどでもございません。ですが」

　守宮は着物の袖そでをまくり、力瘤こぶを見せて笑った。

「壁に貼はりつくにも体力がいりますので。ははは」

　体力!?　体力なの!?　吸きゆう盤ばんじゃなくて力任まかせに貼りついてるの壁に!?

　広ひろ人とは薄ら寒くなる。

「うわーっ、広人、広人！　外が真まっ白しろです！」

　埃ほこりを出すために窓を開けたねこがみさまが、歓かん喜きの声を上げた。

　みなは窓まど辺べに群がる。

　庭には一面、深く雪が積もって朝あさ陽ひを跳ね返し、きらきらと輝いていた。

「こんなに積もったの、何年ぶりかな……今年はほんと、寒いからなあ」

「本当に寒いですわよ。ほこりは消えましたでしょ。もう閉めてくださらない」

　天てん井じようから文もん句くをいうミミを、ねこがみさまが見上げた。

「そなた、情じよう緒ちよも解さぬとはまったく野や暮ぼですぞ」

「実際的といって欲しいですわ。雪なんて食べられませんもの」

「あら、美味おいしいですよ～。お醬しよう油ゆをかけて食べると、特に」

　うっとりするユキメに、みなは顔を見合わせる。かき氷的な何かだろうか。

「……あれ、広人」

　ねこがみさまが目をみはって指ゆび差さした。

「やけに、木々が枯かれておりまするぞ」

「え……？　あ、ほんとだ」

　アパートの周りの雪をかぶる垣かき根ねが、どれも茶ちや色いろくしなびている。

　クスノキもすっかり生せい気きがなく、幹みきは白しら茶ちやけている。

　垣根もクスノキも常じよう緑りよく樹じゆだ。先日までは緑だった気がするのに、なぜだろう。

　雪が降ったせいなのか、今年が特に寒いせいなのか────

「ちょっとぉ！　信じられないっ、寒すぎる！」

　いきなりガン！　と窓まど枠わくをつかんで、雪をかぶった耀あき姫ひめが現れた。

　みんなびっくり。

「命の恩おん人じんを外に追い出すなんてさすが常識知しらずの妖あやかしよね！」

「す、すみませんすみません」

　広人は恐きよう縮しゆくして耀姫に手を貸す。

「さあ、掃除は終わったんでしょ。中に入れてよ。もう絶対出でないんだから！」





☆★☆






　こたつの上には空からっぽの土ど鍋なべ。

　広人が作った野や菜さいと卵入いりおじやは、瞬またたく間に平らげられてしまった。

「んん～、シンプルだけど美味しかった。氏うじ子こさん、ご飯はん作るの上手うまいよね」

　耀姫が、満足そうにつぶやいた。

　ねこがみさまは名残なごり惜おしげに、おたまで土ど鍋なべをこそげている。

「むむん、あれだけあったおじやは、いったいどこへ消えてしまったのです？」

　主にあなたのお腹なかの中に。

「美味おいしいですぅ、氷。やっぱり氷にはお醬しよう油ゆですね」

　ユキメがお椀わんに入れた醬油がけ氷をぼりんぼりん食べる。

　こたつに入ると暑いのか広ひろ人との背中に寄り添っていた。衣服越ごしに微び妙みようにひんやり。

　だがエアコンも低てい温度ながらつけているので、広人は心配になる。

「ユキメさん。エアコン、大だい丈じよう夫ぶですか」

「ちょっと暑いですけど、ねこがみさまの霊れい気きのおかげか、溶けるほど暑くないですぅ」

　ユキメはにこにこして答えた。

「狭いですわよ、もっともっと詰つめて！」「や、夜や刀との場所がないのよ」

　ミミと夜刀が、ユキメに対抗するように広人の両側にくっついてくる。

　ねこがみさまは広人の膝ひざの上。モサコさんはさらにその膝の上。

　狭いです。重いです。ぎゅうぎゅうです。

　こたつの空間が無む駄だにあり余っています。

「それで……助けていただいて何ですが、耀あき姫ひめさんはなぜここに？」

　重さをこらえ、広人は対たい面めんに座る耀姫に訊きいた。

「この家の人じん外がいどもがおかしなことしないか監かん視しに来たの」

　はふぅ、と耀姫はこたつの天てん板ばんにぺったりあごを乗せた。

「勝かつ手てにあたしの学校に押しかけて来て、隠かくしてる正体連れん呼こされるなんてたまんないもん。ただでさえ春が遅くて心配なのに、これ以上面めん倒どう起こさないで欲しいよね」

　おや、と広人は聞き咎とがめる。

　たしかに今年は特に寒いし、そういえば部ぶ活かつ中にも美み薫かがいっていた。

〝梅の花が咲かない〟から、巫女みこ神楽かぐらが中止になるかもしれない……と。

　神さまである耀姫が、そんなに心配しなければならないほどの異い変へんなのだろうか。

　耀姫は一ひと息いきついて、マグカップの牛乳をごくごく飲んだ。

「でもま、それは半分建たて前まえ。なんか楽なのよねーここって。だって自分の正体隠さなくてもいいじゃん？　気を使わなくてもいいっていうかさ。あ、これ冷れい蔵ぞう庫こにキープお願い」

　耀姫はこれも持じ参さんの牛乳一リットルパックを差し出した。

　気を使わないにも程ほどがありますよ！

「なんでそう、窮きゆう屈くつな思いをして正体を隠すのです、耀姫は？」

　ねこがみさまが首をかしげた。広人もたずねる。

「そうですよ、家は神じん社じやじゃないですか。リアル神降こう臨りん！　なんて評ひよう判ばんになったら参さん拝ぱい客きやくもどかって増えて、ますます栄えたりするんじゃないですか？」

「それがイヤなのめんどくさいのっ」

　唇くちびるをとんがらせて耀あき姫ひめは答えた。

「人がいっぱい来たら、好き勝かつ手てな願い事いっぱいされるもん。うざいしうるさいし面めん倒どうだもん。だいたい人間って勝手すぎ。虫のいい願い事しまくって、叶かなえられなかったらこっちのせいにして、あげくに理り不ふ尽じんな目にあったら『神さまなんかいない』なんて悪あく態たいついてさ。いるわけないじゃん、そんな都つ合ごうのいい神さまなんか。ああもうやってらんない！」

　耀姫はぐわしとマグカップをつかみ、ごっきゅごっきゅと牛乳をあおった。

　そんな、居い酒ざか屋やで自棄やけ酒ざけするＯＬじゃないんだから。

「それに新しん興こう宗教じゃあるまいし、われは神さまですよ現げん世せに降こう臨りんしましたよご利り益やくばんばんですよ、なーんてうっさんくさいだけじゃん？　神さまなんているかいないか議ぎ論ろんのネタになるぐらいでちょうどいいんだって」

「うさんくさ……」

　ねこがみさまはひそかにショックを受けた顔になる。

「めんどくさ……」

　広ひろ人とも耀姫の答えにあ然ぜんとする。つくづく面倒くさいのが嫌きらいなようだ。

「神さまが面倒くさいって、どうかと思いますけど」

「なにいってんの。面倒くさいって進しん化かの原げん動どう力なのよ！」

　耀姫はバンバン！　とこたつを叩たたいた。ミルク煎せん餅べいの袋ふくろが飛び上がる。

「この作業めんどくさいなあもっと簡単に楽にできないかなあって効こう率りつを追求したから、様々な技術が発明されて文明だって発達したんじゃん？　農のう作さ業ぎようだって扱こき箸ばしなんか使ってられるかって千せん歯ば扱こきやら脱だつ穀こく機きになったんだし、いちいち伝でん令れい走らせたりのろし上げたりなんてしてられるかって電話とかネットにつながったわけだしさ、要するに！」

　こぶしを振り上げ、耀姫は叫んだ。

「面倒くさいは人間を幸せにするための至し極ごく正当かつ真まっ当とうな欲求なの！」

　なんでこの女め神がみさまはうちに来る度たび熱ねつ弁べんするんですか。

「あの、夢を実現しようって志こころざしも進しん化かの原動力ってロマンあふれる答えは……」

「夢じゃなくて妄もう想そう。サイバネティックヒューマンなんてそうじゃん。美び少女にする必要なんてまったくないのに無む駄だに気き合あい入りまくった造ぞう形けいにしちゃってだから日本人て変へん態たいよね」

　ロマンまで打ち砕くよ容よう赦しやないよこの女神さま！

「それはそれとしてさ」

　耀姫がちびちび牛乳飲のみつつ、ねこがみさまをちらと見る。

「氏うじ子こさんの嫁よめ探しってどーなってんの。もしかして全然進すすんでない？」

　ずばりいわれて、ねこがみさまは口ごもる。

「む、むむ、そ、それはですね……ひ、一人は候こう補ほが見つかりましたぞ」

「え？　ちょっと待ってください。まさか候こう補ほって春日かすがの」

「たった一人だけぇ？　千せん人にん見つけるんじゃなかったの!?」

　広ひろ人との言葉をさえぎって耀あき姫ひめが声を上げる。

「あんたのことだから、どうせ無む計画に突つっ走ぱしって暴ぼう走そうして行き当たってバッタリ、みたいな感じでしょ。もうちょっとさ、効こう率りつってもん考えなきゃダメじゃん」

　実に鋭い指し摘てき。実際俺おれにぶつかってバッタリでした。

「いやいや、指摘は鋭いですけど、まずは俺本ほん人にんの意い思しとか意い向こうとか」

「そうそうそれそれ。それが大事よね」

　同意が得られて広人がほっとしたのも束つかの間ま、

「つまりは本人好ごのみの嫁よめを選べってことよ！」

　安あん堵どは即そつ行こう破られました。

「ぜひ嫁に欲しい、って思える女子なら、氏うじ子こさんだってその気になるじゃん。本人の協力と積極性せいがあるかないかじゃ大おお違ちがいよ。女子は純じゆん草そう食しよく系けいより、優しいけど自分にだけは肉食な男子がすっごい好みなんだから。やっぱ氏子さんがガツンと女子にぶつかんないとね」

「あの、そうじゃなくてですね、俺は別にまだその嫁なんて」

「耀姫！」

　ねこがみさまはがしっ！　と耀姫の両手をつかんだ。

「素晴らしい、なんと素晴らしい助じよ言げんなのです。われは感かん銘めいを受けましたぞ！」

「ふふふん。そうでしょ、素晴らしいでしょ」

「こんな的てき確かくな助言をしてくれるとは、実はとても親切で面めん倒どう見みが良いのですね。われはそなたを誤ご解かいしていました。言葉づかいは乱らん暴ぼうだしすぐに窓から入るし一ひと言こと目めからめんどくさいだし格かつ好こうはチャラいしどう見ても神さまでなくてただのイカレ頭あたま娘むすめ」

「喧けん嘩か売ってんのこの化け猫ねこーっ!!」

　耀姫は身を乗り出し、ねこがみさまの頭をぐゎしとつかんだ。

「はぐぅうっ！　い、痛い、痛いです耀姫っ！」

　こめかみをぎりぎり締め上げられて、ねこがみさまの腰が宙に浮く。

「わわ、ま、待ってください耀姫さん！」

「そそ、そうでございます。ねこがみさまも悪わる気ぎがあったわけでは」

「悪気がないなら本音ってことじゃん、それってますます超ちよう無ぶ礼れい！」

　泡あわを食って止めに入る広人と守もり宮みやに、耀姫は怒おこった。

「そ、そうですわよ。耀姫さんのいう通りではなくって」

　見ていたミミたちが急いで取り繕つくろった。

「面倒くさい進しん化か説せつと同じく、家や主ぬしの意向が大事って説せつ得とく力りよく大ですわよ」

「え、ええ！　広人さん好みの女子になるべく、ユキメがんばりたいですぅ」

「うう、うん、うん、広ひろ人との好み、夜や刀ともとっても知りたいのよ」

「そう？　そうよね、化け猫ねこの相手してる場合じゃないよね」

　耀あき姫ひめは機き嫌げんを直してねこがみさまの頭を放した。

「はぐぅ～、耀姫超ちよう々ちよう馬ば鹿か力……いやいや、それより」

　ねこがみさまはこめかみをさすりつついった。

「では早さつ速そく、広ひろ人とに好みの女子を訊きいてみようではありませんか」

「だーかーら、そういう猪ちよ突とつ猛もう進しんストレートが、駄だ・目め・だって！」

　耀姫は説せつ教きようする。

「氏うじ子こさんの好みがはっきりしてればいいよ？　でもたいてい、理想なんて漠ばく然ぜんとしてるもんじゃん。優しいとか料理ができるとかさ。でも実際、優しければ惚ほれるわけでも料理が得意なら惚れるわけでもないじゃない。理想と現実は違うって言葉は陳ちん腐ぷだけど真理よ」

「ん、んむむ。それではいったいどうすれば……」

「そこでさ、こういうの作ってみたの。あ、こたつの上どけてどけて」

　あわてて守もり宮みやが食器を下げるあいだ、耀姫は持じ参さんのスクールバッグを探る。

「これぞ名づけて……萌もえ属ぞく性せいシャッフルマッシィ───ン!!」

　ばこん！　とこたつの天てん板ばんに耀姫が叩たたきつけたそれは、
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　ティッシュの空あき箱。




「……マッシィ───ン……」

　鰹かつお屋や家けの住民一いち同どう、そろって白しろ目めになりました。

「何よその白しらけきった顔！　これ力りき作さくなの。夜よる遅くまでかかったんだから！」

「力作ですと……」

　むくれる耀あき姫ひめをよそに、ねこがみさまと女子連れんはひそひそささやき合った。

「あの空き箱一つのどこに時間と労ろう力りよくが割かれておるわけでしょう」

「あれで力作なら幼よう稚ち園えん児じの粘ねん土ど細ざい工くは芸げい術じゆつ作品ではなくて」

「すっごい名前にだまされたのよ。全然マッシィーンなんかじゃないのよ」

「あ、はいはぁい、ユキメわかりました！　耀姫さんはきっとぉ」

　ユキメがぽっと頰ほおを染そめた。

「中身のティッシュを全部使つかうのがんばったんですねぇ」

　ティッシュ一箱使うがんばりって何。

「ちょ、ちょっとちょっとっ!!　変な誤ご解かいしないでよ違うってば！」

　耀姫は真まっ赤かになって手を振った。

「まだ何も説明してないでしょ。いい、これの使い方はね」

　耀姫は箱に開いた口に手を突っ込む。

　そして、文字の書かれた二枚のカードを取り出した。

　みんなは顔をくっつけ合って文字を読む。




『妹』『メイド』




　謎なぞです。

「つまりよ、この中には萌もえ属ぞく性せいが書かれたカードがたっくさん入ってるの」

　耀姫は空あき箱を持ち上げて振ってみせた。たしかにがさごそ音がする。

　広ひろ人とは眉まゆをひそめて訊きいた。

「萌え属性って、具体的にどんな？」

「いまあたしが引いたの見たでしょ。妹とか姉とかメイドとか体操服ふくとかセーラー服とか縦たてロールポニテ金きん髪ぱつニーソロリショタつるぺた眼鏡めがね女教師ガンダムガチャピンとかよ」

「ガチャピンて萌え属性かなあ……」

　もさもさムックが広人は好みです。

「それで氏うじ子こさんに二枚引ひいてもらって、その組み合わせで好みを判はん断だんするわけ！」

　得とく意いげな耀姫に引き比べ、ますますみんなの視線は白く冷たくなっていく。

「萌もえ属ぞく性せいとやらはさっぱりわかりませぬが、あれを引いてなぜ広人の好みに？」

「ただの偶ぐう然ぜんの組み合わせではありませんかしら」

「やっぱりマッシィーンじゃないのよ。すっごいローテクもいいとこなのよ」

「じゃあユキメはぁ、雪ゆき女じよ郎ろうって書いたカードをいっぱい入れますねぇ」

「いやいやユキメさん、そうじゃなくて……あの、耀あき姫ひめさん」

　広ひろ人とは頭ず痛つうがぶり返す。

「みんなのいう通り、出た結果は俺おれの好みと全ぜん然ぜん関係ないと思うんですけど」

「んもぅ、わかってないな！」

　バンバン！　と耀姫はまたこたつを叩たたいた。

「これはね、漠ばく然ぜんとした理想じゃなくて具体的な好みの属性、つまり好きなタイプを特とく定ていさせるために必要なプロセスなの！　つまり理想と現実を擦すり合わせる作業ってことよ」

「ガチャピンて現実かなあ……」

「も──ぅっ、文もん句くばっかりっ！」

　業ごうを煮やしたように耀姫は叫ぶ。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　この箱にはあたしの神じん通つう力りきがこめられてるから、氏うじ子こさんの好みが自動的に抽ちゆう出しゆつされるようになってるの」

「……といわれましても」

「良いではありませぬか、広人」

　広人が迷っていると、ねこがみさまが口を挟んだ。

「なかなか興きよう味み深いと思いますぞ。試しにやってみても悪くありませぬ」

　他のみんなも瞳ひとみを好こう奇き心しんで輝かせ、うんうんとうなずく。

　もちろん、一番生いき生き輝いているのはねこがみさまと耀姫です。

「う、うん……まあ、やるだけやってみましょうか」

　広人もちょっとだけ興味がわく。

　自分でもはっきりわかっていない、好きな女の子のタイプがわかるかもしれない。

　みんなの期待のまなざしを一身に背負い、広人は箱に手を突っ込んだ。

　指ゆび先さきにカードが触ふれる。

「えい！」

　ぐいと二枚を引き抜いた。

　そこに書かれていたのは、




『スク水』『マッチョ』




　予想外がい。

「……ちょっ……あり得な……」

　広ひろ人とは愕がく然ぜん。みんなもぼう然ぜん。

「氏うじ子こさん、草そう食しよく男だん子しな顔して意い外がいに趣しゆ味みがマニアックよね」

　耀あき姫ひめが呆あきれたようにいった。

「ち、違う！　断じて違う！　俺おれはノーマルです！」

「自分の知らない隠かくれた性せい癖へきかもしれないじゃん」

「まっちょ？　とはなんです？」

　ねこがみさまは小こ首くびをかしげる。ミミが答えた。

「力強くてたくましい、筋肉隆りゆう々りゆうの男性のことですわ」

「男性……」

　ねこがみさまがふるふる震える声でいった。

「駄だ目めです、男子は駄目です！　子が産める相手でなければ嫁よめとは認めませぬ！」

「いやいやいや俺だって願い下げですよ！　マッチョでしかもスク水なんて！」

　広人はティッシュ箱を振り返る。

「いまのは絶対何なにかの間違いです。もう一回やります！」

　といって激しく穴あなに手を突っ込んだ。

　つかんだカードには、




『メガ盛もり』『マッチョ』




　筋肉増ぞう量りよう。

「なんじゃこりゃああああ────────────っ!!」

　さしもの広人もブチ切れました。

「めが……さかり……？」

　ねこがみさまは真まっ青さおになった。

「だだ、駄だ目めです！　そんな目から盛ってる筋肉男だん子しなんて危き険けん過ぎて認められませぬ！」

「さっぱり意味がわかりませんよ──っ！」

　広人は自棄やけになってきた。

「もう、こうなったらまともな結果が出るまでやります！」

　しゃにむに広人はシャッフルマシーンをフル稼か働どうさせた。

　ところが出てきた結果はみな同じ。

『ふんどし』『マッチョ』、『全ぜん裸らで』『マッチョ』、『宇宙の』『マッチョ』……。

　しまいには『ガチャピン』『マッチョ』。

「もうマッチョは嫌いやだああぁああ────────────っ！！！！」

　マッチョカードを宙に放り投げ、広ひろ人とは泣き叫んだ。

「あっれえ」

　耀あき姫ひめがごそごそティッシュ箱をゆする。

「やけに変な結果ばかり出るよね。氏うじ子こさんがマッチョ好きならともかく」

「好きじゃないです！　それにマッチョなんて属ぞく性せい入れる時点で間違いです！」

「うーん、神じん通つう力りきが効いてないのかな……そうか、わかった！」

　耀姫がカードを握って叫ぶ。

「いま出た結果は、全部氏子さんの好みじゃない、その正せい反対ってわけよ。ということは、マッチョでなければどんな相手でも良いってことになるよね」

「おお、感謝いたしますぞ。耀姫！」

　ねこがみさまは嬉うれしそうに立ち上がった。

「嫁よめの指し標ひようがわかりました。みなの者、どんな伝つ手てを使ってもかまいませぬ。筋肉男だん子しでない女子を、手分けして連れてくるのです」

　筋肉〝男子〟でない女子なんて全ぜん世界の女子ほとんどじゃないだろうか。

「いまから、お見合い大だい作戦の開始です！」

　ねこがみさまの宣せん言げんに、わぁ───っと妖あやかし女子連れんは気き炎えんを上げた。

「結局、俺おれの意い思しなんてどうでもいいんだ……」

　広人はこたつに突つっ伏ぷした。

　そこに守もり宮みやが、涼すずしい顔でお茶を出す。

「終わりましたか。楽しそうで、ようございました」

「いや、楽しいなんて……」

　広人は否定しかけて、ふと口を閉ざすと、部屋を見渡した。

　狭いこの部屋に、これだけ誰だれかがいるのは初めてだった。

　祖そ母ぼとモサコさんとひっそり暮らしてきたから、みんなでにぎやかに話したり、騒いだり、笑ったり、怒ったり、怒ど鳴なったり、叫んだり──なんてことも、初めてだ。

　風邪かぜをひいて、寄ってたかって心配されたり、看かん病びようされたり、なんてのもね。

「そう、ですね……楽しい、かな」

　唇くちびるの端はしに笑えみが浮かんだ。

　悪くないかな。

　たくさんの誰かがすぐそばにいて、にぎやかな声がいっぱいで。

　そんな生活、初めてだけど……うん、悪くないかも。

「それはそうと、嫁探さがしなんて勘かん弁べんしてほしいなあ……」

　目を輝かせ、嫁探し計画について楽しそうに話し込むねこがみさまたちをよそに、広人はこっそりため息交まじりにつぶやいた。




　散さん々ざん騒いだその日の夕方。

　昼ご飯はんとおやつまでしっかりもらって、耀あき姫ひめは広ひろ人とのアパートを出た。

　外はまたもや雪が降り出している。

　枯かれかけた垣かき根ねや植しよく樹じゆの続く雪ゆき道みちを歩きつつ、耀姫は携けい帯たいを取り出す。

「……もしもし？　あ、みっちゃん」

　耀姫は難しい顔で電話をかける。

「あー、うん。駄だ目めだった。わかんなかった。だって神じん通つう力りきが全然効かないんだもん。でしょ、おかしいでしょ……だから、みっちゃんにお願いしてもいいかな」

　少しばかり会話を交わし、耀姫はぱくんと携帯を閉じた。

　それから振り返る。

　夕ゆう闇やみの彼方かなたに、明るいアパートの灯りがかすんで見えた。

　あの灯りの下で、鰹かつお屋や家けの住人たちはにぎやかにこたつを囲んでいるのだろう。

　ふ……っと、耀姫は小さく息をつく。

「面めん倒どうくさいのって、やだなあ」




　雪の降りしきる空の下に春は遠く、兆きざしすらも見えなかった。
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　ぎっちり。




『グランパレス有あ里り間ま』一○一号室の人口は、ただいま限界突とつ破ぱ中。

　モサコさん含め二十名以上が、六畳じよう一ひと間まに集つどっている。

　部屋はもとより玄げん関かんへ至る通路までぎゅうぎゅうぎっちり。

「みなさま、雪の中をわざわざのご足そく労ろう、感謝いたしますぞ」

　ねこがみさまがこたつで偉そうにあいさつをする。

　もちろん広人の膝ひざの上から。

　今日きようは広人のお見合いの日。

　ねこがみさま以外のみなが、昔の伝つ手てをたどって妙みよう齢れいの女子を集めてきたのだ。

　当然みんな妖あやかしです。




　異い様ような熱気がただよう中、広人は身を縮めていた。

　普ふ段だんはのんびり屋のモサコさんも、広ひろ人との頭に乗って固まっている。

　頭とう皮ひに爪つめを立てられとっても痛い。そして重い。

　モサコさんの重みで頭を動かせず、広人はこっそり、目だけで部屋を見回した。

「集まったなあ……」

　金きん色いろのでかい角つのを頭の両側に生はやした、化け粧しようの濃い派は手でな娘むすめ。

　その横で丸ごとレタスをばりばり食べている、ウサギ着ぐるみの幼よう女じよ。

　冷れい蔵ぞう庫こに貼はりつくのは、赤ちゃんを抱いた若わか妻づま風ふう雪ゆき女じよ郎ろう。驚くほどの超ちよう巨きよ乳にゆう。

　その他色いろ々いろ、一ひと目めで妖あやかしとわかる者もいれば、まったく人間と見分けのつかない者もいて、なかなかバラエティ豊か。

　まさか、こんなにも集まるなんて思わなかった……。

　広人はこっそりため息をつく。

　本当は断だん固こ阻そ止ししたかったが、暴ぼう走そうするねこがみさまが聞いてくれるわけがない。

　この場には耀あき姫ひめもいて、なぜかスーツで眼鏡めがねの若い男性を連れていた。

　なかなかイケメンなその男性は、窮きゆう屈くつそうに正せい座ざして、眉まゆをひそめている。

　いかにも頭が切れてデキそうなタイプ。スーツも眼鏡も洗せん練れんされてセンスがいい。

　なんだろう……あの男の人。

「今日きよう、みなに集まってもらいましたのは、他でもありませぬ」

　ねこがみさまは嬉うれしそうに場を見回した。

「わが氏うじ子こ、鰹かつお屋や広人の嫁よめを決めるためであります」

　ざわっざわざわっ……。

　部屋の中で妖したちがひそひそざわざわ言葉を交わす。

　肝かん心じんの主役の広人は、ねこがみさまの陰に埋もれてさっぱり見えません。

「とはいえ、われはこう考えておりまする。すなわち」

　ねこがみさまは得とく意い満まん面めんで告げた。




「この場に来た時点でみんな嫁！」




　ざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわざわわわっ!!

　ざわめきがどよめきになった。

　広人はこっそり額ひたいを押さえる。

　初しよっ端ぱなからねこがみさま、飛ばし過ぎ。

「だ、駄だ目めですわよ、ねこがみさま！」

「はぐぁ！　ちょ、ミミさん！」

　ミミが天てん井じようから広人の上にばさりと落ちた。

　モサコさんとミミの体重を支える広ひろ人とはつぶれる寸すん前ぜん。

「お見合いって、まだ顔合わせの段だん階かいなんですの！　そんなに焦あせったら駄だ目め！」

「んむ？　だって見合いを承しよう諾だくしたなら嫁よめになる意志があるのでしょう？」

「いや、そうではございません」

「そうなの、違うのよ」「先走りは駄目ですよぅ」

　守もり宮みやや夜や刀と、ユキメまでぎゅいぎゅい割り込んできた。

　広人は上から横から押されてぺったんこ。

「私どもの顔を立て、会うだけ会うという方もおられるわけでして」

「とりあえず来てみたのよ、というのもいるのよ」

「そうですよぉ、まずは広人さんにみんなを紹介した方がぁ……はぁう」

　ユキメはくらりと広人に抱きついた。

「人が多くて蒸し暑くてぇ、ユキメ溶けちゃぅ……」

「ユ、ユキメさんっ!?」

　ぎゅむぎゅむもっちり、と巨きよ乳にゆうを押し付けられて、圧あつ迫ぱく感がさらに増す。

　あわてて守宮と夜刀がユキメを冷れい蔵ぞう庫こに連れて行った。

「んむ、まあ仕方がありませぬ。それでは改めて」

　ねこがみさまはふんぞり返ってみんなに告げる。

「わが氏うじ子この経けい歴れきは、守宮たちより先にお話してあるゆえ、みなさまご自身の紹介を」

「じゃあ、始めるのよ」「ええ、こちらはわたくしと夜刀のお友だちですわ」

　夜刀とミミが、金きん色いろ角づのの派は手でなお姉ねえさんと、ウサギ着ぐるみ幼よう女じよを指し示す。

　お姉さんはにこーっと愛あい想そよく笑った。

「よろしく、華か桜おんっていいます♪　六ろつ本ぽん木ぎのキャバクラで働いてるの。これ名めい刺し♥」

　お姉さんは、デコデコネイルの指ゆび先さきで、キラキラピンクの名刺を手渡す。

「一時間三万円だけど、初回は十パーセント割引きだからっ」

　二万七千円。

　たった一時間で家や賃ちんがぶっ飛ぶ金額に、広人はくらりとした。

「あ、あの……す、すごい角ですね」

「そうでしょ。美び容よう院いんに行っていつもよりたっくさん盛もってもらったのっ♪」

　広人はまじまじと、花で飾った二本の巨きよ大だい金色角を凝ぎよう視しした。

　あ、それ髪かみの毛なのか！

　天を突く金の角は、金きん髪ぱつをぐるぐる巻いてワックスやら何やらで固めてあるようだ。

　これがいわゆる『メガ盛りヘア』ってやつですね。

「トルネード花魁おいらんアップってヘアと迷ったんだけどぉ、今回はお見合いってことで美容師さんの新作『金きん鯱しやちツインテールドリル』にしてもらったの。似に合あうかなっ？」

　名な古ご屋や城じようの天てん守しゆ閣かくなら。

「そうそう、この子があたしの飼い妖あやかし。名前はおにく」

　お姉ねえさんは、レタスをもしゃもしゃ食べるウサギ幼よう女じよの頭をぽんと叩たたいた。

「飼い肉！　食うんですか!?」

「ちっがぁう、あたしは妖しじゃないもん」

「え、妖しじゃない？　で、こっちは妖し？」

　広ひろ人とは、黙もく々もくとレタスをかじるウサギ着ぐるみ幼女を見つめた。

「もきゅ？」

　幼女おにくはかじるのを止めると広人を見上げる。

　そして大きく口を真ま横よこに開いて、にったりと笑った。

　きらん。

　鋭くでっかい前まえ歯ばが光る。

　ひぃいいい！　食われる！　絶対頭あたまから食われるこのウサギに！

「だめよ、おにく。これはお見合い相手だから食べられないよ」

　ぽむぽむ、とお姉さんはウサギの頭を叩いた。

　ちょっと待て。

　もしや……見合い相手はお姉さんじゃなくて、この、ウサギ？

「あ、だいじょうぶ。いまは人じん肉にくよりレタスの方が好きみたいだからっ」

　広人はぷるぷる首を振った。

　あの笑顔からしてこのウサギ、絶対まだ野や性せいを忘れていません。

「んむ、人間と同どう居きよする妖しならば、人間である広人の嫁よめにうってつけです」

　ねこがみさまは大きく嬉うれしそうにうなずく。

　いやいや、新婚初しよ夜やに新しん郎ろうを食べそうですよ、あのウサギ！

「では次はユキメですぞ……ユキメ？」

　ねこがみさまが声をかけるが、二人の雪ゆき女じよ郎ろうはそろって冷れい蔵ぞう庫こに首を突っ込んでいる。

「あぁん、顔だけ冷たくて気持ちいい……え？　あ、すみませぇん。ミユキお姉ねえさま！」

　ユキメはあわてて隣となりの雪女郎の肩を叩たたいた。

「はぅん……ひんやり……あら、なぁに、ユキメちゃん」

「ミユキお姉さまたちの番ですって」

「まぁ、ごめんなさい」

　ミユキという名の若わか妻づま風雪女郎は、赤ちゃんを抱いて振り返った。

　その場の全員の視線が、一いつ斉せいにある一点に集中する。

　胸。

　でっかい胸。

　巨きよ乳にゆうという表現では追いつかない、迫はく力りよくの大だい爆ばく乳にゆう。

　着物の襟えり元もとから、たっぷり乳ち房ぶさが半はん分ぶん以上はみ出ていまにも落っこちそう。

　支える布ぬの地じの限界に挑ちよう戦せん、という感じ。

　この部屋の圧あつ迫ぱく感かんの九十％は、ユキメとミユキの胸のせいのような気がしてきた。

「お恥はずかしいですわ。大き過ぎますでしょ」

　みんなの視線に気がついて、ミユキは頰ほおを赤らめた。

「授じゆ乳にゆう中なので、普ふ段だんの三割増しぐらいですの」

　授乳……。

　あの爆乳で授乳……。

　年とし頃ごろ男子の広ひろ人とはもうそれだけで鼻はな血ぢが出そう。

「この子がコユキ。女の子なんですの」

　ミユキは胸にしがみつく可愛かわいい赤ちゃんの頭を撫なでた。

　コユキちゃんは、ミユキの襟元にちっちゃな手を突っ込み、大きな胸をつかんでいる。

　おお、俺おれも俺も赤ちゃんになる！

　と思ってしまうほどうらやましい光景だった。

「あれ、でも」

　広人はわれに返った。

「赤ちゃんがいるってことは、結婚されてるんじゃ」

　といったとたん、ミユキの瞳ひとみがうるんできた。

「う……うぅっ……！」

　袖そでで顔を覆おおい、ミユキはしくしく泣き出した。

　しまった、もしかして未み亡ぼう人じん!?

　ユキメがもらい泣きをしつつ、広人に答える。

「あのですね、ミユキお姉ねえさまの旦だん那なさまって、雪ゆき男おとこなんですけどぉ」

　雪男……イエティ？

　たしかに雪ゆき女おんなの夫なら雪男かもしれないが。

　真まっ先さきに広人が脳のう裏りで思い浮かべたのは、白毛バージョンのムックだった。

「季節外はずれの夏にコユキちゃんが生まれたとき、お姉さまとっても衰すい弱じやくしてしまって」

「ええ。それで、夫はお医者さまを呼びに炎えん天てん下かの外へ出たのですけれど……」

　ううっ、とミユキの嗚お咽えつが高まった。

「そのまま、溶けてしまったんですの……！」

　わっとミユキはコユキちゃんを抱いて、冷れい蔵ぞう庫この中に泣き伏ふした。

　部屋のあちこちから、すすり泣きの声が上がる。

「すみません……知らなかったとはいえ、失礼なこと訊きいてしまって」

　広ひろ人とはしょんぼりとうつむいた。

「なな、なんと哀あわれなっ……哀れですぞ、ミユキどの！」

　ねこがみさまは誰だれより激しくもらい泣きして、洪こう水ずいのようにだーだーと涙を流す。

「よろしい、コユキちゃんともども鰹かつお屋や家けに嫁よめにくるのです！　広人は情じようの篤あつい男子。亡きご夫ふ君くんに代ってきっとそなたらを幸せに……」

「あ、ご心配なく」

　ミユキは顔を上げた。

「雪が降ったので、もうすぐ夫は復活しますの」

「戻るんかい───────っ!!」

　広人は思わず叫んだ。

　ミユキさんの夫はムックじゃなくて雪だるまかもしれない。

「夫はねえ、とってもうっかり屋さんで世せ話わが焼けますの。そういうところが可愛かわいいんですけれど、コユキの将来が心配になってしまって」

　慈じ愛あい深いまなざしで、ミユキはコユキちゃんを見下ろした。

「この子が将来、あたくしみたいにうっかりさんを好きにならないとも限らないでしょう。ですからいまの内に良い殿との方がたと縁えん組ぐみしておこうと。人間なら溶けませんもの」

　ってことは……お見合い相手はコユキちゃんなの!?

　ウサギといい赤ちゃんといい、まともな見合い相手がいません。

「んむ、それは良い心がけです」

　ねこがみさまは嬉うれしそうに答えた。

「広人は丈じよう夫ぶな男子です。百度の熱ねつ湯とうで煮ても溶けませぬ」

　普通に死にます。

「ついでにご夫君が戻られる前に、広人と子を生なしては」

　とんでもないことを口走りますねこの猫ねこ！

「むぎゅぎゅぎゅぎゅ、ひゃにをしゅるのでしゅひろとっ！」

　広人はねこがみさまのほっぺたを、思いっきり両側に引っ張った。

「嫁よめとか以前に、それじゃ俺が間ま男おとこですよ！」

「ん、んむ。そ、そうですね、嫁が欲しいあまりに血ち迷まよいました……」

　ねこがみさまはほっぺたをさすりつつ、うなずいた。

「では、次に私の方からご紹介を」

　今度は守もり宮みやが、後ろに座るスーツの女性を振り返った。

「こちらは半はん割ざきさま。古くからの知り合いです」

「半割でございます。本ほん性しようは大おお山さん椒しよう魚うおでございますが、人間界かいではファイナンシャル・プランナーをしております」

　黒フレームの眼鏡めがねをかけ、髪かみをきちっとまとめた美人だ。

　美人だけど、びしびし働いてます！　な雰ふん囲い気きの出てるお姉ねえさんです。

　黒いビジネスバッグからなにやら資料を取り出し、半はん割ざきは広ひろ人とを見つめた。

「鰹かつお屋や様。早さつ速そくですが、質問をよろしいですか」

「え？　は、はは、はい」

　びびりつつ広人はうなずく。

「守もり宮みや氏しからいただいた釣つり書がきを拝はい見けんいたしましたが、鰹屋様は、ご結婚されるには非常に重大かつ重要な問題がございます。率そつ直ちよくに申し上げますが、ずばり」

　半割は身を乗り出した。

「ご収入は」

「はい!?」

　このお姉さん、いきなりなんてことを。

「ご参考までに申し上げますと、サラリーマンの生しよう涯がい賃ちん金ぎんは、大卒で約やく三億、高卒で約二億五千万、中卒で約二億一千万。これはいまより三年ほど前のデータです。ただし転てん職しよくをした場合はそこからマイナス五千万となります。さらに」

　半割は畳たたみかける。

「鰹屋様はご結婚にあたって、お子様をもうけるのが大だい前ぜん提ていだとか」

「むろんですぞ」

　広人が何かいう前に、重々しくねこがみさまが答える。

「鰹屋家け繁はん栄えいのためには、子は浜の真ま砂さごほどあっても足りませぬ」

「それでは仮に、お子こ様さま十名と仮定して……総そう額がく」

　半割は電卓を取り出し、カカカッと素早くボタンを押した。

「約やく二億九千八百五十万円、必要です」

　場がざわめいた。

　広人は貧ひん血けつになった。

　ねこがみさまはきょとんとしている。

「そ、それ……あの、生涯賃金のほぼ全部じゃ」

「さようでございます」

　こともなげに半割は答えた。広人は気が遠くなった。

「ただし、これは幼よう稚ち園えんから大学までを公立とした試し算さんです。もし私立に通わせたいとお望みならば一気に跳ね上がります。お子様にかける費用は年々高こう額がくになっており……」

　意識を飛ばす広人にかまわず、すらすらと半割はつづけた。

「……というわけで、年収はご結婚に際して非常に重要なファクターでございます。それを踏まえた上で再度おたずねしますが、鰹屋様の、ご収入は」

　いじめか！

　広ひろ人とはぐったりして声もない。

　……ん、待てよ。

　これってチャンスかも。

　どうやってお見み合あいを断ろうと考えていたけれど、これなら簡単にクリアできそうだ。

　広人は半はん割ざきを見み据すえ、きっぱりといった。

「ないです」

　ざわっ。

　妖あやかしたちが不ふ穏おんに騒いだ。

　半割は戸と惑まどったように訊きき返す。

「え、なんとおっしゃいました」

「ないです、収入」

　ざわざわざわっ！

「で、では資産でお暮らしということで」

「ないです、資産も」

　ざわざわざわざわざわざわざわざわざわざざわざわわわわっ!!

　妖したちがさざめき立った。

「で、で、ではどうやって生せい計けいを立ててらっしゃるわけでございますか」

「婆ばあちゃんの実じつ家かが大だい農家なんです。野菜とか米とか卵とか、お中ちゆう元げんやお歳せい暮ぼのお裾すそ分わけでハムや調ちよう味み料りようなんかを、食べきれないほどもらうので、食費はほぼゼロ。それ以外は、婆ちゃんが残してくれたささやかな貯ちよ金きんで。だから、贅ぜい沢たくは全然できません」

　といっても、広人はあんまり物ぶつ欲よくがなかったりするので充分だった。

　淡たん々たんと話す広人に、妖したちは声もない。

　しかし、半割は難しい顔ではっきりといった。

「そうですか。それでは、お子様どころかご結婚も無理でございますね」

「なんですと!?」

　ねこがみさまが気け色しきばんだ。

「広人は立りつ派ぱに暮らしておりますぞ。たかが収入がないだけで無理とは何事です！」

「いやいや、立派な理由ですって、ねこがみさま」

　広人は思わず口を挟んだ。

　半割さんはねこがみさまの気き迫はくに押されてたじたじになる。

「で、ですから鰹かつお屋やさまに最適なライフプランのご提案を」

「財さい布ふも冥めい府ふも要いりませぬ！」

　意味不ふ明めい。

　追い打ちのように、周りの妖あやかしたちからも声が上がる。

「えー、それじゃ、おにくを嫁よめには行かせられないかもっ。この子こ食費かかるし」

「まあ……コユキはまだ働けませんしねえ。それはちょっと……」

「もうよろしいです！」

　ねこがみさまがいきり立った。

「広ひろ人との素晴らしさもわからないとは、言ごん語ご道どう断だん不ふ届とどき千せん万ばん。いっそ自分が広人を食わせて養う、というほどの気き概がいもない嫁ならば、こちらから願い下げです！」

　広人は痛む頭を押さえた。

「ねこがみさま、それじゃお見み合あいの意味がありませんですわよ」

「そうなのよ、お嫁さん千人も決まらないのよ」

　ミミたちがあわてて取りなしに入るが、ねこがみさまは聞かない。

「いいえ、広人を幸せにしてくれる嫁でなければ、われは認めませぬ！」

「ちょっとぉ、全然進すすまないじゃん」

　こたつの対たい面めんから耀あき姫ひめの声がした。

「暑いし狭いし息いき苦ぐるしいしさあ、早く終わってよね」

　耀姫はミルク煎せん餅べいをくわえつつ、文もん句くを垂れる。

　その隣となりに座る眼鏡めがねの男性も、居い心地ごこち悪そうに眉まゆを寄せた。

「耀姫、そちらの男子はなんです……はっ！」

　バン！　とこたつを叩たたいてねこがみさまは身を乗り出した。

「もしや嫁候こう補ほっ!?　だからあれほど子の産めぬ者は却きやつ下かと」

「あんたには嫁じゃなくて常識が必要よね───っ!!」

　耀姫はミルク煎餅の袋ふくろをぶん投げた。

「違うってば！　あのね、こちらは同じ神じん社じやの祭さい神しん、まあ同どう僚りようってとこよねー。名前は菅すが原わらさん。あたしはみっちゃんて呼んでるけど」

「みっちゃんなどと呼んで欲しくはありませんが」

　眼鏡めがねスーツこと菅原は、眼鏡のブリッジをくいと上げて不ふ愉ゆ快かいそうにいった。

　神さまで、菅原で、みっちゃん……って、まさか菅原道みち真ざね公？

　広人はひっそり寒くなる。

　それって気安く『みっちゃん』呼ばわりしていい相手!?

「みっちゃん？」

　煎餅袋をかぶったねこがみさまは目をぱちくりさせる。

　そして、いきなり指ゆび差さして叫んだ。

「あ────っ！　左さ遷せんされた人！」

　がっつん！

　菅すが原わらさんがこたつに頭を打ち付ける。

「し……初しよ対たい面めんでそれ……ですか。ふ、ふふふ」

　赤くなった額ひたいを押さえ、菅原さんはぷるぷる震えつつ頭を起こした。

　広ひろ人とは恐きよう怖ふで瞬しゆん間かん凍とう結けつ。

　怒ってる怒ってる、みっちゃん怒ってるよ！

　しかし空気を読む気のないねこがみさまと夜や刀とたちは、ひそひそささやき合った。

「左さ遷せん可哀かわいそうなのよ。なんで左遷されたのよ？」

「真ま面じ目めな方で、なおかつ出来が良よ過ぎて、上うわ役やくと軋あつ轢れきがあったのでございますよ」

「いますわよね。すっごい頭が切れるけどすっごい世よ渡わたり下手べたな方って」

「真面目なのに不ぶ器き用ようなんですねぇ。ユキメ、そういう人可愛かわいいと思いますぅ」

「でも引っ越し直前、庭の梅うめに抱きついて『僕のこと忘れないで』と泣いたそうですぞ」

「いやいや、『春を忘れるな』じゃありませんでしたっけ!?」

　広人は必ひつ死しになって口を挟んだ。

　だってみっちゃんの顔、どんどん青ざめてどんどん怖こわくなってますから。

「駄だ目めですよ、あんまり失礼なこと口くち走ばしらないでください！」

「んむ？　どうしてです」

「すっごい怖い神さまなんですよ。怒らせるとでっかい雷かみなり落おとすんですよ！」
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「いわれずとも知っておりますぞ、広ひろ人と」

　ねこがみさまは偉そうに答える。夜や刀とたちが口くち々ぐちにいった。

「雷かみなり？　雷って何のことなのよ？」

「無む実じつの罪で左さ遷せんされ、その怒りの怨おん念ねんパワーで天てん神じんとなられた方なのですよ」

「そうですのよ。疫えき病びようを起こしたり干かんばつ起こしたりとめっちゃ祟たたったらしいですわ」

「みんなが御ご所しよに集まってごめんね！　って謝ってるときに『許さん！』とでっかい雷を落として、人はたくさん丸まる焼やけになるわ御所は燃えるわの大だい惨さん事じだったそうですぞ」

「謝っても許してもらえないんですかぁ。執しゆう念ねん深い人ってユキメちょっといやですぅ」

「頭がいいのに世よ渡わたり下手べたな方にありがちな根ね暗くらっぽいしつこさですわよね」

　うんうん。

　とみんなでうなずき合うと、ねこがみさまはみっちゃんの方を向いた。

「で、その執念深くて世渡り下手で根暗で陰いん険けんでしつこいみっちゃんが何用です？」




　ビッシャアアアアアァア──────────────────────ッ！！！！




　放ほう電でん。

　その場の全員、悲鳴も上げずに感かん電でんしてぶっ倒れた。

「……ちょっとぉ。部屋の中で落らく雷らいはやめてよ、みっちゃん」

　とっさにこたつの中に隠かくれた耀あき姫ひめが、こわごわ顔を出す。

「失礼」

　クールに取り澄すまして、みっちゃんは眼鏡めがねのブリッジをくいと上げる。

　広人とねこがみさまはよろよろと身を起こした。

「だ、だからいったじゃないですか……すっごい怖こわいって……」

「で、電気ビリビリ……お、恐ろしやです……」

　真まっ先さきに起きた二人に、みっちゃんは目をみはる。

　広人はしびれてもつれる口を開いた。

「え、ええと、それで何のご用なんでしょうか、みっちゃんは」

「みっちゃんではないっ！」

　またしても軽く火ひ花ばなが散った。広人は縮み上がる。

「す、すいませんすいませんすいません」

　うぅ、なんだかねこがみさまに影えい響きようされつつあるようです。

　みっちゃんは広人を冷たく一いち瞥べつすると、次にちらっと耀姫を見た。

　珍めずらしく耀姫は口ごもる。

「え、えっとね、みっちゃんを呼んだのは、氏うじ子こさんの『男おとこ力ぢから』を鑑かん定ていしてもらうためよ」

「男おとこ力ぢから？」「男力ですと？」

　どうも無む理りやり感のある答えです。

「そそ。女おんな力ぢからとかいうじゃん。まあそれと似たような感じで、氏うじ子こさんが嫁よめをもらうにふさわしいかどうか、みっちゃんに見み極きわめてもらおうかなーって」

「別に見極めてもらわずとも、広ひろ人とは千人どころか億おく人にんの嫁にも不足はないですぞ」

　ねこがみさまはむっとして、可愛かわいく口を尖とがらせた。

「まったく、この氏うじ神がみバカ。もっと客きやつ観かん的てきに見ないとさ……」

　ふいに、一いつ斉せいに声が上がった。

「こ、こんな怖こわい神さまと知り合いって、ちょっとごめんって感じっ！」

「うきゅー、うきゅきゅきゅきゅーうきゅるー」

「もも、申もうし訳わけございません。プププ、プランはまた後ご日じつということで」

　感かん電でんから目を覚ました見合い相手の妖あやかしたちが、バタバタと腰を浮かせた。

「待つのです、まだ一人も嫁が決まっておりませぬぞ！」

　ねこがみさまがあわてたそのとき、いきなり窓が大きく開いた。

「見つけたぞ、鰹かつお屋やぁ───っ！」

　広人はぼう然ぜんと口を開ける。

「ちょ……その声ってまさか……涼りよう子こ部長!?」

　いましも窓から乗り込んでくるのは────なんと。




　巨きよ大だい雪だるま。




　ぶっとい黒くろ眉まゆと黒いまん丸な目と一本線の口。無む表情なところが怖さ倍ばい増ぞう。

　首元には水みず玉たまの蝶ちようネクタイ。なのにウェディングドレス着用で体積も三倍。

　頭まですっぽり覆おおう着ぐるみで顔はわからないが声でわかる。

　いや、その奇き行こうでわかる。

　この雪だるまは、有あ里り間ま高校生活科か学がく部ぶのトンデモ暴ぼう走そう部長こと、旭あさひ丘がおか涼子部長だ。

「ふふふ、ここか、祭りの場所は……」

　広がるドレスをぐわばと持ち上げ、巨大雪だるまは窓から侵しん入にゆうした。

　ねこがみさまも妖したちも、耀あき姫ひめもみっちゃんも金かな縛しばり。

　部長の奇行に慣れているはずの広人すら、声も出ない。

　雪だるまは丸い頭を動かして部屋を見回し、不ふ穏おんな声でいった。

「部長たる私を差し置いて、結婚という名の春を満まん喫きつしようとは許しがたいぞ、鰹屋。いいか、居並ぶ嫁候こう補ほの諸しよ君くん！　鰹屋の嫁になろうというならば」

　雪だるまは着ているドレスの襟えりにぐっと手をかけ、

「この私の屍しかばねを越えてゆけッ!!」

　いきなりドレスを引き裂さいた。

　ざわあっ！！！！

　妖あやかしたちが蒼そう白はくになる。

　引き裂かれたドレスの下、雪だるまの腹にぐるりと一いち面めん巻かれているのは……。

　真まっ赤かな爆ばく竹ちく。

「諸しよ君くんらは〝ゼクセロイテン〟を知っているか」

　雪だるまの問いに、みんなはそろってぶるぶる首を振る。

　みっちゃんだけが、真まっ青さおな顔で震える口を開いた。

「ス、スイスの都市チューリッヒで行われる迎げい春しゆん祭さいのことだが……まさか！」

「その通りだ！」

　雪だるまは破れたドレスを脱ぬぎ捨てた。

　尋じん常じようじゃない量の爆竹がさらに露あらわになった。

「迎春祭ゼクセロイテンでは、冬ふゆ将しよう軍ぐんである雪だるま『ベーク』を爆竹で燃やして爆ばく発はつさせ、その燃え上がる速度で夏を占うらなうのだ。いまだ春の遅いこの有あ里り間まの地で、私ならば鰹かつお屋やに、諸君ら嫁よめ候こう補ほの比ではない盛せい大だいなる春をもたらせる！　というわけで、レッツ！」

　雪だるまは改かい造ぞうチャッカマンを取り出し、カチリとスイッチを押す。

「………………バーニング」

　チャッカマンの口からごうっと火が噴ふき上がった！

「きゃああっ!!」「怖こわい、雪だるま怖いデス！」「ど、どんなプランも通用しません！」

　一いつ斉せいに妖したちは逃げ出す。

　しかしそこは狭い部屋。

　みんなで玄げん関かんに殺さつ到とうしたために、見事に詰つまってぎっちぎち。

「部長、部長！　それじゃこのアパートごと爆ばく発はつ……うぼぁ」

　広ひろ人とは混乱に巻き込まれ、情なさけない悲鳴を上げてつぶされた。





☆★☆






「美み薫かお嬢じよう様、どうなさいました」

　運転手の平ひら田たの声に、はっと美薫は後部座席で顔を上げた。

「べ、別に……何もないけれど」

「それならばよろしいのですが。先ほどから、ため息ばかりでしたので」

　美薫はうつむく。ため息の原因はわかっていた。

（……馬ば鹿か広人！）

　中学生の女の子だけじゃなかった。他にもいっぱい女の子がいた。

　しかも……しかも！　裸はだかで抱き合うなんていかがわしいこと、してた！

　あ、あ、あまつさえ、男の人とまで！

　頭に血が上る。恥はずかしさと怒りで頰ほおが熱くなる。

　お嬢じよう様さま育ちの上、潔けつ癖ぺきな性格の美み薫かには、とても耐えられない光景だった。

　──でも。

　美薫は膝ひざに置いた手をぎゅうっと握りしめる。

　でも、よく考えたら、別に怒る筋すじ合あいはない。全然ない。

　広ひろ人ととは、ただの昔馴な染じみで、小学校からの付き合いで、腐くされ縁えんというだけだ。

　いくら恥はじ知しらずでいかがわしい行為でも、口を出す義ぎ理りも権利もない。

　それに、あれから広人から何の連れん絡らくもない。弁べん解かいもない。

　弁解する必要もないと思っているからだろう。

　だから放っておけばいい。あんな人に関わるだけ馬ば鹿かみたいだ。

　そう思うのに。そう、思うのに………………。

　心のどこかで、信じたくないと思ってしまうのは、なぜなのか。

「平ひら田た」

　われ知らず、言葉が口をついて出た。

「グランパレス有あ里り間まへ行って」

「間もなく夕方ですよ。習い事のあとは真まっ直すぐに帰りませんと」

「行って。すぐにすむから」

　ふと、美薫は不安に思ってしまったのだ。

　連絡がないのは、風邪かぜが長なが引びいているからではないだろうか。

　ちょっとだけ。やっぱりちょっとだけ、様よう子すを見に行こう。

　無事ならいいし、面と向かって言葉を交わして、弁べん解かいぐらい聞いたっていいし……。

　気が強くても育ちのいい美薫は、やっぱりどこかお人ひと好よしだった。




「部長！」

　妖あやかしたちが退たい散さんしたあと、広人は雪だるま部長に食ってかかった。

「どういうつもりですか、そんな危険な真似まねをして！」

　しかし雪だるまは、火を噴ふき上げるチャッカマンを持って平へい然ぜんと仁に王おう立だちしている。

「ひ、広人、広人！　だめです、下がるのですっ！」

　ねこがみさまが必ひつ死しの面おも持もちで、雪だるまとのあいだに立ちふさがった。

　どうやらけなげに広人を守っているつもりらしい。

「ねこがみさまこそ、危険ですから下がってください！」

「だって、だってこんな恐ろしい雪だるまに広ひろ人とが食われでもしたら……！」

　ギャグにしか聞こえないが、ねこがみさまは本気の涙なみだ目めだ。

「広人さまの方が危険でございます、おやめください！」

　守もり宮みややミミ、夜や刀とやユキメも広人を止める。

「だめですわよ、他の人の心配してる場合じゃありませんでしょ」

「そうなのよ。こんな危ない妖あやかし、夜刀も見たことないのよ」

「そうですぅ、雪ゆき女じよ郎ろうのユキメも会ったことないですぅ、新しん種しゆの雪ゆき男おとこですぅ」

「いや、これでも俺おれの知り合いで一いち応おう人間なんです。それよりも！」

　温おん厚こうな広人もさすがに怒った。

「いくら非ひ常識な部長でも許せません。民みん家かで、しかもみんなが密みつ集しゆうしている場所で、そんな大量の火か薬やくと火の気を振り回すなんて！」

「何をいう、鰹かつお屋や。私にも常識はある。チャッカマンは本ほん物ものでもこれは」

　雪だるまは腹に巻いた爆ばく竹ちくをぱんと叩たたいた。

「ダミーだ」

「へ？」

　予想外がいの答えに広人もねこがみさまたちも目を丸くする。

「火薬は全部抜ぬいてある。すべてただの紙の筒つつだ」

「な、なんでそんなこと」

「ハッタリだッ!!」

　雪だるまは叫んだ。

「戦いの勝者は、すべて実じつ戦せん闘とうに入る前に決定している！　国家対たい国家、人対人、どれも同じ。すなわち情報収しゆう集しゆう、駆かけ引き、ハッタリだ！　それを制するものが勝者、死者の出る戦闘など愚ぐの骨こつ頂ちよう！　見ろ、すでに嫁よめ候こう補ほは去った。この場に残ったのは私のみ、すなわち」

　雪だるまはぐいと自分を指ゆび差さした。

「私が、嫁だッ!!」

　いやだこんな嫁……。

「というわけで」

　雪だるま部長は、ぽんとねこがみさまの肩を叩いた。

「鰹屋の嫁になってやるから、君は生活科学部ぶに入れ」

　広人は呆あつ気けにとられた。ねこがみさまもぼう然ぜんとなった。

「もしかして、部長……俺の嫁とかどうでも良くて、ねこがみさまを勧かん誘ゆうに？」

「Ｙｏｕ　ｇｕｓｓｅｄ！大正解　初めて見たときからいい素材だと確信していたのだ！」

「そ、そなた……嫁とは申しますが」

　ねこがみさまがおそるおそる訊きいた。

「オスですかメスですか？」

「生物学的てきにも遺い伝でん子し学がく的にも身しん体たい的にもありとあらゆる全ぜん方ほう位いの角度から見て、♀だ！」

　オスメス以前の問題があると広ひろ人とは思った。

「ん、ん、んむ、子が産めるなら、み、認めないこともありませんが」

「認めないでくださいよっ！　俺おれはいやですよ！」

　広人はねこがみさまの肩をゆさぶった。

「おや、まだ嫁よめ候こう補ほが残っているのか」

　雪だるま部長の言葉に、みんなは振り返った。

　冷れい蔵ぞう庫この扉とびらの陰で、誰だれかが倒れている。赤ちゃんの泣き声もした。

「まあ、ミユキお姉ねえさま！」

　ユキメが駆かけ寄った。

　どうやらみっちゃんの放ほう電でんでずっと気き絶ぜつしていたらしい。

「ん……あら、ユキメさん、お見み合あいはもう終わり……は!?」

　ミユキは、火を噴ふくチャッカマンを持って仁に王おう立だちする雪だるまを見つめた。

「まぁあ……あなた、やっと戻ってきてくれたのですね、嬉うれしい！」

　ミユキはコユキちゃんを抱いて、雪だるま部長に突とつ進しんした。

「う、うわ！　待つのだ、私はあなたのあなたではないぞ」

「いいえ、その大きさ、その姿すがた。間違いなくミユキのあなたですわ！」

　やっぱりミユキさんの旦だん那なさんは雪だるまのようだ。

「ああっ、と、溶けますぞ。離れるのです、ミユキ！」

「ミユキお姉さま、危ないですうっ！」

　ねこがみさまが青くなった。ユキメも叫んだ。

　雪だるまが持つ火を噴くチャッカマンが、ミユキの髪かみに触ふれそうなのだ。

「だめです、ミユキさん離れてください！」

　広人はあわてて二人を引き剝はがしにかかった。

　ねこがみさまもユキメも、他のみんなもミユキの腕を取ろうとする。

　しかし、最さい愛あいの夫と再会したと思い込んでいるミユキが離れるわけがない。

「いやです、やっと夫が戻ってきてくれたのですものっ」

「溶けますって！　コユキちゃんも危ないですって！」

「お、お、鰹かつお屋や！　私を振り回すな、うわぁああっ！」

　みんなはもつれ合って激しく倒れ込んだ。




　美み薫かが『グランパレス有あ里り間ま』の前に降り立ったちょうどそのとき。

　広人の部屋の開け放たれた窓から、悲鳴が聞こえてきた。

「え……なに、あの悲鳴!?」

　美み薫かは雪を蹴け立たてて走り、開いた窓に駆かけ寄った。

　窓まど枠わくに手をかけ、広ひろ人との部屋の中をのぞき込む。

　そこで見えたのは──────




　倒れ込んだ広人は、顔をしかめて頭を起こした。

「……いででで……って、あれ？　ぜんぜん、痛く、ない？」

　というよりむしろ、ものすっごく、気持ちがいい。

　とてつもなく柔らかくて、むっちりたっぷり弾だん力りよくがあって、ひんやりした大きな水みず枕まくらに挟まれているようで、猛もう烈れつに幸せな感かん触しよく。

　おそるおそる、広人は目め線せんを落とす。

　すぐそこにあったのは……。

　予想通りの大だい爆ばく乳にゆう。

　目を回して倒れるミユキの迫はく力りよくの巨きよ乳にゆうだった。

「ミ、ミミ、ミユキさんっ!?」

　あわてて広人が体を起こそうとしたときだった。

　窓の方向から、不ふ穏おんな視線の気け配はいを感じた。

　そう……っと広人は顔を向ける。

　とたん、びくぅっ！　と身を縮めた。

　窓の外に立っていたのは──────美薫。

　極ごつ寒かんの視線で、こちらを見つめている。

　広人は背せ筋すじが寒くなった。

　やばい、やばい、これはとてつもなくとんでもなく途と方ほうもなくやばい。

　どう見てもこの状況、巨乳の人ひと妻づまを押し倒しているようにしか見えません！

「……最低」

　ぴしゃり。

　美薫の冷たい一ひと言ことを残して、窓は勢いよく閉まった。





☆★☆






「……あの得え体たいの知れない存在は、何だったのです」

　混乱に陥おちいった鰹かつお屋や家けから、ちゃっかり一ひと足あし先さきに抜け出した耀あき姫ひめとみっちゃんは、路ろ脇わきに止めたポルシェ９１１カレラ４Ｓの前で、難しい顔で会話していた。

「えー、あれでも一いち応おう人間だよ？　涼りよう子こちゃんは」

「いや、それもそうですが、そうではなくて」

　みっちゃんは困ったように、眼鏡めがねのブリッジをくいと上げる。

　耀あき姫ひめは眉まゆをひそめた。

「わからなかったの？　みっちゃんなら、あれの正体が見み極きわめられると思ったのに」

「あの強い気け配はいと霊れい気きからしてただの名もない妖あやかしや猫ねこ憑つきでないことはわかります。あれだけの妖しを従えられるのも普通ではない」

「そっか……やっぱ、荒っぽくやるしかないのかなあ。もう放っておけないし」

　二人は周囲を見渡す。

　雪をかぶる街がい路ろ樹じゆや、民みん家かの庭先の垣かき根ね、目に見える緑は────




　茶ちや色いろくしなびて、枯かれかけていた。




　ふうっと耀姫は暗い顔で吐と息いきをつく。

「まあ……今日きようのところは帰るしかない、か。ところでさ、みっちゃん」

　ぺんぺん、と耀姫はメタリックブルーのポルシェを叩たたいた。

「こーんなに雪が積もってるのに、車しや高こうの低いポルシェって危険じゃない？」

「趣しゆ味みですから」

　みっちゃんはさっさと運転席に乗り込んだ。耀姫が目を見開く。

「え、乗せてってくれないの、みっちゃん!?」

「あなたは」

　わずかにサイドウィンドウを開けて、みっちゃんはいった。

「今日、何回〝みっちゃん〟と呼びましたか」

「え？」

「七回です。それでは」

　エンジンをかけっぱなしだったポルシェは、静かに走り出した。

「な……!?」

　耀姫は両手のこぶしを振り上げて叫んだ。

「なによみっちゃんのどケチ！　この陰いん険けん、根ね暗くら男おとこ──────っ！」




　ビッシャアァアッ─────ッ！！！！




　雪空から落ちた雷かみなりに直ちよく撃げきされ、耀姫は目を回してぱったり倒れる。

　ポルシェは無む情じように走り去った。







[image: 第六話　片意地な彼女]




　翌よく日じつの朝。

　鰹かつお屋や家けの食しよく卓たくには、気まずく重い空気がただよっていた。

　いつもなら無む駄だに元気なねこがみさまが、こたつの前でどんより打ち沈んでいる。

　山やま盛もりおかかご飯はんも手つかずだった。




　それは昨さく夜やのことだった。

「俺おれは、まだ嫁よめをもらうつもりはないです」

　広ひろ人とは、鰹屋家の住民に向かってきっぱりといった。

　今日きよう一日のような騒ぎは、さすがにもう勘かん弁べんだった。

　部屋はめちゃくちゃだし、ミユキさんは雪だるまの正体を知って意い気き消しよう沈ちんしていたし、コユキちゃんもいっぱい泣いていたし。それに、またまた美み薫かには誤ご解かいされるし……。

　ここできちんと、自分の気持ちをいっておきたかった。

「たくさんの妖あやかしさんたちに迷めい惑わくもかけたし、もうあんなことはしないでください」

「で、でも、でも広人」

「俺は、父とうさんや母かあさんみたいないい加か減げんなことしたくないんです」

　広人はねこがみさまの言葉をさえぎった。

「いい加減なことって……」

「俺の父さんと母さんは、ずっと俺を婆ばあちゃんに預けっぱなしでした」

　広人はうつむいた。

「婆ちゃんに苦労かけ通しで、お葬そう式しきにも来なくて。恨うらむとかそういう気持ちはないけれど、親ってなんだろう、家族ってなんだろうって、俺は思ってきました」

「…………広人」

「だから結婚するなら、俺は責任をもって結婚したいです。婆ちゃんもいってました。自分の身みの程ほどを知って、地に足をつけて、ちゃんと生きていけって。俺はいま、死んだ婆ちゃんや色んな人たちに借りを作って生きているんです。そんな奴やつが嫁なんてもらえません」

　広人は手をついて頭を下げた。

　大げさかもしれないけれど、本ほん音ねだということを知ってほしかった。

「嫁探さがしはもうやめてください。お願いします、ねこがみさま」

　ねこがみさまは言葉を失った。

　守もり宮みやたちも沈ちん黙もくして見つめている。

「………………わかりました」

　ねこがみさまはたった一ひと言こと、そういった。

　広ひろ人とはほっとした。それで済すんだと思った。思ったのだけれど……。




　登校する広人が出ていく。

　しんと静かな六畳じようの部屋に、玄げん関かんのドアが閉まる重い音が響ひびき渡った。

　ねこがみさまは、こたつにぺっとり額ひたいをつけてうなだれている。

　モサコさんが心配そうにうにゃあと鳴いた。

「もう、いい加か減げんにご機き嫌げん直されたらいかが。ねこがみさま」

　天てん井じようからミミが声をかけた。ユキメや夜や刀とも心配そうにのぞきこむ。

「元げん気き出してくださぁい。今度は広人さんに内ない緒しよでこっそりお嫁よめさん探しましょうよ」

「ご飯はん食べてないのよ。ダイエットするほど、お肉ついてないのよ」

「……そなたらは」

　ねこがみさまは、うなだれたままいった。

「広人の、嫁になってくれまするか」

　天井のミミ、こたつのユキメや夜刀は顔を見合わせる。

「まあ、仕方ありませんでしょ。心地ここち良よい住みかのためなら、嫁になりますわよ」

　ミミがつんとしていった。ユキメも夜刀も大きくうなずく。

「もちろんですぅ。ユキメ、命の恩おん人じんの広人さんなら大喜びで嫁になります」

「夜刀もなのよ。夜刀も、生なま卵いっぱいくれる広人が大好きなのよ」

　ぱっと顔を輝かせ、ねこがみさまが頭を上げる。

「まことですか！　そなたら！」

「もっとも」

　ミミが喜びに水を差した。

「あの頑がん固こ者の家や主ぬしが嫁って認めてくれればですけれど」

　がっくり。

　へにょへにょと猫ねこ耳みみを垂らし、ねこがみさまはまたもやこたつにぺったり伏せた。

　ミミたちは困ったようにいった。

「そうですよねえ、結けつ構こう、広人さんってきっぱりしてますよねえ」

「あの怪あやしい雪だるまにも、怯ひるまないで真ま正面から食ってかかってましたものね」

「広人、優しいのよ。親切なのよ。でも譲ゆずらないところは譲らないのよ」

「まったくですわ。草そう食しよく系けいのくせに、意い外がいと芯しんがありますもの」

　ミミはねこがみさまを見下ろした。

「無む理りに嫁を連れてきても無む駄だですわよ。内緒で探したらよけい怒りそうですもの」

「ねこがみさま」

　守もり宮みやが口を挟んだ。

「なぜ、そこまで嫁よめにこだわるのでございますか。ねこがみさまが鰹かつお屋や家け繁はん栄えいを望んでおられるのは承しよう知ちしております。そのために神じん通つう力りきを取り戻したいのも。ですが」

「いいえ……もう、われの神通力などどうでもよいのです……」

　ねこがみさまはうなだれたまま答えた。

「われはただ、氏うじ神がみとして……広ひろ人との願いを、叶かなえたかっただけなのです」

「願い？」

　守宮たちは反はん復ぷくした。しかしねこがみさまの返事はなかった。





☆★☆






　昨さく夜やのうちに、また雪が降り積もっていた。

　広人は徒と歩ほで学校に向かう。さすがにこんな日に自転車は危険だった。

　くるぶしまで雪に埋もれつつ、広人は黙もく々もくと歩く。

　ねこがみさまの意い気き消しよう沈ちんした姿すがたを思い出し、ため息をついた。

　あそこまでがっくりされると、自分が悪いわけでなくても胸が痛む。

　しかし、穏おだやかで優しかった祖そ母ぼが信じていたとは思えない暴ぼう走そう神かみさまだ。

「そうだ、もうすぐ婆ばあちゃんの一年祭さいだっけ」

　一年祭とは、仏式でいうところの一いつ周しゆう忌きである。

　祖母が亡くなったのは、忘れもしない去年の二月、有あ里り間ま高校の受験の日だった。

　最近色いろ々いろあったせいであやうく忘れるところだった。

　ごめんよ、婆ちゃん。ちゃんとお祭りしないとな……。

「よ、今日きようは歩きだね」

　よれよれ作業着ぎのおじさんが道みち端ばたに立っている。

「あ、ども」

　広人は頭を下げて通り過ぎる。いつもの自じ縛ばく霊れいのおじさんだ。

　普通の人間なら霊など怖こわがるが、広人はあまり恐れない。

　小さい頃から見み慣なれているせいもあるけれど、祖母が常々こういっていたからだ。

　──死の世界の住民である幽ゆう霊れいより、生きた人間の方が、気き力りよくも生命力もずっと強い。

　だから、ほとんどの幽霊はまったく害はありません。

　恐れるなら、いたずらに怪かい異いに怯おびえる心に負けることを恐れなさい──と。

「雪が多いよねえ」

　のんびりとしたおじさんの声が追いかけてくる。

「だからかな、木が枯かれるんだよねえ」

「は、はあ。そう……ですね」

「あの、猫ねこの女の子が来てからだよね」

「え!?」

　広ひろ人とは振り返った。

　だが背後の雪ゆき道みちにあるのは────自分の足あし跡あとだけだ。

　心しん臓ぞうの音が大きくなる。思わず広人は足を速めた。

　進みつつ、周囲を見渡す。

　辺りの街がい路ろ樹じゆや垣かき根ねは、ところどころ茶ちや色いろく枯れかけている。だが進めば進むほど、広人のアパートから遠ざかれば遠ざかるほど、枯れている木々は少なくなる。

　どういうことだろう。これって、いったい……。

「うわっ！」

　デカくて黒くてピカピカの外がい車しやが目の前を横切った。

　広人は足を止める。いつしか学校の前までやってきていた。

　校門に横付けされた外車から運転手が現れ、後部座ざ席せきのドアをうやうやしく開ける。

　広人は思わず一歩引ひいた。

　赤いリボンを揺らして優ゆう雅がに降り立ったのは、美み薫かだ。

「あ、か、春日かすが……おはよう。そ、その、このあいだは……」

　しどろもどろに広人は声をかけた。美薫が振り返る。

「ド変へん態たい」

　出で刃ば包ぼう丁ちようみたいな一いち撃げきが来た。はぐ、と広人は息も止まる。

「女好ずきで男好きでその上人ひと妻づまも好きなんて、理解不ふ能のうの変態だわ。しかもわざわざ窓を開け放ってあんないかがわしい行為をしているなんて、これ以上ない最低の変態よ」

「い、いや、あ、あれは」

「二度とわたしの視し界かいに入らないで。声もかけないで！　変態馬ば鹿か男！」

　冷れい酷こく冷れい徹てつ超ちよう無む慈じ悲ひな目め線せんで広人を刺さし貫つらぬくと、美薫は背を向けて校門に入っていった。

　車も走り去り、広人は一人、後に残される。

「……ぐは」

　広人はがっくりうつむいた。

　怒ってる、すっごい怒ってるよ春日……どうしよう……。

　広人はよろよろ昇しよう降こう口ぐちへ歩き、のろのろ廊下をたどり、ふらふら教室へ向かう。

　教室の前で、深く、ふかーく息を吐いて、扉とびらの取とっ手てに手をかける。

　気まずい。この扉を開けるのがとてもとても気まずい。何が気まずいってもう、

「う!?」

　開けたとたん、窓まど際ぎわに座る美み薫かと目が合った。

　案あんの定じよう、ものすっごい怖こわい視線が広ひろ人とにぶッ刺ささった。

　同じクラスってことですよ！　しかも席は二つ後ろなんですよ！

　びくびくしながら席に着く広人の背に、ぐさぐさきっつい視線が突き刺さる。

　それから放課後ごまで。

　広人は生きた心地ここちもしない時間をじっくりたっぷり味わった。





☆★☆






　授業が終わった。剣けん山ざんの上に正せい座ざも同どう然ぜんの苦く行ぎようの時間も終わった。

「うわは……」

　広人はぱったり机に倒れ伏ふした。

　これってどんな罰ばつゲームだろう。しかも終りが見えませんよこの嫌いやゲーム！

　先ほど美薫は誰だれよりも早く席を立った。なのにわざわざ戸と口ぐちで振り返り、凶きよう悪あくな視線をぐさりとこちらに向けて、さっさと帰っていった。

　大きくため息をつき、広人はぼんやりと美薫のことを考える。




　……祖そ母ぼが亡くなった去年の二月。

　たった一人で途と方ほうに暮れる広人を助けてくれたのは、大おお家やである美薫の父母だった。

　十二歳さいのとき、美薫の一家に付きまとっていたイカサマ霊れい能のう者の問題を、広人と祖母が解決したことがあった。

　そのお礼だといって、葬そう式しきや後あと片付けの一いつ切さい合がつ財さいを手配してくれたのだ。

　もちろん、美薫も父母と一いつ緒しよに広人を助けてくれた。

　小学校からずっと一緒の学校だった美薫。

　美び少女でお嬢じよう様で、気き位ぐらいが高くて超ちよう気きが強い美薫。

　その美薫が、祖母の遺い品ひんの整理をかいがいしく手伝ってくれたり、頻ひん繁ぱんに食事を差し入れてくれたり、休みのあいだの学校からの連れん絡らくをまめまめしく届けてくれたりしたのだ。

　あのとき、広人は少なからず驚いた。そして彼女を見直した。

　こんな面もあるんだ。気が強いだけの子じゃなかったんだ。

　雲の上の女王様さまだと思っていたけれど、こんな親切な子だったんだ──と。




「うーむ」

　軟なん体たい動物のごとく机にはりつき、広人はうめく。

　あんな風ふうに敵てき意いを向けられるのは、やっぱりキツイ。

　誤ご解かいといえば誤解なのだが、誤解されても当然なので弁べん解かいしようがない。

　なんとかしたいが、どうすればいいのか皆かい目もく見けん当とうがつかなかった。

「おいおいおい、鰹かつお屋や！」

　名前を呼ばれて、広ひろ人とは顔を上げる。

　なぜかクラスの男子たちが続々と集まってきた。

「なんだよ、春日かすがと何があったんだよ」「なんかずーっと鰹屋にらんでたよな」「教室の空気ツンドラなんですけど」「鰹屋、なんとかしてくれよっつーかしろ！」

　命令形けいでいわれても困ります。

　広人は机の中に隠かくれたくなる。体を折りたためば入るかも。

「そういやさ、今日きようの休み時間に聞いたんだけど。鰹屋ってさ」

　一人の男子が訳わけ知しり顔でにやにやする。不ふ吉きつな予よ感かんが広人を襲おそった。

「可愛かわいい中学生の女の子と同どう棲せいしていながらなんと！」

「え、ちょっと待てよ、何を……!?」

　広人の制せい止しをさえぎって、

「春日美み薫かを嫁よめにするらしいですよ───っ！」

　とんでもない言葉が教室いっぱいに響ひびき渡った。

「本ほん気きか!?」「うっそ、あの春日を？」「マジ本気正しよう気き!?」「すっげえ！」

　うおぉおおおおおっ、と歓声が上がった。

「しかもしかも、衆しゆう人じん環かん視しの中で嫁になれって直接いったそうです！」

「すげえ、すげえ度ど胸きようだ！」「勇ゆう者しやだ！　勇者爆ばく誕たんだ！」

　うわあああああっ、とまた歓声が上がった。

「春日と中学生のどっちが本ほん妻さいだよ！」「そりゃ春日も怒るよ、日本は一いつ夫ぷ一いつ妻さい制せいだぞ」

「すっげマジ尊そん敬けいっす鰹屋さん！」「中学生と同棲なんて淫いん行こうだぞ、この変へん態たい！」

「待て！　どこからどうしてそんな話になってるんだよ、聞け、聞いてくれっ！」

　円えん陣じんの中央で、広人は一人青あおくなったり赤くなったり叫んだり。




「……馬ば鹿かじゃないの」

　教室の戸口から中をのぞいて、美薫はつぶやいた。

　忘れ物を取りにきて、広人が囲まれている場面に出くわしたのだ。

　どうやら自分のことが話題になっているらしい。

「だから男子って馬鹿で大だいっ嫌きらい。子どもっぽいしくだらないことですぐ騒ぐし」

　美薫がつんと顔を上げたとき、誰だれかの大おお声ごえが耳に飛び込んできた。

「よく春日を嫁にするなんていえるよなあ。あんな怖こわい女」

（な……!?）

　美み薫かは怒いかりでカッと体が熱くなった。しかし無む神しん経けいな言葉はさらに続く。

「ホント、超ちようきっついよな、春日かすがって」「きついってか、あそこまでいくと怖こわすぎだ」

「いくら顔がよくても勘かん弁べんだよな」「あれじゃ女どころか人としてヤバいっつか」

　どっと笑い声が上がる。美薫がいるのを知らないとはいえ、いいたい放ほう題だいだ。

　美薫は陰かげ口ぐちが大だい嫌きらいだった。

　強気で口も達たつ者しやな性格だから、昔から周りに反発されて悪わる口ぐちをいわれてきた。その度たび面と向かっていい返してきた。小学生のときは男子と取っ組み合いの喧けん嘩かまでした。

　いってやる。いまから直接文もん句くをいってやる。謝るまで絶対に許さない！

　本人の目の前でもう一回いってみなさいよ！　そんな度ど胸きようもないくせに！　って。

　こぶしを握りしめ、美薫は憤ふん然ぜんと足を踏み出す。

「そんなことないよ」

　広ひろ人との言葉が響ひびいた。

　はっと美薫は足を止める。

「本当はとても親切なんだ、春日は。そんな嫌いやなヤツじゃないよ」

　教室は静まり返る。だが次の瞬しゆん間かん、ぶわっと場が沸いた。

「ちょ、男おとこ気ぎ見せるじゃん！」「それ本ほん気きでいってんの？　やっぱ嫁よめだからですかぁ？」

「惚ほれるよ、鰹かつお屋やくん。嫁をかばうなんて格かつ好こういいよ！」

　広人が何か答えかけたが、すぐさま笑い声にかき消された。

　美薫は黙だまって聞いていた。

　ぐっと唇くちびるを嚙かみしめて一歩下がると、くるりと背を向けてその場を離れる。

「……なによ」

　早足で廊下を歩くうちに、むかむかと怒りがこみ上げてきた。

「なによ、なによなによ、なによ広人の馬ば鹿かっ！」

　どうしてわたしをかばうの？

　かばったらもっとからかわれるの、わかってないの？

　馬鹿。お人ひと好よしの馬鹿。本当に考えなしの大おお馬鹿。

　どうしてあんな考えなしのことができるの。どうして、どうして──！

　美薫の足が止まった。

　床を見つめて、きゅっとこぶしを握る。

　そうだ。そういうひとなのだ、彼は。以前からそうだった……。




　あれは十二歳さい──美薫と広人が小学校六年のときのことだ。

　あの時分、春日家けは何をやっても上手うまくいかなかった。

　父の事業も、母が所有する土地でも、トラブルが続いていた。

　そんなときに現れたのが、小さな宗しゆう教きよう団体を束たばねる霊れい能のう者。

　長なが引びくトラブルと、歴史ある名めい家かにありがちな信しん心じん深さにつけこんで、霊能者はお祓はらいだのお布ふ施せだので春日かすが家けから金を引き出した。

　一家の中で、美み薫かだけは子どもながらに真まっ向こうから父母に反対した。

　だが霊能者は『娘むすめには悪あく霊りようが憑ついている』と断だん言げんし、美薫の学校まで追いかけて、放課後ごに待ち伏ぶせしたのだった。




『悪霊に取り憑かれておる！』

　恐ろしい形ぎよう相そうで、霊能者は美薫に向かってお祓い用の大おお幣ぬさを振り回した。

　その頃、運転手は解かい雇こ中で、美薫は徒と歩ほで通学していた。

　守ってくれる者はなく、誰だれもが遠とお巻まきにして見み世せ物もののように眺ながめるばかりだった。

『噓うそばかりいわないで』

　美薫は白しろ装しよう束ぞくの霊能者をにらみつける。

『でたらめばかりいって弱みにつけこんで。わたしはあなたなんて信じないから』

『そこが悪霊憑きたるゆえんじゃ！』

　中年の霊能者は口くち汚ぎたなく罵ののしった。

『不ふ信しん心じん者しやの言げん動どうも悪霊がなせる業。いまここで成せい敗ばいしてくれようぞ！』

『い、いやっ、やめて！』

　腕をつかまれ、大幣を振り上げられて、美薫は身をすくめた。

　しかし振り下ろされたはずの大幣は、鈍い音で止められた。

『いったぁ……』

　顔を上げると、目の前に一人の男子が立っていた。

　真っ向から大幣を叩たたきつけられ、額ひたいを押さえてうめいている。

『え……鰹かつお屋や、くん？』

　そこにいたのは広ひろ人とだった。

　意い外がいな相手に、美薫は目を疑った。

　霊れい感かんがあると噂うわさされ、気き味み悪わるがられているわりに、優しそうで人の良さそうな、ちょっとばかり間が抜けてそうな彼が、自分をかばっているなんて。

　広人は頭を振ると、霊能者に向かっていった。

『春日には悪霊なんて憑いてないですよ』

　美薫に見えたのは、あっけにとられた霊能者の顔だった。

『馬ば鹿かな。娘をかばって噓うそをついても無む駄だじゃ！』

『あなたこそ噓をいってます』

　広人はきっぱりといい返した。

『彼女の周りに悪あく霊りようなんていない。俺おれには見えない。だから』

　広ひと人とは断だん言げんした。確かな声で、微み塵じんの怯ひるみもなく。

『噓うそをついているのは、あなたです』




　そのあとしばらくして、霊れい能のう者は詐さ欺ぎ罪ざいで逮たい捕ほされ、宗しゆう教きよう団体も解かい散さんした。

　どうやら広人の祖そ母ぼの協力で、イカサマを見み破やぶられたせいらしい。

　美み薫かも、美薫の父母も、鰹かつお屋や家けの二人に感謝した。

　そしてこの一件で、美薫は広人のことが気になり始めた。

　彼のことが知りたくなった。近づきたくなった。

　お人ひと好よしな言げん動どうや、優しげな外がい見けんからは分からない彼の強さを、もっと知りたかった。

　でも気の強さが災いして、顔を合わせてもきつく当たるしかできなかったけれど。




「……もう、全然わかんないっ！　広人の馬ば鹿かっ！」

　吐き捨てて、美薫はきゅうっと唇くちびるを強く嚙かむ。

　広人のことが分からない。

　ずっと抱いていた印いん象しようと、先せん日じつ見た光景が、まったく一いつ致ちしない。

　だから混乱して、腹立たしくて、そして哀かなしかった。

　哀しさの意味も分からなくて、ますます腹が立って、もっともっと混乱した。

　怒りと混乱に突き動かされ、美薫はやみくもに早はや足あしで校舎の外へ出ると、校門前まえで待っていた車に黙だまりこくって乗り込んだ。

　車は雪ゆき道みちをゆっくりと走り出す。

　その鈍さに少しばかり苛いら立だって、美薫は窓の外の雪景げ色しきに目を移した。

　今日きようはこれから耀あさ姫ひめ神じん社じやで神楽かぐらの練習だ。

　本ほん番ばんの巫女みこ神楽まであとわずか。もっともっと練習に身を入れなくてはならない。

　もっとも、本当に神楽が開かい催さいできればの話だけれど……。
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　しつこくからかうクラスメートを振り切って、広人はやっと学校の外に出た。

「まあ、からかわれるのも仕方ないよなあ」

　広人はぽりぽりと頭をかく。

　あの場面で美薫をかばったら、どうなるかわかりきっている。

　それでもなぜか、間違っていると思うことは黙っていられないのだ。

　さっきもそうだし、朝方、ねこがみさまに自分の本ほん音ねを告げたときもそうだ。

　この辺り、優しいが毅き然ぜんとしたところもあった婆ばあちゃんゆずりなのかもしれない。

「そういや、ねこがみさまはどうしてるかなあ」

　いつも通りの彼女に戻ってくれているといいのだが。

　あんなに落ち込むほど、なぜ嫁よめ探さがしに熱を入れるんだろう。

　たしかに鰹かつお屋や家け繁はん栄えいのために失われた神じん通つう力りきを取り戻したいといっていた。

　でも、本当にそれだけなんだろうか……。

　除じよ雪せつされて歩きやすくなった道をたどりつつ、広人は息をつく。

　ふいに携けい帯たいが鳴った。広人はあわてて応おう答とうする。

『やほ』

　耀あき姫ひめの軽いあいさつが聞こえてきた。

『氏うじ子こさん、もう学校終わった？』

「あ、はい。いま出たとこですけど」

『ちょうど良かった。あのさ、話があるから耀姫神じん社じやまで来て』

「え？　話って……」

『さっきお宅に寄って、馬ば鹿か猫ねこも連れ出したから。じゃ、待ってるね』

　電話は切れた。広ひろ人とはまじまじと携帯を見つめる。

　ねこがみさまも一いつ緒しよ？　ってどういうこと？

　広人はもたもたポケットに携帯をしまうと、急いで走り出した。

「はぅわ！」

　しかし雪で滑すべって思い切り顔から転んでしまった。




「んー、これでよし。氏子さんとは神社で合流よね」

　耀姫は携帯をぱくんと畳たたんで振り返る。

　背後では、ジャージのねこがみさまがもたもた歩いていた。

「ん、ん、んむ、な、なんと雪ゆき道みちは歩きにくいので……はにゃぅ！」

　べっしゃり、とねこがみさまは顔から転ぶ。

「ちょーっと。転んだ拍ひよう子しに猫ねこ耳みみ出てるよ」

　耀姫は雪に埋もれたねこがみさまの頭をぺしっと叩たたく。

　へにょん、と猫耳が垂れて引っ込んだ。しかしねこがみさまは起き上がらない。

「ねえ、だいじょうぶ？　転んで雪で窒ちつ息そく死しなんて勘かん弁べんしてよね」

「耀姫」

　ばふ、とねこがみさまは雪まみれの顔を上げる。

「話とはなんなのです」

「だーかーら。氏子さんと合流したら話すって」

　ねこがみさまはちょっと視線を落とす。

「そうですね。われも、そなたに訊ききたいことがあります」

　やけに深しん刻こくな声に、耀あき姫ひめは眉まゆをひそめた。

「いいけど、なによ」

「…………教えてくれませぬか」

　ねこがみさまは耀姫を見上げた。

「そなた、いっておりましたね。神と妖あやかしの違いは、人間に祀まつられて崇あがめられ、信しん仰こうを集めているか、そうでないかであると。それならば」

　真剣な瞳ひとみで、ねこがみさまは耀姫を見み据すえる。

「信じてもらえなくなった神は、どうなるのです？」

「え？」

　意い外がいな問いに、耀姫は面めん食くらった顔になる。

「そ、そりゃ、人間にとっての神さまじゃなくなるよね。祟たたり神になったり、元の妖しになったり、あるいは……忘れられて消え去ったり。まあ、あくまで人間にとって、だけど」

「忘れられて、消え去る……」

　ねこがみさまは深くうつむいた。それっきり押し黙だまる。

　耀姫は口を開きかけて、ふとやめた。視線を宙に向ける。

　ねこがみさまは気がついて、同じ方向を見やった。

「あ────!?」

　勢いよくねこがみさまは立ち上がった。

　そばの立ち木から、はらはらと枯かれ葉が雪の上に落ちてくる。

　振り向くと、歩いてきた道の並なみ木きがどれも白しら茶ちやけて枯れかけていた。

　ねこがみさまは胸を押さえた。

　その顔は青ざめて、小さな肩は震えている。

「……行こう。いつまでもここにいたって、冷えるばっかりだから」

　耀姫が淡たん々たんと促うながした。はっとねこがみさまは不安げな瞳を向ける。

　しかしそれ以上の言葉はない。

　ねこがみさまはうつむき、唇くちびるを引き結ぶ。そして、ゆっくりと足を踏み出す。

　二人の少女神かみさまは、相あい前後して、雪を踏みしだいて歩き始めた。
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　雪まみれになって、広ひろ人とは耀姫神じん社じやまでやっとたどり着いた。

「あれ？」

　広ひろ人とは目をみはった。

　神じん社じやの前の駐ちゆう車しや場じように、でっかい黒い外がい車しやが停まっている。あれは美み薫かの家の車だ。

　少しばかりびくびくしつつ、大おお鳥とり居いに向かう。

　情なさけないが、美薫と顔を合わせるのがいまは怖こわかった。

「あ、ねこがみさま」

　大鳥居の前で、ねこがみさまが背せ伸のびして大きく手を振る。耀あき姫ひめも一いつ緒しよだ。

　ねこがみさまは雪を蹴け立たてて走ってくると、

「わ、うわっ!?」

　飛び込むようにして広人に抱きついた。

　抱きついて、そしてぐりぐりと頭を広人の胸にこすりつける。

「ど、どうしたんですか。ねこがみさま」

「……なんでもありませぬ。ただ、こうしたいだけなのです」

　ねこがみさまは、広人にぎゅうっとしがみついた。

　まるで、散さん々ざん迷まい子ごになったあと、やっと親を見つけた子どものように。

　広人は首をかしげる。だが、よしよしとねこがみさまの頭を撫なでてやった。

　そこへ耀姫が近ちか寄よってくる。

「二人とも来て。神社の中で話すから」

　そういって耀姫は手て招まねきする。広人とねこがみさまは顔を見合わせた。

　二人は手をつなぎ、耀姫のあとについて大鳥居をくぐる。そのとたん、

「────!?」

　広人はぞわっと総そう毛け立だった。

　ただでさえ寒いのに、鳥居をくぐったとたん、一気に温度が下がった気がした。

　ねこがみさまもぶるりと震え上がり、広人の腕にしがみつく。

「な……なんです、寒い……」

　広人は震えるねこがみさまの肩を抱き寄せると、前を歩く耀姫に訊きいた。

「耀姫さん、あの……!?」

「いいから、ついてきて」

　耀姫は言葉少なにそういうと、立ち止まらず歩いていく。

　仕方なく、広人とねこがみさまは慎しん重ちように足を踏み出した。

　鎮ちん守じゆの森もりの木こ立だちを貫つらぬく石いし畳だたみの参さん道どうを、三人は無む言ごんで歩いていく。

　ふと、広人は違い和わ感かんを抱いた。

　神社内ないは、積もった雪の量が尋じん常じようではなかった。

　参道は人が通れる分だけ除じよ雪せつされているが、寄せられた雪の山は腰ぐらいまでの高さがある。鎮守の森の木々も深く雪をかぶって枝が雪の重みで垂れ下がっている。

　しかもよく見ると、ところどころ白しら茶ちやけて枯かれかけた木もあった。

　まるで、この神じん社じやだけ冬が深いように……。

　広ひろ人とも、ねこがみさまも、不安に耐えるように身を寄せ合って進んだ。

　途と中ちゆう、大きな石せき碑ひの前を通り過ぎる。石碑にはこう刻きざまれていた。




『早はや宮みや神じん社じや　奥おく社しや祭さい神しん……天あめの手た力ぢから雄おの命みこと、天あめの鈿うず女めの命みこと、天あめの児こ屋やねの命みこと　上かみ社しや祭神……菅すが原わら道みち真ざね公こう　下しも社しや祭神……八や頭ず龍りゆうの大おお神かみ』




　ねこがみさまが立ち止まり、石碑を見上げる。

「んむ？　主しゆ祭神は耀あき姫ひめではないのですか。そなたの名はどこに記されているのです」

「産土うぶすな神がみのあたしは〝八頭龍大神〟よ」

　耀姫が振り返り、さらっととんでもないことをいった。

　広人は耀姫にまつわる伝説を思い出す。

　入じゆ水すいした耀姫は死後、龍りゆう神じんとなって天に昇のぼった──といういい伝えを。

「早宮神社には、奥社・上社・下社の三つの社やしろがあるの。一番古ふるい奥社で祀まつられているのが主祭神で、それがアメノタヂカラ、アメノウズメ、アメノコヤネの三み柱はしらの神。アマテラスの岩いわ戸と隠がくれで貢こう献けんした神よね」

　耀姫が説明する。

「ん……」

　ねこがみさまは物もの思おもわし気げにじっと石碑を眺ながめた。

「行きましょう。先に何があるか、気になりますから」

　広人が促うながした。

　ねこがみさまは広人の手を握り、石碑を振り仰あおいでから、歩き出す。

　二人は耀姫の後について、木こ立だちの真まん中なかを通る参さん道どうを歩き続けた。

　進むにつれて、寒さはどんどん増していく。

　雪に足を取られるねこがみさまを助けて、広人は進み続ける。

　やがて常じよう緑りよく樹じゆが途と切ぎれて前方が開いた。

「あれ!?」「え……!?」

　広人とねこがみさまは声を上げた。

　目の前に広がるのは、子こ猫ねこだったねこがみさまを拾った梅ばい園えんだ。

　そこに立ち並ぶ梅うめの木々は────




　どれもみな、青白く立ち枯れかけていた。
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　広ひろ人とはぼう然と梅ばい園えんを見回した。

　どの梅うめの木も生せい気きがなく、枯かれかけている。

　ねこがみさまを拾ったときは、花はついていなくとも幹みきはしっかりしていたのに。

「そんな……俺おれがついこの前まえ見たときは、こんなじゃなかった」

「ここ最近、急に枯れてきちゃったの」

　梅の木に手を触ふれて、耀あき姫ひめが重い声でいった。

「これじゃ花は咲かないよね。巫女みこ神楽かぐらも……どうかな」

　ねこがみさまは無む言ごんだった。

　何かを感じるように、広人の腕にぎゅっとしがみつく。

「寒いからさ、社しや務む所しよまで来て」

　耀姫に促うながされ、二人は神じん社じやの社務所に向かう。

　参さん道どうの向こうに社務所が見えてきた。

　裏うら口ぐちへ回り、耀姫が扉とびらに手をかけようとしたときだった。

「……いいわよ、わたしが巫女役やくを降りればいいんでしょう!?」

　美み薫かの声が響ひびいてきた。

「春日かすが？」

　広人は驚いた。ねこがみさまと耀姫も不ふ審しんそうに視線を交わす。

　なおも別の声が聞こえてきた。

「まあまあ、落ち着いてくださいよ、春日のお嬢じようさん」

　なだめるような中ちゆう年ねんの男の声だ。

「氏うじ子こ会の世せ話わ役やくさんたちだ。けっこう、うるさ方なんだよね」

　耀姫が扉を開ける。その向こうは小さな和室だった。

　車くるま座ざに座る男たちと、その前に立つ美薫が、驚いたように一いつ斉せいに振り返る。

「ちょっとぉ、なにかあったの？　面めん倒どうはごめんなんだけど」

　耀姫が腰に両手を当て、偉そうにいった。

「ああ、お騒がせして申もうし訳わけない」

　男の一人がにこやかにいった。

「いや、ちょっとね。梅園の梅のことを話していたんですよ。梅の花は巫女神楽の目め玉だまですからねえ、咲かないのは困ると心配していただけで」

「噓うそばっかり！」

　美み薫かが食ってかかった。大の男相あい手てだろうがまったくひるむ様よう子すもない。

「いったでしょう。去年は咲いた梅うめの花が咲かないのも、梅の木が枯かれたのも、あまつさえ有あ里り間まの街で木々が枯れてきてるのも、このわたしが巫女みこ役だからだって！」

「いや、だからそこまでは……」

「もう、いいです！」

　広ひろ人とがはらはらしつつ見ていると、美薫が叫んだ。

「どっちみち、パパが無む理りやりわたしを巫女役やくに推おしただけなんだもの。わたしのせいで梅の花が咲かない、巫女神楽かぐらが上手うまくいかないっていうなら、喜んで巫女役を……」

「それは違うぞ春日かすがぁっ!!」

　突とつ如じよ、和室の奥の襖ふすまが開いた。

　みなは動転して腰を抜かす。なんと襖の向こうに現れたのは、

「りょ……涼りよう子こ部長!?」

　名前を呼ぶのが精いっぱいだった。

　そこにいたのは生活科学部ぶのトンデモ部長、旭あさひ丘がおか涼子だった。

　だったのだがその格かつ好こうは、

「木ぃ!?」

　広人とねこがみさまと美薫と耀あき姫ひめは同時に叫んだ。

　木だった。

　何をいってるのかさっぱりわからないとお思いでしょうがたしかに涼子部長は『木』だった。つまり『木』の着ぐるみだった。

　あれです。学芸会ではずれの端は役やくの子がやっている『木』です。

　茶ちや色いろくて枝がいっぱいついてて、幹みきに穴が開いてそこから顔が出ています。ご丁てい寧ねいに根っこまでついててばったんばったん動いています。枝もぶんぶん振り回しています。

「いいか、春日！　それは認にん知ち的不ふ協きよう和わ理論に基づく根こん拠きよのない発言だ！」

「に、認知的不協和理論？」

「そうだ、社会心理学がくの認知的斉せい合ごう性せい理論のひとつでフェスティンガーの理論だ！」

　しかもまたいきなり無む駄だに熱い演説を始めましたよこの木。

「人間は己おのれに不ふ都つ合ごうな状況あるいは原因不ふ明めいな状況を己に都合よく納なつ得とくするために理論づけ及び動どう機きづけするのだ。雨あめ男おとこ雨あめ女おんなという言葉があるだろう。楽しみにしていた旅行などで雨が降った場合、人は落らく胆たんし不満を感じる。しかし旅行メンバーの中にたまたま以前一いつ緒しよに旅行に行った際に雨に降られた女性がいたとする。すると人は旅行と雨とその女性との関連が印いん象しよう強かっために雨と女性とを結びつけ『あのひとは雨女だから雨でも仕方がない』と考える。雨という人間には関かん与よ不可能な状況について、己の不満や不安や居い心地ごこちの悪さを解消するためにそんな不ふ合ごう理りな考え方をするわけだ。つまりこの場合！」

　涼りよう子こ部長はひと際きわ声を張り上げる。

「梅うめの花が咲く咲かないのと春日かすがが巫み女こ役やくをするしないのとは、まったく、何一つ、これっぽっちも！　関連性せいはないっ!!　だがそんなに梅の花が見たいというならば！」

　涼子部長は激しく激しくぶんぶん枝を振り回した。

「私が、梅だぁ────────────っ！！！！」

　ぶぁっさぶぁっさ。

　あっ、それ梅だったんだー。

　氏うじ子こ会かいのおっさんたちはぽかんと口を開ける。

　こんなのが梅の木なら、梅の花なんて一いつ生しよう見なくてもいいよねえ、という気持ちで心しん中ちゆう一いつ致ち団結していたに違いない。

「涼子ちゃんてば……」

　耀あき姫ひめは、諦あきらめと哀あわれみの混じったなんとも形容しがたい表情を浮かべて歩み寄った。

「さ、行こうね、行こうね」

「いいか、覚えておくがいい！　この私こそが現代における花はな咲さか」

「うんうん。さ、しまっちゃおうね、しまっちゃおうね」

　ぱったん。

　暴あばれる梅の木とそれを抱きかかえる耀姫は閉まる襖ふすまの奥に消えた。

　後には真まっ白しろい空気だけが残る。

　はっと広ひろ人とはわれに返った。

「二人とも、いまの内に出よう」

　広人はねこがみさまと美み薫かを促うながし、氏子会の人たちを放って社しや務む所しよの外へ出た。

　外に出た美薫は、毒どく気けを抜かれたような顔でぼんやりしている。

「春日……あの、あんまりさ。気にしない方がいいよ」

　広人はおずおずといった。

「部長がいったみたいに、あの人たちは自分の心配とか不安を紛まぎらわせたいだけで……」

「下手へたな慰なぐさめなんていらない」

　尖とがった声で美薫は答えた。

　全身棘とげだらけみたいな彼女に困り果て、広人は無む理りやり口を開いた。

「え、えっと、このあいだは……あの、変なところ見せちゃってごめん」

　ぴく、と美薫が反応した。広人は気づかず話し続ける。

「その、お見み舞まいのときもさ。せっかく心配して来てくれたのに」

「心配なんかしてないっ！」

　いきなり美薫がきっつい声で叫んだ。

　広人はビビって飛び上がる。

「誰だれが心配するものですか、馬ば鹿か広ひろ人とのことなんか！　電話で死ぬなんていうからよ。うちのアパートで死し人にんなんか出されたら迷めい惑わくだから見に行っただけ、それだけ！」

　恐ろしい剣けん幕まくで美み薫かはまくし立てる。

「なのに、あんないかがわしいところを見せつけるなんて信じられない。本当、気持ち悪くて虫むし唾ずが走るわ。もう金こん輪りん際ざい、わたしに関わらないで。話しかけないで。絶対に近寄らないで！　広人みたいな最低最さい悪あくのいやらしい変へん態たい馬鹿男おとこ、どうなったって知るもので──」

「いい加か減げんにしやれっ！」

　ねこがみさまが激しく割って入った。

　美薫が目を見開いて後ずさる。広人もびっくりした。

「広人は謝ったではないですか。そなたを気き遣づかっているではないですか。それなのに、なんというひどいことを……！　広人は断じて、最低最悪などではありませぬっ！」

　小さなこぶしをぎゅっと握り、ねこがみさまは美薫をにらみつけた。

「広人は、行き場を失ったわれを救ってくれました。己おのれの身みも顧かえりみず、寒さに震えるわれに服を着せてくれました。心細ぼそいときには抱きしめて頭を撫なでてくれます。そばにいるだけで、われを幸せにしてくれるのです！　なのに、なのに……」

　ねこがみさまは半はん泣なきの声になる。

「そなたの勝かつ手てないい草、絶対絶対、絶対に許せませぬ！」
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「あ……あなた」

　言葉もない美み薫かに、ねこがみさまは小さなこぶしを振って、力いっぱい叫んだ。

「広ひろ人とは立りつ派ぱな人間です。この上なく優しく、強く、素晴らしい男子です。もう、もう、そなたにも、誰だれにも分からずともよい、われだけはちゃんと知っておりまするっ！」

「もういい、もういいですって！」

　広人はあわててねこがみさまの口をふさぐ。

「もぐもががが、もごがっ、もぐ──っ！」

　暴あばれるねこがみさまを、美薫はぼう然ぜんと見つめていた。

　だが、ふいに悔くやしそうにそっぽを向く。

「……あのさ、春日かすが」

　広人は静かにいった。

「悪かった。そうだよな、婆ばあちゃんが亡くなったとき……春日の家に迷めい惑わくかけたもんな」

　はっと美薫は息を吞んだ。ねこがみさまも暴れるのをやめた。

　広人は淡たん々たんと言葉をつないだ。

「春日が思ってるようなことは、何もないから。他のみんなは、ねこ……猫ねこ神がみりんちゃんと同じで、ちょっと事情があって居い候そうろうしてるだけなんだ。信じてもらえないだろうし、誤ご解かいされても当然だけれど、いかがわしいことなんて何もないよ」

　広人は真まっ直すぐに美薫を見つめた。

「春日がどんなつもりでも、風邪かぜひいてる俺おれの様よう子すを見に来てくれたことに変わりはない。お見み舞まい……ありがとう。嫌いやな想いさせて、ごめん」

　きゅっと美薫は唇くちびるを嚙かみしめた。

「……………………ばかっ」

　小さくつぶやいて、美薫は身をひるがえす。

　そして紅あかいリボンをなびかせて、雪の積もった参さん道どうを走って行ってしまった。

　広人は無む言ごんでその後ろ姿すがたを見送る。

　ねこがみさまは広人を見上げた。どことなく哀かなしげな彼の横よこ顔がおに、さきほどの勢いはどこへやら、ねこがみさまは急に意い気き消しよう沈ちんして肩を落とした。

「ねえちょっと、修しゆ羅ら場ば終わった？」

　耀あき姫ひめの声がした。振り返ると、いつの間にか彼女がすぐ後ろに立っている。

「よけいなとこまで見せちゃったな。まー、色々あるのよ」

「え……色々って？」

「美薫さんのお父とうさん、市し会かい議員でしょ。神じん社じやへの寄き付ふを住民に呼びかけたり、成り手がなかった巫み女こ役やくに娘を推おしたりしてくれたの。でも、市長選せんに出るから名を売りたいのかって、氏うじ子こ会の人たちが邪じや推すいしてるわけ。公こう選せん法ほうに触ふれるとかさわぐ人もいるし」

　耀あき姫ひめは首を振った。

「美み薫かさんもさ、気は強くても真ま面じ目めで責任感かん強つよいから、巫み女こ役やくをちゃんと果たそうってお神楽かぐらを一生懸けん命めい習ってたけど、やっぱ難なん癖くせつけられたら面白くないよね。で、それを涼りよう子こちゃんが聞きつけて、勝かつ手てに押しかけてきたの。もー、たまんないよ」

　広ひろ人とは呆あきれる。

　さすが涼子部ぶ長ちよう。毎まい度ど毎度、よく無む理りやり関係してくるなあ。

「それもこれも……さ、春が遅いせいよね」

　耀姫はふうっと深い深い息を吐くと、梅ばい園えんを見つめた。

　広人も視線を向ける。冬空の下に広がる枯かれかけた木々は、ひどく寒さむ々ざむしく見えた。

「……耀姫」

　ねこがみさまが口を開いた。

「そういえば、話をまだ聞いておりませぬ」

　耀姫は答えない。腰に手を当て、どこかをにらんでいる。

　ねこがみさまは、かすかに震える声でさらに訊きいた。

「それは……もしやあの梅園に、関係するのですか」

　広人はどきりとした。

　嫌いやな予よ感かんに胸が重おも苦くるしくなった。

　無む言ごんだった耀姫は、ふうっと大きく息を吐いた。

「氏うじ子こさん」

「はい？」

「その化ばけ猫ねこを拾ったのって、ここの梅園よね」

　広人とねこがみさまは、大きく目を見開いた。

「ちょうどね、梅うめの木が元気がなくなってきたのも……その頃からなのよね」

「あ──!?」

〝……猫の女の子が来てからだよね……〟

　耳の奥で、その言葉が陰いん々いんと響ひびき渡る。

　風が出てきた。

　神じん社じやを囲む鎮ちん守じゆの森の梢こずえが不ふ穏おんにざわめいた。

　陽ひが森の端はしに落ちて、石いし畳だたみの参さん道どうに影が長く伸びていく。

　耀姫の影もゆっくりと動く。広人はそれに目め線せんを落とした。

「…………っ!?」

　とたん、ぞっとした。

　参道の石畳に落ちる耀姫の影。それは────

　人ではない。

　ゆらめき、次し第だいに大きくなっていく影。

　八つの首を持つ、巨きよ大だいなその影は…………。

「西にし東京市で有あ里り間ま区だけなのよね、こんなに雪が深いの」

　耀あき姫ひめの重い声が響ひびく。

「気温もどんどん下がってる。二月に入ってからますます雪が降り積もってる。梅ばい園えんだけじゃない。有里間のあちこちも、鎮ちん守じゆの森も、どんどん枯かれてきてる。それって」

　耀姫は、ゆっくりと、振り向いた。

　陰りを増す夕暮れの冬空の下、その瞳ひとみは、炯けい々けいと光っている。

「……なぜだと、思う？」

　広ひろ人ともねこがみさまも声がない。

　口の中が乾き、言葉は乾いたのどに貼はりついて出てこなかった。

「われの……せいというのですか」

　いまにも風にかき消されそうなかすかな声で、ねこがみさまがいった。

「でも、でも……われは広人を守る氏うじ神がみではないのですか。ずっと、そう思って、そのかすかな記き憶おくにすがってここまで来たのに……！」

「自分の名前も、正体すらもわからない神って、あり得ない」

　冷たい声が響いてきた。

「存在するだけで危険な妖あやかしもいる。天てん変ぺん地ち異いを起こす荒あら魂みたまって可能性もある」

「そ──そんな」

「無む邪じや気きに人間に懐なつくあんたを祓はらうのは、気が進まなかった。でも、もう限界」

　濃くなる夕ゆう闇やみの中で、耀姫の瞳ひとみは恐ろしい輝きを放っていた。

「このままにしておいたら、有里間の外にまで冬は広がる。木々が枯れるだけじゃない、人の命もきっと枯れていく……あんたの大事な、氏うじ子こさんもね」

　ねこがみさまは凍りついた。

　広人の手を握る手が一気に冷たくなったのを感じた。

「高たか天まが原はらの天あま津つ神かみたちは地上のことなんて見向きもしないから、産土うぶすな神がみのあたしが動かなきゃならない。ああ、面めん倒どう。ほんとめんどくさいし、気が進まない……」

　耀姫の片手が上がる。

　それと同時に、地面でゆらめく影が伸びていく。

　いくつもの首をもたげ、影はぐわりと顎あごを開いた。

　凍りつくねこがみさまに向かって。

「ま、まま、待ってください！」

　震える足で広人は一歩前まえに出た。

　ぴたりと地面の影が止まる。

「そんな、それじゃいいがかりですよ！　本当にねこがみさまが元げん凶きようなんですか。ただ現れた時期と木々が枯かれてきた時期が一いつ致ちしてるだけじゃないですか。涼りよう子こ部長がいったのと同じ、原因がわからないから、ねこがみさまと結びつけてるだけじゃないんですか！」

　耀あき姫ひめの光る瞳ひとみが、ゆっくりと広ひろ人との全身を値ね踏ぶみするように眺ながめまわす。

　ふ……っと、その光が消えた。と思ったら、

「んー、ダメかあ」

　態度豹ひよう変へん。いつもの軽い調子に戻った。

　あまりの変わりっぷりに、広人もねこがみさまもあ然ぜん。

　耀姫は、広人にしがみつくねこがみさまをしげしげと見つめた。

「ちょっと脅おどかしたら泡あわ食くって正体出だすかと思ったんだけど、な」

「え？」

　広人とねこがみさまは瞬まばたきした。

「あ、あの……もしかして、ねこがみさまを試したってことですか？」

「どうかな。見込み違いだったかな……」

　はっきりと答えず、耀姫はひらひらと手を振った。

「無む駄だ足あし踏ませちゃったよね。もう帰っていいよ。それじゃ」

　呆あつ気けに取られる二人を置いて、耀姫は奥おく社しやの方角へと歩いていった。

　その背中が夕ゆう闇やみに消える。

　気づけば冬の陽ひはとうに落ちて、夕闇は深い夜の闇へと変わっていた。





☆★☆






　冷気が肌はだを突き刺さす。

　道を照らす街がい灯とうの光は弱く、足元も見えないほどに暗い。

　ともすれば雪に足を取られて転びそうになり、広人とねこがみさまは、手をつなぎ、身を寄せ合って家いえ路じをたどった。




　広人は、少しばかり乱らん暴ぼうな足運びで雪を踏みしめる。

　もやもやとした想いが胸にわだかまっていた。

　いきなり謎なぞを突き出され、また唐とう突とつに『答えなんかない』と引っ込められた気分だった。

「……？　ねこがみさま？」

　隣となりを歩いていたねこがみさまが足を止めた。広人は振り返る。

　ねこがみさまは肩を落とし、うつむいていた。

　震える声が、うつむいた顔から落ちた。

「広ひろ人と……われは……広人の家に帰っても、よいのですか」

「なにを──!?」

　広人は駆かけ寄った。だがねこがみさまは顔を上げない。

「もしも、われが春を遠ざけている原因なら……」

「そんな馬ば鹿かな！」

　わざと苦く笑しようして広人はいった。

「耀あき姫ひめさんのいったこと、証しよう拠こもなにもありません。気にしちゃだめですよ」

「でも」

　ねこがみさまは広人を見上げた。

　そして、いまにも泣き出しそうに、くしゃっと顔を歪ゆがませた。

「でも、でも……もしもわれのせいなら、木々だけではない、人の命を……広人の命をも、枯からせしまうかもしれぬのでしょう？」

　怯おびえるように顔をこわばらせ、ねこがみさまはいいつのる。

「耀姫もいっていました。神さまを公こう言げんするのはうさんくさいと。広人も最初、いきなり現れて神さまじゃといわれても信用できぬといっていたではないですか。われ自身も、自分がどういう存在かわかりませぬ。なにより、われには神じん通つう力りきなどない……」

　ねこがみさまは深くうつむいた。

「大事な氏うじ子こであるはずのそなたに……どんな御ご利り益やくももたらせませぬ」

「それは……」

　広人は次の言葉が上手うまく出てこない。

　どういっていいかわからなくて、開きかけた唇くちびるが震えてしまう。

「俺おれは、ねこがみさまが危険な存在だなんて思いません。お願いです、いまはひとまず帰りましょう。きっと、みんな待っていますから。ね？」

　そういうのが精いっぱいだった。

　ねこがみさまは唇を嚙かむ。しばしうつむいて沈ちん黙もくする。

　それから、ようやくこっくりと力なくうなずいた。

　広人はねこがみさまの小さな手を取ると、歩き出す。

　重おも苦くるしい沈黙に押しつぶされそうになりながら、二人は雪ゆき道みちを歩き続けた。

　沈黙の中で、広人は苦く悩のうする。

　いきなり現れたねこがみさま。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、どこかズレてて、勝かつ手てに学校まで押しかけてきて、暴ぼう走そうして大おお騒さわぎして、人のいうことなんて聞かなくて、散さん々ざん人を振り回して。

　普通に考えたら、そんな迷めい惑わくな存在を置いておく義ぎ理りはない。

　でも。

　でも────！

〝……われは果か報ほう者ものです。ありがとう、広ひろ人と。ありがとう……〟

　布ふ団とんの中で聞いた声を、思い出す。

　幸せに満ちたささやきを。広人を信じ、頼り切って安あん堵どして告げた言葉を。

　できない。

　たとえどんな危険な妖あやかしだったとしても、こんなに頼りなくて、こんなに自分を信じ切っている小さな存在を、見み放はなすことなんてとてもできない。

　だが、自分がこの先どうすればいいのか、わからなかった。

　混乱と戸と惑まどいに、まともな考えが一つもまとまらなかった。

　ただ黙だまって、ねこがみさまの手を引いて、歩き続けるしかできなかった。

　つないだその手は、か細く、頼りなく、そして氷のように冷たくて、強く握っていなければ、いまにもはかなく脆もろく雪が散るように消え去ってしまいそうだった。

　それが怖こわくて、広人は小さな少女の手をぎゅっと握りしめた。

　風は凍こごえるほど冷たく、家いえ路じは果てしなく遠かった。




　体の芯しんまで冷え切って、二人はアパートに帰りついた。

　広人は無む言ごんで鍵かぎを開け、重い金属のドアをぐいと開ける。

「遅いですわよ」

「うわお！」

　びびって広人はのけぞる。逆さになったミミがすぐ目の前にいた。

「ミ、ミミさん。驚かさないでくださいよ！」

「ただいま、ぐらいおっしゃったらいかが？　もう、開けっ放しで寒いですわよ」

　あわてて広人はねこがみさまを先に入れてドアを閉める。

「お二人とも、お寒かったでしょう」「広人、待ってたのよ」「ねこがみさまぁ！」

　守もり宮みやや夜や刀と、ユキメが顔を出す。ぐにゃーとだみ声でモサコさんも出迎えた。

「ん……？　なんの匂においです……」

　ねこがみさまが、顔を上げてくんくんと匂いを嗅かいだ。

　たしかに、なにか食べ物の匂いがする。

　広人はねこがみさまと一いつ緒しよに部屋に上がった。

　ちょうど守宮が、こたつの天てん板ばんの鍋なべ敷しきの上に鍋を置いたところだった。

「お鍋？」

　広人のつぶやきに、守宮が蓋ふたを開けた。

　ぐつぐつと煮える鍋から、温かな湯ゆ気げがほわりと上がる。

　さらにその横にはなぜか、まん丸い狐きつね色いろのスポンジケーキが置いてあった。

「アップルケーキですわ」

　自じ慢まんするように天てん井じようからミミがいった。

「炊すい飯はん器きを使いましたの。もう、この家ときたらしょっぼい小さい貧ひん弱じやくなオーブントースターしかないんですもの。腕のふるいようがありませんわよ」

「今日きようはうどん鍋なべですから、炊飯器をお譲ゆずりしたんです」

　守もり宮みやがにっこり笑っていった。広ひろ人とは驚いて訊きく。

「あの、守宮さんが鍋を作ってくれたんですか？」

「お口にあえばよろしいのですが。何なに分ぶん、片づけは得え手てでも料理は不ふ慣なれでして」

「夜や刀とも、ちゃあんとお手伝いしたのよ」

　夜刀がじっと広人を見上げる。無む表情ながらどことなく得意げだ。

「ユキメはね、ユキメはお風ふ呂ろを綺き麗れいにしておきました。ぴっかぴかです」

　両手を合わせ、ユキメは嬉うれしそうに報告した。

「広人さん。ゆっくり浸つかってくださいね、水みず風呂に！」

「い、いやあ、水風呂はちょっと……でも」

　広人はじっとこたつの上に置かれた鍋やケーキを見回した。

　熱々の湯ゆ気げが立つ鍋。林りん檎ごとバターの甘い匂いのするケーキ。人数分ぶんのお箸はしやお椀わん。

　自分を見つめる、みんなの顔……。

　ふいに、じんと目の奥が熱くなった。

　寒かった。凍こごえそうだった。得え体たいの知れない不安と、正体のわからない恐きよう怖ふに押しつぶされそうで、息をひそめ、身を縮めて帰ってきた。

　けれどそんな心細ぼそさも不安も、目の前にある暖かさに、一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

　かたわらのねこがみさまを見下ろす。

　大きなまん丸な瞳ひとみを見開き、ねこがみさまも鍋に見入っていた。

　その瞳が、ゆっくりと、うるんでくる。

　涙はあふれ、透とう明めいな丸い滴しずくとなって、まぶたの縁ふちに盛り上がる。

　その涙が流れ落ちる寸すん前ぜん、ねこがみさまはぐいと片手で目め元もとをこする。

　強く強く、何度も何度もごしごしと、あふれ出る涙を懸けん命めいにこらえるようにこする。

　まぶたが真まっ赤かになり、頰ほおも赤くなって、やっとねこがみさまはこするのをやめた。

　その様よう子すに、広人は小さく笑っていった。

「ねこがみさま。まだ、みんなにいってないことがありますよ」

「え……」

「ミミさんにいわれたでしょう」

　広人とねこがみさまは見つめ合う。

　それから前を向いて、声をそろえて、一いつ緒しよにいった。

「ただいま！」

「お帰りなさい！」

　にぎやかな声が返った。それは、広ひろ人とが久しぶりに聞いた────




〝お帰りなさい〟だった。




　早さつ速そくみなでこたつを囲んだ。

　鍋なべは味み噌そなのか醬しよう油ゆなのかソースなのかさっぱりわからない謎なぞ味あじで、卵ばっかり入っていて、うどんはふやけて膨ふくれていた。アップルケーキは歯が溶けそうなほど甘かった。

　でも、どちらも美味おいしかった。

　みんなで食べたからそう思ったのかもしれないけれど。

　ねこがみさまも笑っていた。今日きよう、初めて見る笑顔だった。

　いつものような元気な笑顔に、広人も嬉うれしかった。

　鍋の温かさと、部屋の暖かさと、みんなの声と会話と笑顔とに、胸が満たされた。




　──けれど、その平へい穏おんを破るように。

「あれ、電話？」

　リュックの中から着信音おんが鳴った。

　お椀わんを置いて、広人は携けい帯たいを取り出すと、液えき晶しように表ひよう示じされた名前を見る。

『耀あき姫ひめ』

　とたん、心しん臓ぞうが跳ね上がった。

　そっと腰を浮かせると、広人は玄げん関かん先さきに出て応おう答とうする。

『氏うじ子こさん？　いま、家？』

「あ、ええっと、はい。家です……けど」

『突っ込んだ話がしたいのよね。化ばけ猫ねこのいないとこで』

　耀姫は単たん刀とう直ちよく入にゆうに告げた。

『今日の夜中の０時、あたしの通う有あ里り間ま第一中のグラウンドに来てくれるかな』





☆★☆






　みなの寝ね息いきが狭い六畳じようの部屋に響ひびき渡る。

　闇やみの中で、広人は目を開けていた。

　首をねじり、かたわらのねこがみさまをうかがう。

　ねこがみさまは深く眠っているようで、みじろぎもしない。

　そっと、広ひろ人とは胸に乗ったねこがみさまの手をどける。

　左腕うでに絡む夜や刀との腕を外し、お腹なかに乗るユキメの太ももをどかし、ぴったり寄り添そうミミから静かに体を離して、と思ったら両足のあいだにモサコさんが寝ていた。

　なんだかパズルみたいです。

　あっちをくねらせこっちをくねらせして、広人はやっと布ふ団とんから抜け出た。

　手て探さぐりで着替えると、そろりと忍しのび足で玄げん関かんに向かい、つま先を靴くつに入れた。

「広人さま」

　ぎっくん。広人は飛び上がって振り返る。

　背後で守もり宮みやが正せい座ざしていた。いつの間にいたのかまったく気づかなかった。

「こんな夜中に、どちらへ」

「あ、あー、コ、コンビニです。その、すぐ戻りますから。守宮さんは寝ててください」

　しどろもどろに答える広人を、守宮はじっと見つめる。

「……わかりました。留る守すはお任せください。どうか、お気をつけて」

　守宮は手をついた。広人は後ろめたさに首をすくめてぺこりと頭を下げる。

　守宮に見送られ、広人は静かにドアを開けて外に出た。

　真ま夜よ中なかの冷たい外がい気きは、ひと際きわ厳きびしかった。

　マフラーに顔をうずめて広人は足を踏み出す。

　有あ里り間ま第一中は歩いて五分。広人の高校よりずい分近い。

　自転車なら早いだろうが、夜で凍とう結けつしている雪ゆき道みちに自転車は危険だ。

　逸はやる心をなだめつつ、広人は雪道を急いだ。




　──広人がアパートを離れたのを見計らったように、人ひと影かげが塀へいの陰から現れた。

　長身のスーツの男だ。

　弱い街灯の明かりに、眼鏡めがねのフレームがきらりと光る。

　男は真まっ直すぐに、広人の一○一号室へと歩いていく──




　闇やみの中で、ねこがみさまはぱっちりと目を開く。

　まどろむばかりで、深く眠れなかった。

　だから広人が布団を抜け出したのも、守宮との会話も、全部わかっていた。

　広人は一人でどこに行ったのだろう。

　買い物なんかじゃない。絶対そうじゃない。では、どこに？

　広人のいない不安。

　昼間に耀あき姫ひめから聞かされた話から生まれる怯おびえ。

　それが重おも石しのようになって胸をふさいで、息もできないほど苦しい……。

　はっと、ねこがみさまは布ふ団とんの上に起き上がった。猫ねこ耳みみをピンとそばだてる。

　かすかな気け配はいと物もの音おとが、このアパートに近づいてくる。

　すぐに扉とびらを叩たたく音がした。

「夜や分ぶんに失しつ礼れい。菅すが原わらだ」

　重く響ひびく声がした。

「そちらのねこがみに話がある。ともに来てもらいたい」

「お引き取りください」

　玄げん関かん先さきで守もり宮みやが冷やかに答えた。

「主あるじの許しなく、鰹かつお屋や家けの氏うじ神がみさまを外へお出しするわけにはまいりません」

　一いつ拍ぱくの空白があった。次の瞬しゆん間かん────

　バシンッ！　と激しい音が響いた。

　と同時に輝く火ひ花ばなが見えた。

「守宮っ!?」

　ねこがみさまは布団を蹴け飛とばして玄関に走る。

「えっ……どうしましたの？」「なに、大きな音したのよ！」「あれぇ、広ひろ人とさんはぁ」

　ミミや夜や刀と、ユキメも驚いて身を起こす。

「守宮、どうしたのです!?」

　玄関先で倒れる守宮の肩をねこがみさまがゆする。しかし守宮の意識はない。

　扉が開く音がした。はっとねこがみさまは顔を上げる。

「申もうし訳わけない。手て加か減げんはしたつもりだが」

　現れたのは、みっちゃんこと菅原だ。

「尋じん常じようではない妖よう力りよくの屋や守もりなので、下手へたにもめる前に扉越ごしに先せん制せいさせてもらった」

「……そなた」

　青くなるねこがみさまを、みっちゃんは冷たく見下ろす。

「来なさい。外に車を置いてある」

「待つのよ！」

　そこに夜刀が割り込んだ。

「なんだかわからないのよ。でも行かせないのよ。守宮をこんな目にあわせて、広人のいないあいだにねこがみさまを連れていくなんて……夜刀が許さないのよ！」

　ざわ、と夜刀の様よう子すが変へん化げする。

　飾り紐ひもで結んだ髪かみの房ふさが蛇へびの頭になり、鎌かま首くびを持ち上げた。

　ミミが天てん井じようから叫んだ。

「や、夜刀！　あなたの本ほん性しよう大だい蛇じやですのよ。本ほん気き出したらアパート倒とう壊かいですわ！」

「え、えっと、えっとユキメはぁ、ユキメはぁ、ど、どうしましょう……」

　険けん悪あくな様よう子すのみなの後ろで、ユキメはモサコさんと一いつ緒しよにおろおろする。

「また邪じや魔まですか──ねこがみ」

　菅すが原わらはため息をついて眼鏡めがねのブリッジに触ふれる。

「これ以上の面めん倒どうを起こすと、近きん隣りんの住民にも害が及ぶ。わかりますか」

　ねこがみさまはぐっと歯を食いしばった。

「そなたの話とは……耀あき姫ひめがいっていたことと、関係あるのですか」

「ええ」

「……わかりました」

「ねこがみさま!?」

　ミミや夜や刀と、ユキメが声を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶです。そなたらは守もり宮みやを介かい抱ほうし、広ひろ人との帰りを待つのです」

　静かな声でそういって、ねこがみさまは菅原を見上げた。

「では、そなたと行く前に、ある場所へ寄っていただけませぬか」

「ある場所？　なんの必要があるのです」

　菅原の問いに、ねこがみさまは目を伏ふせた。

「大事な場所なのです────広人の願いを、叶かなえるために」




　雪で滑すべって転んで雪まみれになって、広人はやっと中学の前まで来た。

　狭いグラウンドは雪で深く覆おおわれて、街がい灯とうの光を白く跳ね返している。

　フェンスに設けられた入口から、広人はグラウンドに入った。

「耀姫さん！」

　人ひと気けのないグラウンドに呼びかけるが答えはない。

　広人は白い雪に深い足あし跡あとを残して進む。

　真まん中なかまで来たときだ。

　ごうっ！　という重い音と共に地じ響ひびきが起こった。

　はっと振り向くと、耀姫が後こう方ほうに立っていた。

　彼女の周りだけ雪が吹き飛び、地面がむき出しになっている。

　広人は息を吞む。さっきまで気け配はいもなかったのに──まるで宙から降り立ったようだ。

「やほ」

　耀姫は軽く片手を上げる。

　広人は体が震える。軽く見えても、正体は恐ろしい八つの頭を持つ龍りゆうなのだ。

「突っ込んだ話って、なんです。わざわざ夜中に呼び出すほどのことなんですか」

　堅かた苦くるしい声で広人は訊きいた。耀姫は肩をすくめる。

「やだな、そんな怖こわがらないでよ。まあ呼び出しのための口こう実じつなんだけど」
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「口こう実じつって……」

「でも、あの化ばけ猫ねこが怪あやしいのは事実で、それを確かめたいのは本ほん心しんだから」

「ねこがみさまが、どう怪しいっていうんです」

「あのね、化け猫の本ほん性しようを暴あばこうとしたのは、今日きようの昼間だけじゃないのよね」

「え？」

　広ひろ人とは大きく瞬まばたきした。

「あたしとみっちゃんでね、見み極きわめようとしたわけ。でも駄だ目めだった」

「そ、それって、いつ？」

「あれよ、シャッフルマシーン」

　広人は瞬きした。あのティッシュ箱はただのお遊びアイテムじゃなかったの？

「本人に使わせるとバレるかなって、氏うじ子こさんに使わせてみたの。神じん通つう力りきがこめられてるっていったでしょ。氏子さんが引いたら、正体のヒントが出るはずだったのよね。なのに……全部『マッチョ』だなんて無む意味な結果になっちゃってさ。あと」

　びっ！　と耀あき姫ひめは広人に指を突きつける。

「みっちゃんの放ほう電でんを食らっても、化け猫と氏子さんだけすぐ回復したでしょ。あの場にいた妖あやかしは全員長なが々ながと気き絶ぜつしてたのに。どう考えたってただの猫憑つきじゃないよ」

「そ……れは……」

　声もない広ひろ人との前で、耀あき姫ひめは腕うで組ぐみをして歩きまわる。

「有あ里り間まの季節が狂ってる原因は、絶対あの化ばけ猫ねこのはずなのよね。あれだけの霊れい気きを垂れ流して周りに影えい響きようがないはずないし、植物の枯こ死しは化け猫のいる地点が中心だしさ」

　ふーっと耀姫は息をつくと足を停める。

　そして、ちらと広人を横よこ目めで見た。

「まあでも、あんな化け猫一匹ぴき、いなくなってもかまわないよね。ただの大おお食ぐらいで、特に何の能力もなくて、霊れい験けんの一つも示せないような自じ称しよう神さまなんて。氏うじ子こさんだって、あんな化け猫が本当に神さまだなんて信じてるわけじゃないでしょ？」

　ずばりいわれて、広人は答えを返せない。

「もっとも、あたしたちが何もしなくても、あんな化け猫すぐ消えるだろうけど」

「……え!?」

　信じられない言葉だった。さらに広人を打ちのめすように耀姫は告げた。

「祭さい祀し場じようもなく、信しん仰こうも集めてない神は……どっちみち消え去る運命よ」

　広人は凍りつく。

　言葉もない広人に、耀姫は冷たい視線を送る。

「でも、自然に消えるのなんか待ってられないからさ。悪いけど……」

　冷気を裂さいて着信音おんが鳴った。

　耀姫はスカートのベルトループにつけたキャリーケースから携けい帯たいを取り出す。

「あ、みっちゃん。上手うまく行っ……えぇ、ちょっとそれ手て荒あら過ぎない？　そりゃ、寒いし眠いから手早くやってっていったけど。しかも寄り道？　なんでそんなとこへ？」

　広人を放って、耀姫は会話を続ける。

「んー、まあ仕方ないか。最さい期ごの望みぐらい聞いてもね。じゃ、あとで」

　ぱくん、と耀姫は携帯を閉じる。そしてぼう然としている広人に向き直った。

「家に帰っても驚かないでね。それじゃ話も用もおしまい」

　ひらひら、と耀姫は手を振る。次の瞬しゆん間かん、

「うわぁっ!!」

　恐ろしい風が巻き起こった。

　雪を吹き飛ばし広人も吹き飛ばして竜たつ巻まきは天へと昇のぼり、消え去った。

　広人は雪まみれになって起き上がった。その顔は真まっ青さおだった。

　いまの話をはっきりと理解できたわけではない。

　だが、自分がいないあいだに家で何かが起こったのは確かだ。

　重大な、何かが────

「ねこがみさま！　みんな！」

　血も凍る想いで、広人は雪を蹴け立たてて家に向かって走り出した。
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　暗い部屋で、美み薫かは一人、天てん井じようをにらんでいた。




　ペンギンぬいぐるみを抱いて、何度も寝がえりを打った。

　耳の奥でねこがみさまの声が響ひびいて、どうしても眠れない。

〝広ひろ人とは立りつ派ぱな人間です……われだけはちゃんと知っております……〟

「わたしだって知ってるわよ！」

　思わず叫んだ声が、一人の部屋に響き渡った。

　けれど響きの余よ韻いんが消えたあと、急に空むなしくなった。

　知っているのに。

　ちゃんと知っているのに、どうして素直にいえないんだろう。

　どうして、彼に────ひどいことしか、いえないんだろう。

　美薫はペンギンがひしゃげるほど抱きしめて、顔を埋めた。

　ふと、窓の外が騒がしくなった。

「……え？　なに……」

　美薫は起き上がって窓に歩み寄り、カーテンの隙すき間まから前まえ庭にわを見下ろす。

　閉まった門の前で誰だれかが叫ぶ声が聞こえた。

「まさか！」

　美薫は上うわ着ぎを羽は織おり、部屋の外に飛び出る。

　屋や敷しきの長い廊下を走り、玄げん関かんの三さん重じゆうロックを外し、雪を踏みしだいて走った。

「怪あやしいものではありませぬ、どうしても話が……」

　門に近づくと、ますます声ははっきり聞こえた。

　インターホンで、屋敷の居い間まにいる母と押し問もん答どうをしているようだ。

「おお、春日かすがですね！」

　門の柵さくにしがみつくジャージ姿すがたのねこがみさまは、ぱっと顔を輝かせる。

　だが、逆に美薫は顔をしかめた。

「こんな真ま夜よ中なかに何をしにきたのよ。非ひ常識にも程ほどがあるでしょう」

「そなたに、謝しや罪ざいと頼みをしにまいったのです……この通り」

　そういうと、いきなりねこがみさまはざくっと雪の上に両手と両膝ひざをついた。

「あなた、なにを!?」

　驚く美薫に向かって、ねこがみさまは頭を下げた。

「あのとき、そなたも心ない言葉に傷ついていたのに、われは怒りつけてしまいました……それを、どうしても謝りたかったのです。そして、改めて頼みがあるのです」

　ねこがみさまは、真まっ直すぐに顔を上げた。

「どうか──広ひろ人との嫁よめに、なってくれませぬか」

　美み薫かは声に詰つまった。ねこがみさまは真しん摯しなまなざしで見つめている。

「鰹かつお屋や家け住民以い外がいで、広人を案じてくれる優しい心こころ根ねの女子は、そなた以外におりませぬ」

「……なぜ、そこまで馬ば鹿か広人の嫁が欲しいの」

「広人の家族を、作りたいのです」

「家族……」

「広人は、育ててくれた祖そ母ぼを亡くし、二ふた親おやには顧かえりみられず、暮らし振りもけっして豊かではありませぬ。けれど世を拗すねず、真っ直ぐに生きています。行くあてを失ったわれに優しくしてくれ、突とつ如じよ住民となった他の者どもも分け隔へだてなく面めん倒どうを見てくれます……われは」

　ねこがみさまは額ひたいを地面にこすりつけた。

「われは、そんな広人に家族を授さずけたいのです。どうか、どうか頼みまする！」

　しばし、美薫はねこがみさまをにらみつける。

「……そんな馬鹿な頼み、聞けるわけないでしょう」

　美薫は、広人のことばかり思うこの少女に、無む性しように腹が立った。

　広人に優しくされて、大事にされている彼女が、なぜか許せなかった。

「真ま夜よ中なかに押しかけてきて、いきなり無む茶ちやな話をして。迷めい惑わく以外の何物でもないわ」

「そんな……では、どうしたら広人の嫁になってくれますか」

「無む理りよ、そんなあり得ない頼み。なにをしたって……」

　ふと、美薫は意い地じ悪わるな気持ちにかられた。

「そうね。だったら、あの枯かれた梅ばい園えんの花を咲かせて。巫女みこ神楽かぐらまでに」

　ねこがみさまは、はっと声を吞む。

「そうしたら、馬ば鹿か広人の嫁にでも何でもなるわ……なんてね、そんなの不可能」

「わかりました！」

　ねこがみさまは顔を輝かせて立ち上がる。美薫は驚いた。

「わ、わかったって、なにを」

「梅うめの花を咲かせるのですね。必ずやその願い、叶かなえましょう！」

「叶えるって、無理に決まってるでしょう！　なにをいい加か減げんな」

「礼を申しまする、春日かすが」

　優しい声で、ねこがみさまはほほ笑えんだ。

「これで広人の嫁ができました。守もり宮みややミミ、夜や刀とやユキメたちもいます。広人はもう、寂しくはありません。たとえ……わが身が消えても、もう安心です」

　とんでもない発言に美み薫かは目を剝むいた。

「!?　なんですって、あ、あなた、なにをいっているの!?」

「どうか、広ひろ人とを頼みまする」

　ねこがみさまは頭を下げた。そしてくるりと背を向け、闇やみの中へ走っていく。

　美薫は門に飛び付いた。しかしすでに相手の姿すがたはない。

　闇の向こうから、遠ざかる車のエンジン音がかすかに聞こえてきた。





☆★☆






　広人は息を切らせてアパートの敷しき地ちに駆かけ込んだ。

　灯りがついた自分の部屋に、矢やも盾たてもたまらず飛び込む。

「ねこがみさま、みんな！」

「広人」「ひ、広人さぁん」「まあ、家や主ぬし！」

　六畳じようの部屋で、守もり宮みやを囲んでいた夜や刀とやユキメやミミが声を上げた。

　鳴きながら走ってきたモサコさんを、広人は抱き上げる。

「広人さま、ねこがみ、さまが……」

　苦しそうに守宮がいった。夜刀が後を続ける。

「みっちゃんに連れて行かれたのよ。守宮、止めようとして気き絶ぜつさせられたのよ」

「みっちゃ……菅すが原わらさんがなぜ？　ねこがみさまをどこへ!?」

「わかりませんわよ。でも、それよりおかしいことがありますわ！」

　ミミが広人にせまった。

「守宮の話ですと、家主が家を出た直後にねこがみさまは連れ出されたのですわ。どうしてそんないいタイミングで来られましたの。家主はどこへ行っていましたの！」

　広人は息を吞んだ。

　そうだ。耀あき姫ひめの電話の相手は、菅原さんだった。

　最初からねこがみさまを連れ出すのが狙ねらいだったのだ。

　自分を呼び出し、留る守すにした隙すきに……。

　広人は唇くちびるを引き結んだ。自分のうかつさに悔くやむばかりだった。

「実は──」

　広人は、ごく手て短みじかに今日きよう一日のことを話した。

　みなは驚きで声もない。しかし、真まっ先さきにミミが口を開いた。

「どうしてわたくしたちに話してくださいませんでしたの。せめて話していてくださったなら、みなで対たい処しよできたかもしれませんのに！」

「それは、みなに心配かけたくなかったからで……」

「心配なんて、ねこがみさまの様よう子すが変だった朝からずっとみんなでしてますわよ！」

「ミミさぁん、落ち着いてくださぁい」「違うのよ。広ひろ人とは悪くないのよ」

　ユキメと夜や刀とが懸けん命めいにミミをなだめた。

　二人に押さえられ、ミミはふっと沈んだ顔になる。

「……そうですわよね。わたくしたちは、どうせただの人じん外がいで、押しかけ同どう居きよ人にんですもの。信頼されず、なにも話してくれなくても、当然ですわよね」

「そんな、そうじゃない、そんなつもりじゃなかったんだ！」

　広人は叫んだ。だがミミは顔をそむける。

「ミミどの……広人さまを責めるのは、お門かど違ちがいでございますよ」

　静かに守もり宮みやがいった。

「いつ、われらが広人さまの信頼を得られるようなことをいたしましたか。広人さまにお世せ話わになっておきながら、ご迷めい惑わくばかりかけてきたではありませんか」

　ミミが胸を突かれたように、はっと大きく目を開く。

　守宮は身を起こし、両手をついて広人に頭を下げた。

「広人さま、申もうし訳わけございません……ねこがみさまを連れ去られたのは、留る守すを預かりました私の責任でございます。役やく目めも果たせず、なんのお役にも立てず、これではただの厄やつ介かい者でございます。鰹かつお屋や家けに置いていただく資し格かくもありません……ですが」

　守宮は広人を振り仰あおぐ。

「ねこがみさまだけは、どうか助けてさしあげてください」

　広人は言葉を失い、守宮を見返した。守宮は切せつ々せつと訴える。

「ねこがみさまは、広人さまの願いを叶かなえたくて、嫁よめ探さがしに奔ほん走そうしていたのです。そのお気持ちを酌くんでさしあげてください。どうか、お願いいたします」

「え──!?　俺おれの、願い……って」

　思わず広人は訊きき返す。願いなんて、まったく心当たりがなかった。

「広人っ！」

　いきなり玄げん関かんのドアが開いた。びっくりしてみなは振り返る。

　パジャマにコートを羽は織おり、ペンギンぬいぐるみを抱いて、美み薫かが飛び込んでくる。

「え、か、春日かすが!?」

「あの子は？　ねえ、広人、あの、りんちゃんて子は帰ってる!?」

「ええ？　ど、どういうことなんだ。帰ってるかって」

「帰ってないの!?　さっき、わたしの家にあの子が来たのよ。思いつめた様子で」

「なんだって!?」

「梅うめの花を咲かせるからって、広人を頼みますって、いなくなったの……！」

　あ、と広人は口を開けた。美薫の言葉でようやくわかった。

「そうか……耀あき姫ひめ神じん社じやか！」

「耀姫神社？　あの子が行ったのはそこなのね。お願い、広ひろ人と」

　美み薫かが青ざめた顔ですがりつくようにいった。

「あの子を探すなら、わたしも連れていって。でなきゃせめてうちの車を使って！」

「だめだよ、春日かすが。もうこんな遅い時間だ、帰らないと」

「だって、だってわたしのせいであの子は行ってしまったんだもの。それに」

　ぎゅっと美薫は広人の腕を握る。

「謝りたかったの。広人にひどいこと、いってしまったから」

「ひどいことって……なにを」

「うちのアパートで死んだら迷めい惑わくって、わたしいったでしょう。でも、あれは本ほん心しんじゃない。広人のお婆ばあちゃんのことでもない。迷惑なんてそんなことない。全ぜん然ぜん思ってない！」

　美薫はふるふると首を振った。

「ただ……ただ、心配だっただけなの。広人のお婆ちゃんが亡くなったの、突然だったから。だから、広人まで大変なことになってたらどうしようって……」

「……春日」

「ごめんね。広人にもあの子にも、ひどいこといってごめんね。ごめんなさい……！」

　広人は驚いた。

　気が強くて負けず嫌ぎらいで、喧けん嘩かをしても絶対に引かない美薫が……謝るなんて。

　そのとき広人の脳のう裏りに、亡き祖そ母ぼの声と姿すがたがよぎった。




〝…………ごめんね、婆ちゃん……〟

　祖母に手を引かれ、広人はぽつりといった。

　あれは、小学校の担たん任にんに呼び出された帰り道だった。

〝これぐらいの歳としの子はね、夢と現実をごっちゃにするってよくありますから〟

　先生はにこやかにそういった。

〝他の子と仲良くしたいけど、できないのよね。だから注意を引こうとして、幽ゆう霊れい話なんてしちゃうのよね？　特に広人くんは、お父とうさんとお母かあさんがいないから寂しくて……〟

　そんな言葉を思い返して、広人はますますうつむいた。

〝婆ちゃんに、迷惑ばっかり、かけるね〟

　そっと、広人の手を握る手が強くなる。

〝広人、いいですか〟

　優しい声が、頭ず上じようから降ってきた。

〝迷惑かけて、ごめんね。そういうのが他人。迷惑かけるけれど、ごめんね。そういえるのが……家族や、友人なのですよ〟

〝え……〟

　振り仰あおぐ広ひろ人との視線を、祖そ母ぼのほほ笑えみが受けとめる。

〝迷めい惑わくも、心配も、いっぱいかけなさい。婆ばあちゃんは広人の家族なんですよ。この世で唯ゆい一いつ、どんな迷惑をかけたっていい相手です。苦労も、悲しみも、迷惑も、心配も、全ぜん然ぜん大したことじゃありません。それを分かち合うからこそ、それを上回る喜びになるんです〟

〝婆ちゃん……〟

　泣きそうになる広人に、祖母は包み込むような優しい笑みでいった。

〝広人が大きくなって、やがて自分だけの家族や、大切な人を見つけるまで、婆ちゃんは広人のそばにいますよ。そうね、いられるように、がんばりますね……〟




　懐なつかしい祖母の声と言葉が脳のう裏りから消える。

　その言葉につられたように、自分を見つめる子こ猫ねこの大きな瞳ひとみを思い出した。

〝……おまえさ、うちの家族になるか……〟

　そうだ。俺おれ、出会った日に、子猫だったねこがみさまにそういったんだ────

　その瞬しゆん間かん、広人は目が覚めたような気になった。

「そっか。俺、ねこがみさまに願いごと……ちゃんといってたんだ」

　広人はみんなを見返した。

　悄しよう然ぜんとうつむくミミを。涙をためるユキメを。哀かなしそうな夜や刀とを。自分を見つめる守もり宮みやを。か細く鳴くモサコさんを。そして、腕にすがりつく美み薫かを。

　広人は頭を下げた。

「ごめん、みんな……みんなの気持ちも、ねこがみさまの気持ちも、わからなくて」

　そういうと、広人は美薫の肩に手を置いた。

「ひどいなんて思ってないよ、春日かすが。謝るのも、礼をいうのも、こっちだよ」

「広人……」

「だいじょうぶ。ちゃんと、あの子は連れて帰る」

　涙で瞳をうるませた美薫に、広人は優しくほほ笑む。

　それから、守宮やミミ、夜刀やユキメに向き直り、力強く告げた。

「ねこがみさまを迎えに行きます。来てくれますか──俺と、一いつ緒しよに」





☆★☆






　素す足あしが参さん道どうに積もる雪を踏みしめる。

　境けい内だいに灯ともる電でん灯とうに、ねこがみさまの吐く息が白く輝いた。

「梅ばい園えんに入りなさい」

　みっちゃんが指ゆび差さす。

　梅ばい園えんの木々には、ぐるりと注連しめ縄なわが張られていた。

　一か所、縄が垂れて開いている。そこから、ねこがみさまは梅園に入った。

　梅園の奥の老ろう梅ばいの根元に人ひと影かげが見える。

「耀あき……」

　ねこがみさまが呼びかけようとしたときだ。

　背後でみっちゃんが、垂れていた注連縄を梅うめの木に結びつけた。

「……あ！」

　がくん、とねこがみさまの体が沈み、雪の上に両の膝ひざと手が落ちた。

　全身の力が入らない。立ち上がることも動くこともできない。

「さっすが、みっちゃんの界かい縄じよう」

　老梅の根元から耀あき姫ひめが歩いてきた。

「声は聞こえるよね。いまさ、みっちゃんに界縄、つまり結けつ界かいを張ってもらったわけ。この結界の中には誰だれも入れないし、あたしとみっちゃん以外は動けないの」

　頭上から降る耀姫の声に、ねこがみさまは振り仰あおいだ。

「さてと、教えて欲しいんだけどさ。この状況で隠かくし事はしないでよね」

　動けないねこがみさまに、耀姫は鋭く訊きいた。

「あんたの正体って、なに」

「し、正体……？」

　弱々しくねこがみさまは答えた。

「そんな……知りませぬ。われ自身にも、わかりませぬ……」

「ちょーっと。この期ごに及んでしらばっくれないでよ」

「そなたは、われを……祓はらうのでは、ありませぬのか」

　苦しげにねこがみさまはいった。

「われの正体など、どうでも……良いはず。速すみやかに、目的を果たすのです……」

「ずいぶんと潔いさぎよいじゃない。お祓いしたら、どうなるかわかってんの？」

「この身が……消え去るということ……わかっておりまする」

　ねこがみさまは唇くちびるを嚙かみしめる。

「われは、有あ里り間まの地の季節を乱し、木々を枯からし……春を遠ざけている災わざわい。広ひろ人とや、人間たちに害をなす存在なのでしょう……われは神として、どんな恩おん恵けいも与えられず、われを救ってくれた広人を幸せにすることも……できませぬ」

　ねこがみさまはうなだれた。

　雪に埋もれて凍こごえる手を、力のかぎり握りしめる。

「それなら、せめて……災いたるわが身を祓い……この地に、春を返したいのです」

　かすかに、涙の混じる小さな声が、雪の上に落ちた。

　ふぅーっと耀あき姫ひめは深い息を吐いて、ちらと視線を移した。

　みっちゃんは梅ばい園えんの端はしでじっと佇たたずんでいる。

「素直に正体吐はくわけないと思ったけど……やっぱ、やるしかないか」

　耀姫は片手を地面に向けて伸ばした。

　ごうっと風が噴ふき上がる。

　雪を巻き上げ、梅うめの木々の枝を揺らして、風は強くなる。

　ねこがみさまはぎゅっと身を縮めた。

　恐ろしかった。本当は逃げ出したかった。

　覚かく悟ごを決めたはずなのに、いよいよ最さい期ごが目の前となったら、意い気く地じなく怯おびえていた。

　けれど、逃げることはできない。逃げてはいけない。

　……広ひろ人とのために。

　大事な広人のために。守もり宮みややミミ、夜や刀とやユキメのために。そして、春日かすがのためにも。

　ねこがみさまは固く目を閉じた。

　最後に、自分の頭を撫なでる広人の優しい手のひらを、思い浮かべた。

「………………ねこがみさま…………!!」

　はっとねこがみさまは目を開く。

　吹き荒れる風の中、遠くから切れ切れに声が聞こえてきた。




　広人は森を貫つらぬく参さん道どうに向かった。

　木々の梢こずえを逆さかさに伝って身み軽がるに先を行くミミの後に、守宮、夜刀、ユキメが続く。

　ここまで来るのは大変だった。

　美み薫かの車に乗せてもらったのだが、いくら超ちよう高級車で居きよ住じゆう性せい抜ばつ群ぐんの広い後こう部ぶ座席でも、広人と美薫を含めた五人が乗るのは無む理りがあった。

　ぎゅう詰づめの車内で妖あやかし三人娘むすめは圧のし掛かるし、妖し娘たちにくっつかれる広人に美薫は不ふ機き嫌げんになって怒りまくるし、席のない守宮はルーフにしがみついて乗ってくるし！

　やっと車を降りて美薫を帰して、開放感かんにあふれて広人は懸けん命めいに走る。

　しかし参道に深く積もる雪に足を取られて中なか々なか進まない。

「ねこがみさま、梅園にいますわ！　でも、界かい縄じよう──結けつ界かいがありますの」

　一ひと足あし先さきに行って偵てい察さつしてきたミミが木を伝って戻ってくる。

「耀姫とみっちゃんに囲まれてますわよ。早くしないと！」

「わ、わかりまし、たっておわっ！」

　広人は雪に滑すべって転んだ。守宮や夜刀も雪でもたついている。

　雪に平気で、先を行っていたユキメが振り返る。

「あ、あの、だいじょうぶですかぁ、みなさん……あっ、そうだ」

　ユキメはたたっと駆かけ寄り、広ひろ人とたちの背後に回った。

「いいですか、行っきますよぉ……そぉれ！」

　ユキメは大きく両手を広げると、思いっきり振り下ろす。

　とたん、ぐわっ！　と大量の雪が足元から生じて大きく隆りゆう起きした。

　盛り上がった雪は滑すべり台のように斜めに傾いた。

「うわ、うわあああっ！」「ひ、広人さまっ！」「すす、すごいのよ！」

　広人と守もり宮みやと夜や刀とは、まっすぐ梅ばい園えんに向かって滑っていく。

　滑っていく先に、注連しめ縄なわを張った梅園が見えてきた。

「ぶっはぁ！」

　積もった雪に三人はまとめて埋もれた。広人はすぐさま雪を跳ねのけて立ち上がる。

「ねこがみさま！」

　老ろう梅ばいの根元でしゃがみ込むねこがみさまが見えた。

　その前に立つ耀あき姫ひめと、少し離れた場所で佇たたずむみっちゃんの姿すがたも。

　広人は注連縄に駆け寄って乗り越えようとする。

「え!?」

　しかし、注連縄から向こうには、目に見えない強力な壁があった。

　まるで巨きよ大だいなゴムの塊かたまりにぶち当たったように、強く跳ね返されそうになる。

　それでも広人は歯を食いしばり、渾こん身しんの力で身を乗り出す。

　壁を押し返すように、彼の体は徐じよ々じよに徐々に、前のめりになる。

「噓うそ、なんで入ってこられるの!?」

　耀姫が驚く。すかさずみっちゃんが鋭く広人をにらみつけた。

「うわはっ！」

　みっちゃんの視線が向けられたとたん、広人は強い圧力に飛ばされそうになる。

　しかし注連縄を握りしめてこらえ、ぐいと縄を引き寄せて身を乗り出した。

　守宮と夜刀が目を見交わす。

「広人さま、われらが界かい縄じようをゆるめます。夜刀どの！」

「わかってるのよ！」

　守宮と夜刀は注連縄に駆け寄り、同時に握った。

　バシンッ！　という激しい音が響ひびく。とたん、押し返す力が一いつ瞬しゆん弱まった。

「うわわっ！」「あうっ！」「いやっ！」

　広人が梅園の中に転がり込むのと、守宮と夜刀が弾はじき飛ばされるのが同時だった。

　雪にめり込んだ広人はがばと立ち上がる。

　すると、頭上から押しつぶされような圧力がかかった。

　だが、奥おく歯ばを嚙かみしめ、こぶしを握って、足を踏み出す。

　一歩、一歩、一歩。少しずつ、広ひろ人とはしゃがみ込むねこがみさまに歩み寄る。

「ちょっと、みっちゃん、界かい縄じよう効きいてるの!?」

「完全に発はつ動どうしていますが」

　焦あせる耀あき姫ひめに、みっちゃんが不ふ愉ゆ快かいそうに答えた。

　広人はねこがみさまの前までたどり着いた。

「ひ、ろと……」

「ねこがみさま、迎えに来ましたよ」

　自分を見上げるねこがみさまに、広人は力強くいった。

「だ──だめです、帰るのです……！　われなど、放っておくのです……」

「もちろん、帰ります。ねこがみさまと一いつ緒しよに」

　広人はきっぱりといった。しかし、ねこがみさま首を振る。

「そんな……帰れませぬ。われは、広人のそばに、いては……いけないのです」

　ねこがみさまは声を振り絞しぼった。

　はっと広人は目をこらす。

「だって、だって……われは、広人の神さまでは、ないのですから……！」

　ねこがみさまの瞳ひとみから、涙の滴しずくが生まれ、たちまち丸い粒つぶになる。

「われは、広人の氏うじ神がみ……そう、思い込んでおりました……広人を守り、鰹かつお屋やの家を栄えさせ、広人を幸せに導く守り神だと。なのに……われは何の霊れい験けんも示せませぬ」

　ぽたり、と涙が流れ落ちた。

　ねこがみさまが流す涙が、雪の上に小さな穴を開けていく。

「われを救ってくれた広人に、迷めい惑わくをかけるばかりで……嫁よめを見つけて鰹屋家を盛り立てるどころか、広人を守ることも、恩おんを返すことすらもできませぬ。なによりも、この有あ里り間まの地から……春を遠ざけているのは、われのせいなのです……」

「そうよね、こんなの、さっさと祓はらったほうがいいよね」

　耀姫が冷たくいった。

「神としての霊験も奇き跡せきも示せない、人間の願いを叶かなえることも幸せにすることもできない、どんな力もないなんて、妖あやかし以下。しかも、季節を狂わせる災わざわいの源みなもとなんだもの」

　冷れい酷こくな言葉に、ねこがみさまはうなだれた。

　梅ばい園えんの外で、守もり宮みやと夜や刀とを助け起こしていたミミとユキメが気け色しきばむ。

「な……なんてこといいますの！」「そうです、ひどいですぅ！」

　しかし、その怒りを冷ますように、広人が冷静に答えた。

「そんな必要、ないです」

　耀姫が細い眉まゆを吊つり上げた。

「必要ないって、なにが」

「神さまは、霊れい験けんも、奇き跡せきも、もたらす必要はない。人間の願いを叶かなえることも、人間を幸せにすることもしなくていい。なにも──しなくていいんです」

　驚きよう愕がくがその場に走った。

　耀あき姫ひめも、みっちゃんも、守もり宮みやたちも、まじまじと広ひろ人とを見つめる。

　うなだれていたねこがみさまが、弱々しく顔を上げた。

「広人……それは、それは、どういう……ことです」

　広人は、ねこがみさまのそばにゆっくりとしゃがみ込む。

　そっと手を伸ばし、彼女の頭を撫なでる。

　手に触ふれる猫ねこ耳みみのふわふわした感かん触しよくに、広人はふっとほほ笑えんだ。

「俺おれ、忘れてました……婆ばあちゃんが、いつもいってたことを」

　優しい声で、広人は語った。

「婆ちゃんは、こういってました。神さまに、奇跡や恩おん恵けいを求めたり、願いを叶えてもらおうなんて、傲ごう慢まんなことだって。神さまを祀まつる場所……神社なんかは、人間が決意を誓ちかう場所であって、願いを叶えてもらいに行く場所じゃないんだって」

　ねこがみさまは、驚いたように大きく瞬まばたいた。

「幸せになりたいなら、自分でならなきゃいけない。神さまにしてもらうんじゃなくてね」
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　広ひろ人とは静かに話を続ける。

「でも……婆ばあちゃんはこうもいってました」

　ねこがみさまの額ひたいにそっと自分の額をつけ、広人は目を閉じる。

「人間は、そんなにたやすく幸せにはなれないんだって。本当はとても簡単なことかもしれないけれど、見つけられなかったり、見逃したりするんだって。だから迷うし、不安にもなるし、誰だれかに救ってもらいたいって、祈ったり、願ったりするものなんだ……って」

　閉じたまぶたの裏で、広人は思い出していた。

　祖そ母ぼが亡くなった日のことを────




　試験が終わって高校の門を出たとたん、電話が鳴った。

　祖母が倒れて危き篤とくだという、病院からの知らせだった。

　広人は死しに物もの狂ぐるいで自転車を走らせた。

　なぜ気づかなかったのか。どうしてわからなかったのか。

　倒れるほど祖母が弱っていたことに、いつもそばにいた自分が、なぜ。

　足も折れるばかりにペダルをこぎながら、広人は自分を責め、そして必ひつ死しの思いで祈った。誰にささげる祈りかもわからずに、ただ一いつ心しんに。




　どうか間に合ってください。

　どうかまだ連れていかないでください。

　俺おれはまだ何もいってない。

　ありがとうも、ごめんなさいもいっていない。

　一目でいい。一言でいい。婆ちゃんに会って、伝えるまで、待ってください。

　どうかお願いします。どうか、どうか────！




　病院の前で自転車を放り投げるように止めた。

　受付で名前を名乗って、病室に案内されるまで、恐ろしく長く感じた。

　やっと会えた祖母は真まっ白しろな顔で、もう息をしていないように見えた。でも、その手を握って呼びかけると、ほんのわずかに目を開いた。

　試験は、と震える唇くちびるがかすかにそういった。

　ちゃんと終わったよ、無事に。婆ちゃんのおかげだよ。

　広人が大きな声で叫ぶと、祖母は小さく唇を動かした。

　良かった。きっと、もう大だい丈じよう夫ぶですよ……。

　その言葉が、最後だった。




　合ごう格かく発表の日、喜び合う同級生たちをよそに、広ひろ人とは一人家いえに帰った。

　アパートの空からっぽの部屋で、元気のないモサコさんを抱いて、祖そ母ぼの霊れい璽じが納められた小さな祖そ霊れい舎しやの前で、真まっ先さきに合格を告げた。

　そのとき初めて、広人は泣いた。

　モサコさんを抱きしめて、声も上げずに、誰だれにも見せなかった涙を流した────




　そのときから一年。

　モサコさんとの一人と一匹ぴきの暮らしにも慣れた。

　高校生活やクラスメートたちにも、横おう暴ぼうな部長が率ひきいる部活にも慣れた。

　祖母のいない生活が当たり前になった。

『婆ばあちゃん』

　と、うっかり名を呼んだときに、返事が戻らないことにも、いつしか慣れてしまった。




　あのとき祖母が目を開けたのは、ただたくさんの偶ぐう然ぜんが重なった結果だったのだろう。

　祈りが聞き届けられたとか、奇き跡せきだとか、簡単に考える気はない。

　それでも、言葉を交わさないまま祖母が逝いってしまったなら、いまよりもっともっと広人は自分を責めたはずだ。

　悔くやまなかったことはない。でもそれよりも、感謝の思いの方がずっと強かった。

　感謝──何に？　誰だれに？




　あのとき祈った、誰かに。




「……だから、もしも神さまがなにかしてくれるっていうのなら」

　広人は静かに目を開けた。

　自分をひたむきに見つめるねこがみさまに向かって、ささやいた。

「そこにいてください。そこにいて、俺おれたちの祈りを聞いていてください」

　ねこがみさまが小さく息を吞む。

「神さまがいなかったら、俺たちは誰に祈ればいいんですか。神さまがいるからこそ、人間は祈ることができるんです。その祈りが届いて、いつか幸せになれる、いつか願いが叶かなうって、希望をつなげられるんです。だから……」

　限りなく優しい声で、広人は告げた。

「どうか、そこにいてください。そこにいて、俺たちの心からの祈りや、願いや、誓ちかいや……感謝の思いを、聞いていてください。それでいいんです。それだけで、いいんですよ」

　ねこがみさまは声もなく広人の瞳ひとみを見つめ返した。

　大きな瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙がこぼれて、ゆっくりと頰ほおを滑すべり落ちる。

　広ひろ人とはねこがみさまに小さく笑いかける。その肩をそっと叩たたく。

　そして立ち上がると、耀あき姫ひめを見み据すえた。

「ねこがみさまは、災わざわいの元げん凶きようなんかじゃありません」

　広人は、言葉に力をこめていった。

　いつしか頭ず上じようからの圧力をまったく感じなくなっていた。

「木々が枯かれたのは、たしかにねこがみさまが現れた時期と同じです。でも、今年の冬がいつもより厳きびしかったのも、梅うめが咲かないのも──ねこがみさまが現れる前からですよ」

　耀姫が大きく目を見開く。意い表ひようを突かれたように、彼女は広人を見み返かえした。

　そんな耀姫に、広人はにっこりと笑って見せる。

「なにより、ねこがみさまはちゃんと、俺おれの願いを叶かなえてくれましたから」

「!?　なによ、それ」

「俺は、にぎやかな家がいいなってねこがみさまにいったんです。そしたらねこがみさまは、俺に家族を連れてきてくれましたよ」

　広人は梅ばい園えんの外を振り返った。

「守もり宮みやさんや、ミミさん、夜や刀とさん、ユキメさん……なにより、ねこがみさま自身を」

　広人の声は、外にいたみなにも響ひびいた。

　守宮、ミミ、夜刀、ユキメは、そろって注連しめ縄なわに飛びついて身を乗り出す。

　ねこがみさまも、ひたむきなまなざしで広人を見つめる。

　まるで……闇やみに灯ともる導きの明かりを見つめるように。

「誰だれもが信じなくても、誰もが神さまなんかじゃないっていっても、俺だけは信じます」

　広人の告げる言葉が、染しみ渡るように響き渡った。




「ねこがみさまは、俺の神さまです。そして、みんなと同じ……俺の家族です」




　その場はしんと静まり返る。

　身じろぎするものも、声を発するものもなかった。

　耀姫が、ふいに大きく目を見開いて息を吞んだ。

「あっ……!?」

　離れた場所で見ていたみっちゃんも、はっと一歩前まえに踏み出た。

　梅園の外で守宮たちが驚きの声を上げるのが聞こえた。

　いったい、みんなは何を驚いているんだろう……広人が、そう思ったときだ。

「ねこがみさま!?」

　ねこがみさまが、広人の横からふわりと足を踏み出した。

　何かに憑つかれたように頼りない足取りで、ねこがみさまは老ろう梅ばいの根元まで歩いていく。

　伸ばした広ひろ人との手が止まった。

　歩いていくねこがみさまの体が、かすかに光り輝いている。

　見る間にその姿すがたは変わっていった。

　小さかった背が、細く華きや奢しやな手足が、すんなりと伸びる。

　ジャージだった衣服が、目も綾あやな裳も裾すそを引いた衣い裳しようになる。

　銀の髪かみはさらに長く、額ひたいには金きん釵さをいただき、手には緑の榊さかきの枝えだ葉は。

　そこに現れたのは、七色の領巾ひれをひるがえす美女────




　女め神がみ。

　輝くように美しい女神だ。




　ぼう然ぜんとみなが見つめる中、女神はすっと素す足あしを雪の上に滑すべらせる。

　両手を広げ、榊の枝を振り上げ、女神は静かに舞い始めた。




　広人は魅み入いられたように女神を見つめる。

　女神は銀の髪をなびかせて、軽やかにしなやかに舞う。

　七色の領巾が華はなやかに宙を踊る。

　幾いく重えにも重なる裳裾と袖そでが艶あでやかに広がる。

　長い銀の髪が空にひるがえり、光り輝く。

　しとやかな風ふ情ぜい、匂におい立つ色いろ香か。

　手の先、指の先、しならせる腕、足の運び、ひるがえす領巾の動き。

　すべてが見み惚とれるほどに清すが々すがしく、美しい。

　その場を忘れた。

　ここがどこかも、いまの時刻も、すべて忘れた。

　広人にあるのは目の前の女神。

　自分を見つめる、吸い込まれるような色の瞳ひとみ。

　自分を陶とう酔すいに導く、女神の舞だけ────




　いつしか女神の持つ榊の枝は、五ご色しきの飾かざり紐ひもを垂らした神楽かぐら鈴すずに変わっていた。

　鈴の音が響ひびき渡る度たびに爽さわやかな緑の香りが広がる。

　空を覆おおう雪ゆき雲ぐもが晴れ、空気が澄すんで、月の光が降り注そそぐ。

　女神は月明かりに光る銀の髪をひるがえし、大きく鈴を回して振り上げた。




　リィン……………………！




　空高くいっぱいに、冷たい夜や気きを震わせて、清らかな鈴の音が響ひびき渡った。

　そして、清すが々すがしい梅うめの香りが、梅ばい園えん中じゆうに広がった──────




　舞は終わった。

　女め神がみは息ひとつ髪かみの毛かみ一ひと筋すじ乱さずに、涼すずやかに佇たたずんでいる。

　誰だれもが、魂たましいを抜かれたようにぼう然ぜんと女神を見つめた。

　広ひろ人とも同じだった。呼吸も瞬まばたきも何もかも忘れて見み惚とれていた。

　女神は、深みのある不ふ思し議ぎな色合いの瞳ひとみを広人に向ける。

『広人……わが氏うじ子こよ』

　楽がくの音のように心地ここちよい声が、広人の耳じ朶だを震わせる。

『そなたが、分かたれしわが魂たましいと、われを結びつけたのです……礼を申しましょうぞ』

　女神はふわりと足を踏み出した。

　その身が近づくにつれ、甘い、花のようないい香りがただよう。

　広人の鼓こ動どうが大きくなった。

　すぐ間ま近ぢかに女神が立っている。息もかかるほどの近さで。
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　淡い光をまとうその面おもては、とても現うつつとは思えないほどに美しい。

　女め神がみは広ひろ人との腕に手を置き、そっと唇くちびるを寄せる。

　柔らかな息が耳たぶに触ふれる刹せつ那な、心地ここちよい快感の波が広人の背せ筋すじを震わせた。




『わが幸さき魂みたまを……どうか、頼みまする』




　ささやきが聞こえた次の瞬しゆん間かん、女神の姿すがたが地に崩くずれ落ちた。

「わ、わわっ!?」

　とっさに広人は手を差し伸べる。しかし勢いあまって一いつ緒しよに地面に膝ひざをついた。

「あ、あの………………え!?」

　広人は驚いて声を上げた。

　腕に抱いていたのは、ねこがみさまだった。

　ジャージ姿すがたで、猫ねこ耳みみが出ていて、あどけない寝ね顔がおで目を閉じている。

　たったいままでいた女神の姿はどこにもない。

　いや、ほんのわずか、目を閉じる少女の横よこ顔がおにその面おも影かげが……ある。

「広人さま、ねこがみさま！」

　注連しめ縄なわを越えて、守もり宮みやや夜や刀と、ユキメが走ってきた。

「家や主ぬし、周りを見てごらんなさいませ！」

　頭ず上じようからのミミの声に広人は辺りを見回した。

　気がつけば、梅ばい園えんに積もっていた雪が消えている。

　それだけではない。枯かれていたはずの梅うめの木々が生せい気きを取り戻している。

　月明かりに目をこらすと、どの枝にも小さなつぼみがふくらんでいた。

　ねこがみさまの舞が、春を呼んだのだろうか……。

「……信じられない。なんか、すっごいの出ちゃったんだけど」

　耀あき姫ひめがあ然ぜんとなる。みっちゃんも感かん嘆たんしたようにいった。

「まったくです。まさか直じき々じきに降りてこられようとは」

　二人はしばし顔を見合わせる。

　それから耀姫が、広人に向かって歩き出した。

　広人はねこがみさまを抱きしめて身を強こわ張ばらせる。

　守宮と夜刀が、広人とねこがみさまをかばって即そく座ざに前に出た。

　耀姫はゆっくりと目の前まで来ると、いきなり────

「──────ごめんっ!!」

　ぱんっ！　と両手を合わせて頭を下げた。

「へ？」

　広ひろ人とたちはぽかんと口を開ける。

「最初から、調ちよう伏ぶくするつもりなんかなかったの。怖こわがらせて、ごめんね」

「え、え、ええぇっ？　どういうことですか」

「その化ばけ猫ねこの正体を探るのと、ついでに自分の正体を自覚させるために、みっちゃんと組んでわざと乱らん暴ぼうな真似まねしたってわけ。もう、嫌いやな役やく回まわりで気き分ぶん悪かったよね」

「そのわりにノリノリでしたが」

　さらりとみっちゃんが突っ込んだ。

「なによ、みっちゃんだって悪のラスボスみたいだったじゃん」

　耀あき姫ひめはみっちゃんをにらむと、また広人たちを向く。

「でさ、ただ脅おどしただけじゃだめかなって、氏うじ子こさんたちを巻き込んだの。ほら、仲間を守るために窮きゆう地ちで覚かく醒せい！　怒りのパワー発はつ動どう、本ほん性しよう降こう臨りん！　ってならないかなってさ」

「な……なんだ、それ……」

　広人たちは一いつ斉せいに脱だつ力りよくした。

　ぐったりとなる鰹かつお屋や家け一同に、耀姫があわてる。

「だ、だってだって、われを忘れた人じん外がいって危険なのよね。強い力があると特に。無む意識に場を乱すし、霊れい気きは垂れ流すしさ。でも正体がわからないと対たい処しよのしようもないし……」

「正体だけならわかっていましたよ」

　みっちゃんが口を挟んだ。

　広人たちは驚きの視線を向ける。

「広人くん。ねこがみを信しん仰こうしていたあなたの祖そ母ぼは、拝おがみ屋やとして何が得え手てでしたか」

「え、えっと古こ神しん道とうの呪じゆ言ごんとか……神かみ降おろしの神楽かぐらの舞とか……」

「そう、神楽。その神楽の起き源げんは何かご存じですか」

「いえ……」

「天あまの岩いわ屋や戸どに隠かくれた天あま照てらすの大おお神みかみを誘い出した舞です。では、その舞を行った神は？」

　広人たちはぷるぷる首を振る。みっちゃんはかすかに笑った。

「ここの祭さい神しんでもある、天あめの鈿うず女めの命みことです」

　広人は思し考こうが止まった。次の瞬しゆん間かん、

「っええええぇぇえええええぇぇえぇぇえええ────────────っ！！！！？」

　みんなと一いつ緒しよに境けい内だいに響ひびく声を上げた。

「至し高こう神しんの一人である天照大神にも影えい響きようを及ぼせる、非常に霊れい格かくの高い神です。まあ、天鈿女命そのものというよりも、その分かたれし魂たましいである幸さき魂みたま、つまり実際的な力はないが、人に幸せをもたらす魂……だったわけですがね」

　耀姫が眉まゆを吊つり上げた。

「なによ、みっちゃん。わかってたなら、なんで最初からいってくんなかったの？」

「それでは意味がない。己おのれの本ほん性しようを忘ぼう却きやくしている相手に、正体はこうだと突きつけても、自覚などしませんよ」

「あたしにまで隠かくさなくてもいーじゃん、この陰いん険けん……あ、うそうそ！」

　あわてて耀あき姫ひめは両手を振ると、広ひろ人とをちらと見やった

「ところでさ、氏うじ子こさん、お婆ばあちゃんから拝おがみ屋やの手ほどきは受けなかったの？」

「いや、全然です」

「ふぅん……すごい霊れい能力なんだけど。だって天あま津つ神かみを〝言こと霊だま〟だけで降ろすなんて」

「え……？　お、俺おれが？」

　広人は戸と惑まどう。いきなりいわれても、とても信じられない。

　みっちゃんもいった。

「広人くんがねこがみを神だと信じ、言葉で明確に〝定てい義ぎ〟した。その言葉の力──言霊により、天津神たる天あめの鈿うず女めの命みことを呼びよせ、幸さき魂みたまと結びつけたのです。かなりの能力ですよ」

「みっちゃんの雷かみなりや結けつ界かいも、氏うじ子こさんにはあんまり効かなかったもんね」

　耀姫は肩をすくめる。

「ま、それだけ力があっても下手へたな修しゆ行ぎようだったら、見え過ぎるのに祓はらう力がなくて、とんだ災わざわいを招くってこともあるから、お婆ちゃんの判断は正しいかもね。それより」

　耀姫は腕うで組ぐみして首を傾かしげる。

「どうして天津神の幸魂がここに？　自分の本性も見失ってさ。高たか天まが原はらでなーんか異い変へんでも起こったのかな。幸魂が顕けん現げんしたのも、季節が狂ったのも、そのせいかな。化ばけ猫ねこが春を呼んでくれたから良かったけど、本性が不ふ明めいなままだったらやばかったかも……」

「そろそろ、みなさんを帰してさしあげたらどうです」

　みっちゃんの言葉に、耀姫はぱっと顔を上げた。

「そっだね。とりあえず天てん上じよう界かいのことはどうでもいっか。氏子さんたち、色々とごめんね。でもこれで安心して暮らせるからさ。また遊びに行くよ！」

　ひらひら、と耀姫は手を振った────次の瞬しゆん間かん。

　すさまじい竜たつ巻まきが大だい地ちから巻き起こった。

「うわ、うわああああああ───っ!?」

　広人たちは竜巻に巻き込まれる。

　と思うがいなや、突とつ如じよ激しく叩たたきつけられた。

「い、いだ……い？」

　気づくとそこはグランパレス有あ里り間まの前まえ庭にわだった。

　深い雪の中に、鰹かつお屋や家けの住民はまとめてこんがらがって埋もれている。

「ぷっはぁっ！　もう、信じられませんわ、あの横おう暴ぼう女！」

　真まっ先さきにミミが怒って起き上がった。

　夜や刀とがぷるぷる頭を振って雪を飛ばす。守もり宮みやも少しむっつりした顔で身を起こした。

「そうなのよ。痛かったのよ。夜刀はちょっと怒ってるのよ」

「まったくです、あの陰いん険けん眼鏡めがねめ……次は不ふ意いなど突かれませんよ」

「はふぅん、冷たくて気持ちいぃですぅ。耀あき姫ひめさんいい人ですぅ……」

　ユキメだけが吞のん気きなことをいって雪に頰ほおずりする。

「まあまあ、無事に正体が分かって、この地の神さまのお墨すみ付つきをもらったってことで……って、ねこがみさま！　ねこがみさまは!?」

　あわてて広ひろ人とが周囲を見回すと、すぐ近くにねこがみさまは倒れていた。

　広人はあたふた這はい寄り、雪をかき分けて急いで抱き起こす。

「ねこがみさま、ねこがみさま？　だいじょうぶですか！」

「……………………え…………広、人？」

　ねこがみさまはうっすらと目を開けた。

「われは……どう、したのですか」

「え、覚えてないんですか？」

「わかりませぬ。広人の言葉を聞いて、とても、とても嬉うれしくて……」

　ねこがみさまはぼんやりと瞬まばたいた。

「でも、そこから、意識が途と切ぎれて……それで、ここは……どこなのです？」

「家です。俺おれたちの家ですよ。ちゃんと帰ってきたんですよ」

「家……でも」

　ねこがみさまは広人を見上げると、おずおずと訊きいた。

「でも、われは……われは、みなの家に……帰ってきて、良かったのですか」

「もちろん──おぅわ!?」

　どさどさどさっと妖あやかし娘むすめたちが広人に覆おおいかぶさった。

「いいに決まってますわよ！」「当然なのよ」「当ったり前ですよぅ」

　重さをこらえて広人が顔を上げると、ほほ笑えむ守宮と目が合った。

　背中に乗るミミや夜刀、ユキメと目め線せんを見み交かわす。

　それから、みなは声をそろえて、ねこがみさまにいった。

「お帰りなさい、ねこがみさま！」

　ねこがみさまは呆あつ気けにとられる。一いつ瞬しゆん、涙をこらえるように顔が歪ゆがんだ。

　だが、すぐに明るい満まん面めんの笑えみに取って代わる。

　太陽のような笑みのまま、ねこがみさまは広人ごと、みなを抱きしめた。

「ただいま、みんな！」




　満まん天てんの星空に、元気な声は昇のぼっていった。





☆★☆






　二月十五日。

　巫女みこ神楽かぐらの当日はあいにくの曇り空だった。

　老ろう梅ばいの根元には、緋ひ毛もう氈せんを敷しいた神楽の舞台が設置されていた。

　すでに多くの観客が待っており、テレビ局の取材も入っている。

　準備万ばん端たん。神楽が始まるのを待つばかり。

　だが梅ばい園えんの梅うめの花は、まだすべてつぼみのままだった。




　観かん覧らん席せきの一番真まん前まえで、広ひろ人とは緊きん張ちように胸を押さえる。

　周りに座るのは、市や企業のお偉いさんばかりだ。

　先日のお詫わびだと、耀あき姫ひめがみんなの分も合わせて特とく等とう席せきをとってくれたのだが、スーツ姿すがたの貫かん禄ろくのあるおじさんばっかりで、広人たち鰹かつお屋や家け住民はひと際きわ目立つ。

「ねえ、まだですの？」「見、見えないのよ」「人がいっぱいで……暑いですぅ」

　ミミと夜や刀とが後ろから身を乗り出し、ユキメはへたばりかけている。

「広人さま、お茶をどうぞ」

　涼すずしい顔で守もり宮みやが、水すい筒とうのお茶を回してくれた。

　広人は受け取りごくんと飲み干ほすと、隣となりのねこがみさまに渡そうとした。

　しかし、耀姫から借りたセーラー服を着たねこがみさまは、どんより暗くうつむいている。

「どうしたんです。ねこがみさま？」

「だって……梅の花が全然咲さいておりませぬ」

　しょんぼりと小さな肩が落ちる。

「春日かすがと、約束しましたのに」

「約束ってなんですか。だいじょうぶですよ。ほら、あそこに一つ咲いて……」

　指を差しかけて、はっと広人は目を見開いた。

　動いている。花をつけた梅の木が、わさわさと怪あやしく動いている……。

「なにやってんですか涼りよう子こ部長ぉ───っ！」

　思わず広人は立ち上がった。周りの客がびびって身を引く。

「おお、鰹屋。そろそろ始まるな！」

　花咲く梅の木がぐるんと振り向いた。やっぱり涼子部長だ。

「見ろ、今日きようはお祭り仕し様ようだ、満まん開かいだぞ！」

　涼子部長はぶわっさぶわっさ枝を振り回した。

　たしかに枝には梅の花が咲いてます。あふれんばかりにいっぱいついています。

　だからなに、という気持ちもいっぱいになります！

「すいません、部ぶ外がい者はここには入らないでくださーいっ！」

　スタッフたちがばたばたと飛んできた。

「なんだと、この私のどこが部外者だ！」

　どう見ても部外者で変へん質しつ者の怪あやしい木は、たちまち取り囲まれて連れて行かれた。

「離せ、離せ！　私は木だぞ、木なんだぞおおお───────っ！」

　木だから怪しいんです。

「そなたの嫁よめは……相変わらず宇宙を超えたイカレっぷりですね」

　呆あきれたようにねこがみさまがつぶやいた。

「ちょ、違う！　断じてちっがーう！　あれ嫁じゃない絶対嫁じゃないですっ！」

「ほらほら、家や主ぬし、ねこがみさま。そろそろ始まりますわよ」

　ミミにいわれて、広ひろ人とはあわてて腰を下ろした。

　おりしも社しや務む所しよから、宮ぐう司じに先せん導どうされた巫女みこが現れる。

　正せい装そうの巫女装しよう束ぞくを身につけた美み薫かだ。

　額ひたいには花はな釵かんざし。手には五ご色しきの布を垂らした神楽かぐら鈴すず。白びやく衣えと緋ひ袴ばかまの上に薄うす衣ぎぬの千ち早はやを羽は織おり、綺き麗れいに薄うす化げ粧しようまでした美薫は、輝くように華はなやかで美しかった。

　広人は胸がどきどきする。

　美薫の美しさはまばゆいばかりだったが、その面おもては固く青ざめているのだ。

　宮司と美薫は、梅ばい園えんの舞台へやってきた。

　カメラや携けい帯たいを手に待ち構えていた観客たちが一いつ斉せいにシャッターを切る。

　舞台袖そでで宮司にお祓はらいを受けつつ、美薫はちらりと広人たちに目をやる。

　広人は小さく手を振った。だが美薫は重おも苦くるしい顔で目をそむけると、花の一つも見えない梅園を見まわして、そしてうつむいた。

「春日かすが！」

　広人は立ち上がった。

　はっと美薫が顔を向ける。ねこがみさまも驚いて広人を振り仰あおいだ。

「だいじょうぶ、ちゃんと、花は咲くよ！」

　一いつ瞬しゆん、美薫はあっけにとられる。

「な……なに、あり得ないこといってるのよ。ばか広人」

　美薫はか細い声で答えると、そっぽを向く。

　スタッフにたしなめられて腰を下ろす広人の袖そでを、ねこがみさまが引っ張った。

「どうしたのです。なぜ……あんな風ふうに断だん言げんできるのです」

「信じてますから。だって俺おれは目の前で、ねこがみさまの春を呼ぶ舞を見たんですよ」

　きょとんとなるねこがみさまに、広人は笑い返した。

　そこに舞ぶ曲きよくが流れ出す。いよいよ神楽かぐらが始まったのだ。

　美み薫かは神楽鈴すずの朱しゆ塗ぬりの柄えを右手に、五ご色しきの布を左手に持ち、舞い始める。

　それは静かで優ゆう美びな、おごそかな舞だった。

　曲に合わせ、美薫は舞台で緋ひ袴ばかまをさばき、袖そでをひるがえして舞い続ける。

　曲の高まりに合わせ、美薫は鈴を掲かかげてしゃらんと鳴らした。

　澄すんだ鈴の音ね色いろが、梅ばい園えんに響ひびき渡る。

　その瞬しゆん間かん────

　ふわりと、視し界かいが明るくなった。

「あっ……!?」

　広ひろ人とは腰を浮かせた。ねこがみさまも立ち上がった。

　ミミや夜や刀と、ユキメや守もり宮みやも目をみはった。

　舞台の美薫は舞うのを忘れ、観客も一いつ斉せいにどよめいた。

　曇り空が晴れ渡る。胸のすくような青空が広がっていく。

　その青空の下、枝のつぼみが──────

　ひとつ。

　ひとつ。ひとつ。またひとつ。

　ふたつ、三つ、四つ、五つ……さらに次々といくつも、いくつも、いくつもいくつも。

　つぼみは愛らしい花か弁べんを広げていく。

　紅あか、白、桃もも色いろ、薄うす桃色。

　たちまち様々な色合いの梅うめの花が満まん開かいに咲き誇り、馥ふく郁いくたる梅の香かがただよった。

「広人……これは……」

　驚いた顔でねこがみさまは見上げる。

　ぼう然ぜんとしていた広人は自分を取り戻すと、ねこがみさまに笑っていった。

「いった通りに咲いたでしょう。これ、ねこがみさまのおかげですよ」

「……いいえ、われの働きではありませぬ」

　ねこがみさまは静かに首を振る。

「広人がいてくれたからです。広人がいてくれたら……われは」

　ねこがみさまは、こぼれるばかりの満まん面めんの笑えみを浮かべた。

　満開の花の下に咲いた、もう一つの花のように。

「われは、きっとどんな奇き跡せきも、起こせまする！」




　美薫があわてて鈴を掲げて舞を再開する。

　清せい楚そで可か憐れんな満開の梅の花の下、巫み女こ姿すがたの美薫はまぶしいほどに綺き麗れいだった。

　広人は幸せな思いに満ちて、みなと一いつ緒しよに舞い踊る美薫をずっと見つめていた。







　二月十七日──二十四節せつ気きの雨う水すいも間ま近ぢか。







　いつもの日常が戻ってきた。

　当たり前のようにみんなで寝ね起おきして、当たり前のようにみんなでこたつを囲み、当たり前のように一いつ緒しよになってにぎやかに朝食を食べる生活。

　人間と人じん外がいとの、同どう居きよ生活が。




「広ひろ人と、広人！　おかかご飯はん、お代りです。山やま盛もりで！」

　ねこがみさまが元気よく丼どんぶりを突き出す。

「もう、自分で砂糖はかけますわ。景けい気き良く袋ふくろごと置いてくださいませんこと」

「夜や刀ともなのよ。生なま卵三パック出して欲しいのよ」

「じゃあユキメはぁ、冷れい蔵ぞう庫こごとで結けつ構こうですぅ」

　思い思いの発言をする神さま＆妖あやかし娘むすめたちに、広人は嘆たん息そくした。

「守もり宮みやさん、冷蔵庫と食料品の管理、頼みます。俺おれが帰るまで減らさないでください」

「心こころ得えてございます」

　ブーイングが一いつ斉せいに上がったが、広人は無視。

「ご飯はタイマーかけたし、卵も砂糖もある。昨さく夜やの残りのおかずもあると。よし」

　広人はみんなの昼食を確かく認にんし、神かみ棚だなと祖そ霊れい舎しやに手を合わせる。

　玄げん関かんで靴くつを履はいていると、モサコさんがぐにゃーと鳴いてすり寄ってきた。

「うんうん、みんなと留る守す番ばんしててくれよな」

　広人は頭をぐりぐりする。モサコさんは気持ちよさそうにのどを鳴らした。

「んむ、モサコさんの次はわれですぞ」

　ねこがみさまがやってきて、玄関先さきで偉そうに胸を張って正せい座ざした。

「はいはい、よしよし」

　広人は笑って、ねこがみさまの頭をわしゃわしゃ撫なでた。

「夜刀も、いい子いい子して欲しいのよ」「素す敵てきですぅ、ユキメもお願いしますね」

　夜刀がちょこんと正座した。ユキメもにこにこして正座する。

　広人は目を丸くしたが、ちゃんとよしよしと二人の頭を撫でる。

「頭を撫でるなんて見み下くだされてるみたいですわ。でも、お望みならさせてあげましてよ」

「うわ！」

　いきなり真ま正面に逆さの顔が降ってきた。

　ドキドキしながらミミの頭も撫でる。逆さですけど。

「守宮！　守宮だけやってもらっておりませぬぞ」

　ねこがみさまが、奥で片づけをしている守もり宮みやに手て招まねきした。

「は!?」「へ!?」

　広ひろ人とと守宮は同時に声を上げた。思わず顔を見合わせる二人。

「で、では、お言葉に甘えまして」「は、はあ」

　守宮が頭を軽く下げた。広人はぎこちなく彼の総そう髪はつを撫なでる。

　微び妙みように気まずい空気。

　広人はぼりぼり頭をかくと、背を向けた。

「え、えっと、じゃあ行ってきます……」

「行ってらっしゃい！」

　ドアノブに触ふれる手が止まった。広人は振り返る。

　玄げん関かんに勢ぞろいしたみんなが、そろって広人を見送っていた。

　急に、はち切れそうなまでの嬉うれしさに胸がいっぱいになる。

　いつもの顔ぶれだった。当たり前に一いつ緒しよにいるみんなだった。

　けれど、この当たり前もこの日常も、失われてしまったかもしれないのだ。

　そう思えば、この当たり前の光景は、なんて────貴とうといのだろう。

　広人は元気よく、もう一度いった。

「うん、行ってきます！」




　学校での時間はたちまち過ぎた。

　巫女みこ神楽かぐらで梅うめの花が満まん開かいになった話がにぎやかに語られて、昼休みにはクラスメートたちにねこがみさまのことを散さん々ざん突っ込まれ、放課後ごには涼りよう子こ部長に改良型がた桃ももの木バージョン着ぐるみを持って追いかけ回された。

　ただ一人美み薫かだけが、ずっと広人を無視していたのが気になったけれど。




「……広人」

　不ふ機き嫌げんな声で、美薫が立ちはだかる。

　ちょうど広人は、自転車を引いて校門にさしかかったところだった。

「え……春日かすが、なにか用？」

「用なんてほど大した用じゃないわよ。けど！」

　美薫はきっつい口く調ちようで答えた。そしていきなり、

「うわぁっ！」

　手に持った何かを広人の顔に投げつけた。

　クリーンヒットで額ひたいを直ちよく撃げき。一いつ瞬しゆん、激しく火ひ花ばなが散った。

「いったあ……なに、なんなの？」

　広ひろ人とは地面に落ちたものを取り上げる。それは綺き麗れいに包ほう装そうされた大きな箱だ。

「お恵めぐみチョコ。三日遅れだけど」

　超ちよう絶ぜつ不ふ機き嫌げんに美み薫かがいい放った。

「お恵み？　チョコ？」

　広人は箱を見つめる。

　もしや……これって、バレンタインチョコレート？

　そういえば三日前は十四日でした。巫女みこ神楽かぐらを挟んだから忘れていたけど。

「どうせ誰だれからも貰もらえない可か哀わいそうな広人に、このわ・た・し、が！　恵んであげる」

「あ、ああ、ええっ!?　え、あ、そそ、そうか。ども、ありがと……」

「それと！」

　ぎこちない言葉を美薫がさえぎる。

「あの子にいって。梅うめの花が咲いたから約束は守るって。でも……」

　美薫の頰ほおが、ふいに真まっ赤かに染そまる。

「……でも、広人から、ちゃんと申し込んで。それが条件！」

　ますます広人はわけが分からない。

「春日かすが、あの子ってねこ……りんちゃんのことか？　りんちゃんとの約束って」

「美薫」

「はい？」

「美薫って呼んで」

　いきなりです。

「どうしてあの子はりんちゃんで、わたしは春日なの。美薫って呼びなさいよ」

「だ、だって昔から春日って」

「いいから呼んで！」

「みっ」

　声が裏うら返がえった。

「みみっ、みみみみみみみみっみみっ」

「どこのセミよっ！　もういい春日でいい、広人のばかっ！」

　美薫は憤ふん然ぜんと背を向けた。赤いリボンがひらりとひるがえる。

　待たせていた車に乗り込み、美薫はあっという間に去って行ってしまった。

　広人は投げつけられたチョコをしげしげと眺ながめる。

　お恵みチョコとはいうけれど、もしや、春日……俺おれのこと……。

「…………………………ないな！」

　祖そ母ぼのいいつけ通りに身の程ほどを知る広人。自分のような貧びん乏ぼう庶しよ民みん、美薫みたいなお嬢じようさまがどうこうなんてあり得ない、とさっさと決めつける。

「これだけあればみんなで食べられるよな。ミミさんとか喜びそうだ」

　広ひろ人とはチョコの箱をリュックに丁てい寧ねいにしまって、ペダルを踏んだ。

　川かわ沿ぞいの道を、しばし自転車で走る。

「……あれ？」

　広人は自転車を止めた。

　前方からセーラー服の女の子二人がやってくる。ねこがみさまと耀あき姫ひめだ。

「広人、広人！」「はぁい、氏うじ子こさん」

　飛び上がるようにねこがみさまがぶんぶん手を振る。ひらひらと耀姫は片手を振った。

「良かった、ちょうど帰ってくる頃ころ合あいだと思って迎えにまいったのです」

「どうしたんです、耀姫さんと一いつ緒しよなんて」

「これをあげようと思ってさ。先日のお詫わびとお礼で」

「そうなのです。広人、見てたもれ！」

　ねこがみさまは分ぶ厚あついバインダーを開いて見せた。

「なんですか、それ……って、ええ!?」

　それは、有あ里り間ま高校の一年と二年の女子生徒の名めい簿ぼだった。

　さすがに住所や電話番号などは書かれていないが、写真付きでクラスや所しよ属ぞく部ぶ、趣しゆ味みや得とく意い教科や性格、行きつけの場所に彼かれ氏しの有う無むなど事こと細こまかに記き載さいされている。

　さらには『打だ診しん中』『見込みあり』『確かく定てい』なんて項こう目もく欄らんまで。

　もしかしてこれ……嫁よめ探さがし名簿？

「待ってください。いったはずですよ、俺おれはまだ嫁なんて」

「〝まだ〟なのでしょう？」

　ねこがみさまはにっこり笑った。

「将来は貰もらうつもりですね。だから、いまからわれが嫁候こう補ほを探しておきまする」

「いやいや、だからそうじゃなくて……」

「ちゃんと活用してよね。もうすぐ新学期だから新入生の名簿はまた渡すし」

　楽しそうに耀姫がほくそ笑えむ。

「もちろん、あたしのところ、確定に○つけておくから」

「はっ!?」

「だって氏子さん家ちって居い心地ごこちいいもん。じゃあね、まったね！」

　広人が訊きき返す前に、耀姫は手を振って立ち去って行った。

「いやあ、見た目は可愛かわいいけど、でも龍りゆうだし八やつ首くびだしなあ……あ、そうだ」

　広人は思い出した。

「そういや春日かすがが、梅うめの花が咲いたから約束を守るっていってたんですけど」

「春日？　約束……」

　ねこがみさまの瞳ひとみが大きく見開かれた。

「ふぉおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

「な、なに興こう奮ふんしてるんです？　ってちょっと！　なんで春日かすがの『確かく定てい』欄らんにそんな真まっ赤かなマジックでぐりぐりでっかく◎つけしてるんです？　ねえ、ねこがみさまっ!?」

　しかもよく見ると涼りよう子こ部長の確定欄にまで赤◎つけてますよこの猫ねこ！

「やりました……偉い大だいなる第一歩です！」

　満足そうにねこがみさまはバインダーを抱きしめる。興こう奮ふんしすぎたか猫耳みみが出ていた。

　広ひろ人とはがっくりうなだれた。

　また俺おれの体力を消しよう耗もうする嫁よめ探さがし計画が再さい開かいされるわけか……。

「しかしですね、ねこがみさま」

　広人は軽い気持ちで訊きいた。

「一いち族ぞくを増やしたいんですよね。嫁なら誰だれでもいいんですよね」

「そうですぞ」

「じゃあ、どうして、ねこがみさま自身が嫁にならないんです？」

「え」

　ねこがみさまは大きくぱちくり瞬まばたきした。そして、ぽんと手を打った。

「考えたこともありませんでした！」

「なかったんかいっ！」

　広人は拍ひよう子し抜ぬけした。

「でも、いいのです。われは嫁にはなりませぬ」

　澄すましたようにねこがみさまはいった。

「なぜって、広人は千人の嫁を貰もらう予定なのですから」

「いや千人も貰いませんって」

「貰うのです！　だから嫁ならば、千人の中の一人になってしまうでしょう？　でも」

　ねこがみさまは、きらきら輝く瞳で広人を見上げる。

　そして、嬉うれしそうにほほ笑えんで告げた。




「氏うじ神がみなら……広人だけの神さまですもの」




　今度は広人が瞬まばたきする番ばんだった。

　ねこがみさまは身を乗り出し、ぐいと広人を指ゆび差さす。

「良いですか。ずっと、ずっとわれだけが広人の神さまですぞ。ちゃんと崇あがめるのです！」

　広人はしばし、じーっとねこがみさまを見つめる。

　ふいに、わしゃわしゃ！　と猫耳ごとねこがみさまの頭を撫なでくり回した。

「な、な、なにをしやるのです？」

「いやあ……横おう暴ぼうなんだか可愛かわいいんだか分からない、唯ゆい一いつ神しんだなあって」

　広ひろ人とは笑えてきた。

　もしゃもしゃになった銀の髪かみとへにょんとした猫ねこ耳みみで、自分をきょとんと見上げるねこがみさまが、たまらなく楽しくて、可愛かわいくて……。

　そして、なぜだか、愛いとおしかった。

「さあ、帰りましょうか。みんなが待ってますよ」

「むむ。われのいったこと、ちゃあんと分かっておるのですか？　広人は」

「分かってます、分かってますって」

　広人は笑いながら答ると、ねこがみさまを後ろに乗せてペダルを踏んだ。

　みなが待つ家に向かって、自転車は走り出す。




　自転車は川かわ沿ぞいの桜さくら並なみ木きの道を走っていく。

　まだ外はとても寒かった。桜並木もつぼみなんてまだまだだ。

　けれど四月になれば、ここの桜はきっと満まん開かいになる。

　一昨年おととしまでは祖そ母ぼと一いつ緒しよに花はな見みをした。去年は花見なんてする気持ちになれなかった。

　でも、今年は────

「ここの桜は見事ですよ」

　自転車を走らせながら、広人はいった。

「春になったら、みんなでお花見しましょうか。そうだ、近くの遊ゆう園えん地ちは桜の時期だけ夕方から入にゆう園えん料りよう無料なんです。園内の夜よ桜ざくらも綺き麗れいですよ」

「まことですか!?」

　ねこがみさまは後ろから身を乗り出した。

「うん、うん！　みなで花見をしましょうぞ。きっと、とても楽しいのです」

　ねこがみさまは満まん面めんの笑えみで、ぎゅっと広人に抱きついた。

「ありがとう、広人。われは……われは、世界一の果か報ほう者です」

　とても嬉うれしそうな声だった。とても幸せそうな笑みだった。

　まるで、満開の春の花が開いたような。

　広人も嬉しくなる。ペダルをこぐ足に自然と力が入る。

　夕暮れに向かう青空を見上げて、広人は心の中でつぶやいた。







　婆ばあちゃん。

　俺おれはいま、春を乗せています。










　あとがき




　こんにちは。もしくは初めまして。マサト真ま希きです。

　運動不足解かい消しようのために始めたウォーキングで腰を痛めました。

　いかん、地じ道みちに軽い運動やストレッチからにしよう！　と思ったのですが、そういえば以前ラジオ体操で腰を痛めたことを思い出しました。駄だ目めだもう駄目だ。




　そのウォーキングでお気に入りの川かわ沿ぞいコースには、古いお地じ蔵ぞう様さまが祀まつられており、通りがかるとついつい立ち止まって手を合わせてしまいます。

　近くの住宅街には、家々の隙すき間まに挟まれるようにして小さな祠ほこらがあり、生活圏けん内ないには鎮ちん守じゆの森に囲まれた神じん社じやもいくつか。

　東京の端はしっことはいえ一いち応おう二十三区の都会。

　なのに、こんなにもたくさんの「神さま」や、神しん域いきがあるなんて、なんだか意い外がいです。




　歩くたびに目にする、移ろう四し季きの風景。

　咲いては散る花。青く茂り枯かれてまた芽め吹ぶく木々や草花。

　そんな自然に溶け込むように存在する神域。

　格かく段だん意識しなくとも、神しん秘ぴはすぐそこにあるのだと、気づかされます。




　さてさて、この本のプロットを思いついたきっかけは、実じつ家かの母の、

「家で地の神さまをきちんとお祀まつりしたらどう」

　という言葉でした。

　うーん、面めん倒どうだな。などと思いつつ、地の神さま（その土地の神さま）の正式な祀り方を調べていくうちに色いろ々いろ面白くなり仕事に方向がシフト。

　そこからプロットが通ったのが今年の一月。

　取材として、湯ゆ島しま天てん神じんの梅うめまつりと太だい々だい神楽かぐらを見学に行ったのが三月初め。

　早々と動いたにもかかわらず、書き上がるまでけっこう時間がかかってしまいました。

　もうちょっとスタートダッシュを早くしたいです。

　そして結局地ちの神さまはいまだお祀りしていません。うぅむむむぅう。




　ということで、担当の湯ゆ浅あさ様にはいつものごとく大変大変お世せ話わになりました。

　湯浅様との打ち合わせのおかげで重要な核かくとなるアイデアが生まれ、ストーリーが広がっていき、こうやって形になりました。なんかもう、永遠に頭が上がりません。

　今回、内容についてのアドバイスや進行その他を編集部の土つち屋や様さまにも担当していただき、とてもお世せ話わになりました。今こん度ど編集部のお二人宛あてにカレーようかんお送りしますね。

　イラストのごまさとし様。ねこがみさまを初めとする女の子キャラを、こんなに可愛かわいくデザインしてくださってありがとうございます。もう、みんな可愛すぎる。キャララフを見せていただく度たびに鼻はな息いきが荒くなりました。家の中で良かった！　これじゃただの変へん態たい！

　出版に携たずさわるアスキー・メディアワークスの関係者の皆みな様。

　いつも自分を支えて励はげましてくれる家族や友人の皆様。

　何よりも、この本を手に取ってくださった読者の皆様。

　ありがとうございます！　言葉に尽くせないほど、感謝しています。




　そして、この本のテーマは「婚こん活かつ」です。

　……というのは噓うそですが、コンセプトとしては「元気に可愛く！」です。

　そして読み終わったあとに、気分が「ほんわか」するお話を目指しました。

　読んでくださった方が、少しでも「ほんわか」していただけたなら、本ほん望もうです。





二〇〇九年　九月　　マサト真ま希き
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マサト真ま希き

ゲーム会社勤務、フリーのＷｅｂデザイナーなどを経て、小説の仕事へ。

デジカメ画像フォルダの中身は、食べ物ばかり。パフェとかカレーとかチュニジア料理とか。
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イラスト／ごまさとし

はじめましてっ！　ごまです。

主にゲーム原画、小説挿絵、イラストで活動中です。

好きな食べ物は深夜に家族が寝静まった頃、

こっそり流しでジュルジュル食べる完熟ももです！

たまりません～。
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